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１ 久慈川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

久慈川は、その源を茨城県、福島県、栃木県との県境に位置する八溝山（標高1,022m）に

発し、山間部を北東へ流れて、福島県東白川郡棚倉町に至り、これより南流し、八溝山系と

阿武隈山系との間の狭長な平野を流下し、茨城県常陸大宮市に至って流向を東に変え、山田

川 里川等の支流を合わせ 日立市と東海村の間にて 太平洋に注ぐ 幹川流路延長124km 福、 、 、 、 （

島県内48.6km）の一級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図1-A）

久慈川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点は、表1-1のとおりである。

（イ）水質の汚濁の状況（表1-2及び図1-1）

ＢＯＤは、松岡橋、高地原橋とも平成12年度、13年度に環境基準を超えているが、これ

以降は環境基準を達成しており、1.0～2.0mg/Lの範囲にある。地点間の比較では、下流の

高地原橋が継続して低濃度である。

ｐＨ、ＤＯは両地点とも環境基準を超えていることはないが、ＳＳは環境基準を超える

値が検出されることがある。

類型 区間

松岡橋 環境基準点
高地原橋 環境基準点

環境類型指定状況
測定地点の種類水質測定地点名

全域Ａ久慈川

河川名

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
H17 0.5 ～ 2.3 1.4 1.6 12 7.6 ～ 9.1 12

環境 H16 <0.5 ～ 4.8 1.3 1.4 12 7.4 ～ 8.4 12
基準点 H15 0.5 ～ 2.9 1.5 2.0 12 7.4 ～ 9.1 12

H14 0.5 ～ 2.1 1.4 1.8 12 7.4 ～ 8.7 12
H13 0.7 ～ 8.6 3.2 4.0 12 7.6 ～ 9.3 12
H12 <0.5 ～ 8.4 2.7 3.0 12 6.9 ～ 8.1 12
H17 0.5 ～ 2.0 1.0 1.1 12 7.4 ～ 8.6 12

環境 H16 <0.5 ～ 1.5 0.9 1.0 12 7.3 ～ 7.9 12
基準点 H15 0.5 ～ 2.9 1.3 1.4 12 7.4 ～ 9.4 12

H14 0.5 ～ 3.1 1.3 1.3 12 7.3 ～ 8.4 12
H13 <0.5 ～ 8.7 2.3 2.8 12 7.6 ～ 9.0 12
H12 <0.5 ～ 4.3 1.6 2.3 12 7.3 ～ 8.0 12

BOD(mg/l) pH
河川名 類型 測定地点 年度種類

6.5
～
8.5

2以下
6.5
～
8.5

久慈川 Ａ 松岡橋

久慈川 Ａ 高地原橋

2以下

表1-2 近年の水質の状況（久慈川）

表1-1 環境基準類型指定状況（久慈川）
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表1-3、表1-4及び図1-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点で測定を行っており、各年度の平均値は、松岡橋

で0.005、0.003mg/L、高地原橋で0.004、0.004 mg/Lであった。

なお、当水域内の４事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.01 mg/L未満

から1.6 mg/Lの範囲であった。

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 9.4 ～ 15 12 12 <1 ～ 7 2 12 790 ～ 33000 9000 12
H16 9.1 ～ 15 12 12 <1 ～ 16 3 12 2200 ～ 130000 16000 12
H15 8.4 ～ 16 12 12 1 ～ 28 7 12 790 ～ 49000 9500 12
H14 9.4 ～ 15 11 12 <1 ～ 44 8 12 330 ～ 79000 14000 12
H13 10 ～ 16 12 12 <1 ～ 30 4 12 330 ～ 7900 2300 12
H12 9.3 ～ 14 11 12 <1 ～ 25 6 12 790 ～ 23000 6600 12
H17 9.0 ～ 14 11 12 <1 ～ 15 3 12 1300 ～ 130000 19000 12
H16 9.0 ～ 14 11 12 1 ～ 9 3 12 1100 ～ 13000 6800 12
H15 8.3 ～ 15 11 12 1 ～ 16 6 12 330 ～ 17000 5800 12
H14 8.1 ～ 14 11 12 1 ～ 25 7 12 1300 ～ 220000 36000 12
H13 9.3 ～ 14 11 12 <1 ～ 7 2 12 490 ～ 7900 2600 12
H12 8.9 ～ 15 11 12 <1 ～ 44 10 12 330 ～ 14000 4300 12

高地原橋

松岡橋

7.5
以上

7.5
以上

大腸菌群数(MPN/100ml)

25
以下

25
以下

1000
以下

1000
以下

ＤＯ(mg/ｌ)
測定地点 年度

ＳＳ(mg/ｌ)

最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.002 ～ 0.006 0.003 4
H16 0.002 ～ 0.011 0.005 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 0.002 ～ 0.005 0.004 4
H16 0.001 ～ 0.008 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全亜鉛(mg/l)
年度河川名 測定地点

久慈川 高地原
橋

久慈川 松岡橋

0.00

0.01

0.02

0.03

松岡橋 高地原橋

全
亜

鉛
　
年

平
均

（
mg

/l
)

H16年度

H17年度

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

松岡橋 高地原橋

ＢＯ
Ｄ 
７５
％値
　(
mg/
L)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型
最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N

H17 0.79 ～ 1.2 0.97 4 0.027 ～ 0.076 0.048 4
H16 0.76 ～ 1.1 0.85 4 0.026 ～ 0.053 0.038 4

H15 0.78 ～ 1.0 0.86 4 0.025 ～ 0.099 0.053 4
H14 0.70 ～ 1.2 0.98 4 0.025 ～ 0.090 0.052 4

H13 0.53 ～ 1.8 1.1 4 0.022 ～ 0.14 0.058 4
H12 0.52 ～ 1.0 0.77 4 0.031 ～ 0.12 0.057 4
H17 0.76 ～ 0.99 0.90 4 0.020 ～ 0.072 0.042 4

H16 0.71 ～ 0.84 0.79 4 0.019 ～ 0.063 0.036 4
H15 0.58 ～ 0.83 0.69 4 0.016 ～ 0.056 0.032 4

H14 0.52 ～ 1.0 0.81 4 0.037 ～ 0.057 0.043 4
H13 0.45 ～ 1.2 0.82 4 0.022 ～ 0.063 0.037 4
H12 0.50 ～ 1.5 1.0 4 0.015 ～ 0.10 0.045 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

高地原橋

松岡橋

全燐(mg/l)全窒素(mg/l)
測定地点 年度

表1-3 全亜鉛の状況

図1-2 全亜鉛の縦断分布図

図1-1 ＢＯＤの縦断分布図
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（表1-5、図1-3）（３）水温

各年度の最高水温の平均値は、上流側の松岡橋が24.0℃、高地原橋が24.2℃でほとんど変

化はみられない。平均水温の平均値は、松岡橋が13.7℃、高地原橋が13.6℃、最低水温の平

均値は、松岡橋が3.3℃、高地原橋が3.0℃であり、同様に変化はみられない。

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図1-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、県内の久慈川全域で）」

岩、石、礫、砂となっている。また、漁業協同組合へのヒアリング結果では、全川にわた

って礫、砂が主体であり、それに大礫が所々にみられ、上流部ではそれに岩が加わるとの

ことであった。

（イ）流量（表1-6及び図1-4）

上流側の松岡橋の平均流量は2.67m /s、下流側の高地原橋は9.81m /sとなっている。3 3

最高 平均 最低 N
平成12年度 21.5 12.4 1.0 12
平成13年度 28.0 14.9 5.0 12
平成14年度 28.6 15.2 4.5 12
平成15年度 23.5 14.0 3.8 12
平成16年度 21.0 12.7 2.4 12
平成17年度 21.1 13.2 2.9 12

平均 24.0 13.7 3.3 -
平成12年度 21.7 12.2 0.8 12
平成13年度 26.5 14.4 4.0 12
平成14年度 28.0 14.0 3.5 12
平成15年度 24.5 14.7 4.1 12
平成16年度 22.7 13.0 1.9 12
平成17年度 21.8 12.4 1.6 12

平均 24.2 13.6 3.0 -

水温（℃）

注　N：測定回数
　　出典：「水質年報」（福島県）　　

松岡橋

高地原橋

採取年度
水質測定
地点名

Ａ類型

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

松岡橋 高地原橋

水
温
　
６

年
平
均
（

℃
）

最高

平均

最低

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

その他の林業サービス業 久慈川下流 - 115 100 <0.01 

電気めっき業
（表面処理鋼材製造業を除く）

久慈川下流 113 116 90 0.01

高等学校 久慈川下流 25 - 0 1.6

高等学校 久慈川上流 37 100 100 0.06

表1-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

1-5 水温の状況表

1-3 水温の縦断分布図
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（ウ）主な河川構造物

久慈川本流にはダムは設置されて

いない。堰等の主な河川横断構造物を

図1-5に示す。

（エ）主な流入河川

久慈川への主な流入河川を図1-6に

示す。

（オ）河川改修計画

福島県内の久慈川に関しては、河川改修を実施している。

最高 平均 最低 N
平成12年度 7.70 3.57 1.60 11
平成13年度 4.60 1.79 0.40 12
平成14年度 7.94 3.44 0.68 12
平成15年度 4.66 2.45 0.84 11
平成16年度 6.42 2.81 1.12 12
平成17年度 4.59 1.97 0.72 12

平均 5.99 2.67 0.89 -
平成12年度 46.73 12.75 3.90 12
平成13年度 10.10 5.74 1.90 12
平成14年度 29.78 11.08 3.91 12
平成15年度 36.27 11.33 4.56 12
平成16年度 13.28 9.31 7.26 9
平成17年度 19.49 8.65 3.13 7

平均 25.94 9.81 4.11 -

出典：「水質年報」（福島県）
注　N：測定回数

採取年度水質測定
地点名

流量(m 3/s)

高地原橋

松岡橋

Ａ類型

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

松岡橋 高地原橋

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3
/s
） 最高

平均

最低

高
地
原
橋

新
夢
想
橋

矢
祭
橋

東
橋

米
山
橋

松
岡
橋

棚
倉
大
橋

下
植
田
橋

上
流

下
流

堰、ダム　･･･　魚道あり

堰、ダム　・・・　魚道なし

河川横断構造物の凡例

堰、ダム　・・・　魚道有無不明

上流 下流

白
子
川

久慈川

中
川

小
田
川

矢
祭
川

大
竹
川

大
草
川

近
津
川

稲
沢
川

川
上
川

大
内
沢
川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）

表1-6 流量の状況

図1-6 久慈川への主な流入河川

図1-4 流量の縦断分布

図 主な河川横断構造物1-5
出典「河川区分検討シート(案) （福島県）」
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（表1-7、1-8及び図1-C、1-D）（５）魚介類

既存文献によると、6目9科24種の魚介類が記録されており、漁業協同組合へのヒアリング

の結果、6目9科24種の魚介類の生息が追認された。

№5 №6

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ●

2 ｲﾜﾅ属の一種 ●

3 ｶｻｺﾞ目 ｶｼﾞｶ科 ｶｼﾞｶ ●

その他 4 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ● ● ● ● ●

生物Ｂ 5 ｺｲ目 ｺｲ科 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ ● ●

6 ｷﾝﾌﾞﾅ ●

ﾌﾅ属の一種 ○

7 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ●

8 ｳｸﾞｲ ● ● ●

9 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ ● ● ● ● ● ● ●

10 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ ●

11 ｽｽﾞｷ目 ﾊｾﾞ科 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ ● ●

ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属の一種 ● ●

対象外 12 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ目 ﾔﾂﾒｳﾅｷ゙ 科 ｽﾅﾔﾂﾒ ● ● ● ●

13 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾀﾅｺﾞ ●

14 ｶﾜﾑﾂB型 ●

15 ｱﾌﾞﾗﾊﾔ ●

ﾊﾔ属の一種 ● ○ ● ●

16 ﾓﾂｺﾞ ● ●

17 ﾋﾞﾜﾋｶﾞｲ ●

18 ﾀﾓﾛｺ ●

ﾓﾛｺ属の一種 ●

19 ｶﾏﾂｶ ● ● ●

20 ﾆｺﾞｲ ●

21 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ● ● ● ● ● ●

22 ﾌｸﾄﾞｼﾞｮｳ ● ● ●

23 ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ● ●

24 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞﾊﾞﾁ ● ● ● ● ● ●

9科 24種 6種 9種 10種 10種 12種 3種 18種
　注　1）「～属の一種」については、同地点に同じ属が確認されている場合には集計していない。
　　　　　集計していないものは「○」で示した。

　　　2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　3)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。

　　　　「レッドデータブック関係調査資料」（2001～2002：福島県）【№1,№2,№4,№5,№6】
　　　　「河川区分の検討シート(案)」（福島県）【№3,№7】
　　　　なお、№7は地点ではなく範囲である。

6目

種　名
№1 №2

確認地点
分
類 № 目　名 科　名

№7№3 №4

表1-7 既存文献確認種一覧
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（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、久慈川に生息する温水性の魚介類は、ゲンゴロウブナ、キンブナ、

フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、オオヨシノボリ、ヨシノボリ属の

（「 」 。） 。 、 。一種の7種 ～の一種 を除く である これらの種は 全地点で数種が確認されている

特に、ドジョウについては全地点で確認されている。

、 、 、 、 、漁業協同組合へのヒアリングによると 温水性の魚介類は コイ ギンブナ キンブナ

オイカワ、ウグイ、ドジョウ、オオヨシノボリ、トウヨシノボリの8種である。これらの種

は、全地点で数種が確認されている。また、これらの温水性の魚介類のうち、コイ、ウグ

イは漁業権及び放流対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、久慈川に生息する冷水性の魚介類はヤマメ、イワナ（イワナ属の一

種 、カジカの3種、その他としてはアユ1種である。）

、 、 。 （ ）、 、ヤマメは №1 №7で確認されている それ以外のイワナ イワナ属の一種 カジカは

上流域である№1のみの確認であった。アユについては№1、№6を除く地点で確認された。

漁業協同組合のヒアリングによると、冷水性の魚介類はヤマメ、エゾイワナ、カジカの3

種、その他としてはアユ1種である。ヤマメは上流、中流で、エゾイワナは上流で確認され

ている。アユについては、№1を除く全地点で確認されている。

また、これらの種のうち、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。

表1-8 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧
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（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表1-9～1-11）

福島県内の久慈川では、漁業権が設定(表1-9）されており、対象魚種はコイ、ウグイ、

ヤマメ、アユの4魚種である。漁場の位置及び漁場の区域は、茨城県境から上流の久慈川本

（ 、 、 、 、 ） 。流及び支流の区域 矢沢川 大内沢川 関沢川 根子屋川 大竹川を除く となっている

過去5年間の漁獲量(支流も含む)を表1-10に、放流量（支流も含む）を表1-11に示す。ま

た、放流場所（平成17年）を表1-12に示す。

項 目 内 容
漁業権者の名称 久慈川第一漁業協同組合
所在地 福島県東白川郡矢祭町大字中石井字上川原242番地
免許番号 内共第十二号
漁業権の種類 共同漁業権
漁業の種類 第5種共同漁業
対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで
4月1日か

ら9月30日
ヤマメ まで
アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、ウグイ、ヤマメ、アユ
漁場の位置及び漁場の 福島及び茨城県境から上流の久慈川本流及 び支流の区域
区域 （矢沢川、大内沢川、関沢川、根子屋川、大竹川

を除く）
漁業権の制 なし
限又は条件
関係地区 東白川郡棚倉町、塙町、矢祭町、鮫川村
漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年
コイ kg 150 200 250 200 200
ウグイ kg 1,800 1,800 1,700 1,600 1,600
ヤマメ kg 5,500 6,000 6,300 5,800 6,000
アユ kg 26,000 26,000 28,600 21,000 23,000
　出典：漁業協同組合対象アンケート結果

単位魚種
捕獲年

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年

コイ kg 300 300 200 0 140
ウグイ 尾 0 50,000 80,000 0 35,000
ヤマメ 尾 57,400 62,500 55,000 71,250 78,300
アユ kg 2,363 2,400 2,200 2,465 2,480
　出典：福島県農林水産部資料

単位
放流実績(年度）

魚種

表1-9 漁業権設定状況

表1-10 漁獲量

表1-11 放流量
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ｂ ヒアリング調査結果の整理（表1-13）
漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表 のとおりである。1-13

項 目 内 容
魚介類の生息に関する情報 ・福島県内の久慈川は、上流域から中流域にあたる。

・中流域では、魚種にあまり変化が見られない。
・上流域にはヤマメ、イワナが生息している。
・オオクチバス、ブルーギルが増加している （大草ダム、農業用。

ため池等）
再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。
放流に関する情報 ・アユ、ウグイ、ヤマメ、コイを放流している。
河川環境に関する情報 ・特になし
過去の情報 ・過去に比べて魚は減ってきている。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

ヒアリング結果では 「魚類の産卵場所はあるかもしれないが場所は未把握。また、産卵場、

所の整備等も未実施」とのことであった。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表1-14に示す魚種については採捕禁止の措置を実

施している。

表1-14 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種
禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

採 捕 禁 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

止 ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

種 ヤマメ サクラマスのうち 、ふ出

に 後引き続き淡水域 で生活

関 する期間におけるものを

す いう。

る イワナ エゾイワナを含む。

規 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

制 採 捕 禁 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

止 サ イ ヤマメ

ズ イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

放流対象種
松草平 ヤマメ
松草橋～双ノ平橋 アユ、ウグイ
双ノ平橋～松岡橋 アユ
松岡橋～黒助橋 アユ、ウグイ、コイ、ヤマメ
黒助橋～下植田橋 アユ
下植田橋～県境 アユ、ウグイ
近津川 アユ、コイ
川上発電所～久慈川合流部 ウグイ、コイ、ヤマメ
千本橋付近 ヤマメ
小田川 ヤマメ
矢祭川 アユ、ヤマメ

（自）：自川にて採捕したものを放流
（稚）：稚魚の状態で放流

本
流

支
流

放流場所
表1-12 放流場所

表1-13 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ
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２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、久慈

川(本県内に限る。)は、冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は13.6～13.7℃、最高水温の平均値は24.0

～24.2℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、イワナ属の一種、カジ

ワカサギの生息情報 カ、アユ

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、エゾイワナ、カジカ、

ワカサギの生息の情報 アユ

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブ

ナ、キンブナ、フナ属の一種、

オイカワ、ウグイ、ドジョウ、

ナマズ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等、各種法令により水生生物の産卵場（繁

殖場）又は幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は、設定されてい

ない。このほか、特別域についても現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足してお

り、現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

久慈川 生物Ａ イ 松岡橋、高地原橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準
について）別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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図１－Ａ 水質環境基準の類型指定状況（久慈川）

図１－Ｂ 河床材料（久慈川）



２ 小泉川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

小泉川は、相馬市初野を水源とし、相馬市を東に流下して松川浦を含む太平洋に注ぐ幹

川流路延長10.4kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図2-A）

小泉川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表2-1のとおりであ

る。

表2-1 環境基準類型指定状況（小泉川）

（イ）水質の汚濁の状況（表2-2及び図2-1）

ＢＯＤは1.0～3.5mg/lの範囲にあり、新小泉橋付近の平成15年度､17年度、小泉橋の

平成12年～16年度で環境基準を超えており、経年的には全地点ともほぼ横ばいで推移し

ている。

ｐＨは小泉橋で、ＳＳは３地点とも環境基準を超過する値が測定されていることもあ

るが、ＤＯはすべての地点、年度で環境基準を達成している。

表2-2 近年の水質の状況(小泉川)

類型 区間

Ａ 小泉橋より上流 小泉橋 環境基準点

新小泉橋付近 水質測定計画外

百間橋 環境基準点

水質測定地点名 測定地点
の種類河川名

小泉川

環境類型指定状況

小泉橋より下流Ｃ

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
環境 H17 0.8 ～ 3.7 1.7 1.9 12 7.3 ～ 8.2 12
基準点 H16 0.5 ～ 3.1 1.5 2.2 12 7.2 ～ 8.3 12

 H15 1.2 ～ 4.0 2.2 2.7 12 7.3 ～ 8.0 12
H14 1.2 ～ 2.8 1.9 2.2 12 7.3 ～ 8.2 12
H13 1.0 ～ 6.4 2.8 3.5 12 7.4 ～ 9.3 12
H12 1.0 ～ 3.4 2.2 2.5 12 7.3 ～ 7.7 12

水質測定 H17 1.1 ～ 2.2 1.7 2.2 2 7.3 ～ 7.6 2
計画外 H16 0.7 ～ 1.0 0.9 1.0 2 7.4 ～ 7.6 2

 H15 1.9 ～ 2.1 2.0 2.1 2 7.5 ～ 7.7 2
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

環境 H17 1.1 ～ 3.9 1.9 1.9 12 7.4 ～ 8.1 12
基準点 H16 0.6 ～ 3.3 1.7 2.2 12 7.2 ～ 8.4 12

H15 0.5 ～ 3.1 1.8 2.1 12 7.3 ～ 8.0 12
H14 <0.5 ～ 3.6 1.7 2.0 12 7.3 ～ 8.0 12
H13 0.8 ～ 4.7 2.0 2.2 12 7.5 ～ 8.2 12
H12 1.1 ～ 6.1 2.4 3.0 12 7.3 ～ 8.1 12

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

小泉川 Ｃ 百間橋

2以下

2以下

2以下

小泉川 Ｃ 新小泉橋
付近

小泉川 Ａ 小泉橋

BOD(mg/L) pH
河川名 類型 測定地点 年度種類
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図2-1 ＢＯＤの縦断分布図

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

小泉橋 新小泉橋付近 百間橋

Ｂ
Ｏ

Ｄ
 
７

５
％

値
　

(
m
g
/
l
)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型： BODの
　　　 基準

　AA： ～1
　A ： ～2
　B ： ～3

　C ： ～5
　D ： ～8

Ｃ類 型

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.64 ～ 1.8 1.2 4 0.052 ～ 0.082 0.069 4
H16 0.45 ～ 1.5 1.1 4 0.034 ～ 0.097 0.066 4
H15 1.2 ～ 1.6 1.4 4 0.071 ～ 0.17 0.10 4
H14 0.75 ～ 1.9 1.4 4 0.038 ～ 0.10 0.073 4
H13 1.3 ～ 2.1 1.8 4 0.064 ～ 0.23 0.12 4
H12 1.0 ～ 1.9 1.4 4 0.054 ～ 0.10 0.077 4
H17 1.5 ～ 1.5 1.5 2 －
H16 1.3 ～ 1.5 1.4 2 － － －
H15 1.6 ～ 1.7 1.7 2 － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.30 ～ 0.90 0.62 4 0.042 ～ 0.16 0.094 4
H16 0.36 ～ 1.3 0.80 4 0.032 ～ 0.12 0.077 4
H15 0.46 ～ 1.2 0.92 4 0.055 ～ 0.16 0.090 4
H14 0.46 ～ 1.8 1.3 4 0.051 ～ 0.12 0.092 4
H13 0.93 ～ 1.6 1.4 4 0.055 ～ 0.17 0.11 4
H12 0.90 ～ 2.4 1.5 4 0.075 ～ 0.13 0.10 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

百間橋

全窒素(mg/L) 全燐(mg/L)年度測定地点

新小泉橋
付近

小泉橋

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 8.3 ～ 17 11 12 1 ～ 15 5 12 2800 ～ 130000 26000 12
H16 8.7 ～ 15 12 12 <1 ～ 12 4 12 1300 ～ 540000 56000 12
H15 8.9 ～ 16 12 12 1 ～ 21 6 12 490 ～ 920000 84000 12
H14 9.5 ～ 15 12 12 <1 ～ 30 6 12 4900 ～ 130000 31000 12
H13 9.7 ～ 19 13 12 1 ～ 14 4 12 49 ～ 54000 19000 12
H12 9.0 ～ 14 11 12 1 ～ 13 5 12 1300 ～ 70000 15000 12
H17 ー 2 ～ 2 2 2 4900 ～ 17000 11000 2
H16 － － － 2 ～ 2 2 2 4900 ～ 28000 16450 2
H15 － － － 3 ～ 76 40 2 13000 ～ 13000 13000 2
H14 － － － － － － － －
H13 － － － － － － － －
H12 － － － － － － － －
H17 7.2 ～ 13 9.8 12 2 ～ 17 8 12 79 ～ 49000 7600 12
H16 5.9 ～ 15 11 12 2 ～ 33 8 12 46 ～ 24000 7000 12
H15 5.0 ～ 12 8.6 12 3 ～ 26 9 12 130 ～ 79000 11000 12
H14 5.9 ～ 13 9.4 12 <1 ～ 25 8 12 11 ～ 21000 5700 12
H13 6.2 ～ 12 8.9 12 4 ～ 30 12 12 13 ～ 49000 6500 12
H12 5.8 ～ 13 9.4 12 4 ～ 22 9 12 5 ～ 17000 4900 12

－

7.5
以上

7.5
以上

5
以上

25
以下

25
以下

50
以下

大腸菌群数(MPN/100ml)

百間橋

小泉橋

新小泉橋
付近

ＤＯ(mg/L)
測定地点 年度

ＳＳ(mg/L)

1000
以下

1000
以下
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表2-3、表2-4及び図2-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点で測定を行っており、各年度の平均値は、小泉橋

で0.005、0.004mg/ｌ、百間橋で0.007、0.006 mg/ｌであった。

なお、当水域内の３事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.01 mg/L未満

から0.02 mg/までの範囲であった。

表2-3 全亜鉛の状況

表2-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（表2-5及び図2-3）（３）水温

各年度の最高水温の平均値は 。上流側の小泉橋が27.7℃、下流側の百間橋が29.7℃で、、

下流側が水温が高い。平均水温の平均値は、小泉橋が16.2℃、百間橋が16.5℃、最低水温

の平均値は、小泉橋が5.0℃、百間橋が3.5℃である。

0.00

0.01

0.02

0.03

小泉橋 百間橋
全

亜
鉛

　
年
平
均

（
mg

/l
) H16年度

H17年度

A類型 C類型

図2-2 全亜鉛の縦断分布図

最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.002 ～ 0.005 0.004 4
H16 0.003 ～ 0.009 0.005 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 0.001 ～ 0.010 0.006 4
H16 0.004 ～ 0.012 0.007 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全亜鉛(mg/L)
年度測定地点河川名

小泉川 百間橋

小泉川 小泉橋

小泉川 新小泉橋
付近



表2-5 水温の状況

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図2-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、河口から約3.5kmま）」

では砂、約3.5kmから約5.5kmまでが石、礫、砂、それより上流が石、礫となっている。

（イ）流量（表2-6及び図2-4）

上流側の小泉橋の平均流量は0.15m /s、百間橋が0.57m /sとなっている。3 3

表2-6 流量の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 0.58 0.16 0.01 10 -
平成13年度 0.52 0.15 0.03 11 -
平成14年度 0.61 0.17 0.02 12 -
平成15年度 0.42 0.11 0.01 12 -
平成16年度 0.66 0.20 0.02 12 -
平成17年度 0.23 0.10 0.03 12 -

平均 0.50 0.15 0.02 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 0.12 0.11 0.09 2 2,10
平成16年度 0.32 0.28 0.23 2 2,10
平成17年度 0.20 0.15 0.10 2 2,9

平均 0.21 0.18 0.14 - -
平成12年度 0.23 0.23 0.23 1 6
平成13年度 1.24 0.54 0.10 4 3,7,8,9
平成14年度 1.66 0.70 0.03 8 -
平成15年度 0.81 0.44 0.10 3 4,8,12
平成16年度 2.46 0.79 0.04 5 1,2,6,8,11
平成17年度 1.43 0.70 0.14 4 2,3,4,9

平均 1.31 0.57 0.11 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

流量(m3/s)

百間橋

採取年度水質測定地点名

小泉橋

新小泉橋付近

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

小泉橋 百間橋

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3 /
s）

最高

平均

最低

Ａ類型 Ｃ類型

図2-3 水温の縦断分布

図2-4 流量の縦断分布

※新小泉橋付近は、測定回数が少ないため、

除いてグラフを作成した。

※新小泉橋付近は、測定回数が少ないため、

除いてグラフを作成した。
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最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 27.1 15.9 4.0 12 -
平成13年度 27.7 17.3 6.7 12 -
平成14年度 30.9 15.4 5.2 12 -
平成15年度 24.1 15.5 7.3 12 -
平成16年度 29.5 17.4 4.7 12 -
平成17年度 26.6 15.7 1.8 12 -

平均 27.7 16.2 5.0 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 17.8 12.9 7.9 2 2,10
平成16年度 16.1 11.2 6.3 2 2,10
平成17年度 22.0 13.8 5.6 2 2,9

平均 18.6 12.6 6.6 - -
平成12年度 29.5 15.6 0.0 12 -
平成13年度 28.8 17.9 5.0 12 -
平成14年度 33.8 16.0 3.8 12 -
平成15年度 24.7 15.9 5.0 12 -
平成16年度 31.0 17.9 6.0 12 -
平成17年度 30.5 16.5 1.0 12 -

平均 29.7 16.6 3.5 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は
　　　　測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

採取年度水質測定地点名
水温（℃）

百間橋

小泉橋

新小泉橋付近

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

小泉橋 百間橋

水
温
　
６
年
平
均
（
℃
）

最高

平均

最低Ａ類型 Ｃ類型
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（ウ）主な河川構造物

小泉川本流にはダムは設置されていない。

堰等の主な河川横断構造物を図2-5に示す。

出典： 河川区分検討シート(案) （福島県）図2-5 主な河川横断構造物 「 」

（エ）主な流入河川

小泉川への主な流入河川を図2-6に示す。

図2-6 小泉川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

小泉川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表2-7及び図2-C）

既存文献によると、小泉川本流には5目8科19種の魚介類が記録されている。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、小泉川に生息する温水性の魚介類はウナギ、コイ、ギンブナ、オ

イカワ、ウグイ、ドジョウ、ボラ、トウヨシノボリの8種である。

上流 下流

小泉川

右
支
小
泉
川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）
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これらの種は、全地点で数種が確認されている。特に、オイカワ、ウグイは全調査地

点で確認された。

なお、小泉川は漁業権が設定されていないことから放流は行われていない。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、冷水性と考えられる魚介類及びアユ・ワカサギは確認されていな

い。

表2-7 既存文献確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況

小泉川については、漁業権が設定されていない。

ｂ ヒアリング調査結果の整理

小泉川には漁業協同組合が存在していないため、ヒアリング調査は実施しなかっ

た。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

小泉川に水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表2-8に示す魚種については採捕禁止の措置を実施

している。

№1 №2 №3 №4

1 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ ● ● ●

2 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ● ●

3 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ● ●

4 ｵｲｶﾜ ● ● ● ●

5 ｳｸﾞｲ ● ● ● ●

6 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ ●

7 ｽｽﾞｷ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ ●

8 ﾊｾﾞ科 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

9 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾓﾂｺﾞ ● ●

10 ﾀﾓﾛｺ ● ●

11 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ｼﾏﾄﾞｼﾞｮｳ ●

12 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾒﾀﾞｶ ●

13 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ ● ●

14 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ(ﾌﾞﾗｯｸﾊﾞｽ) ● ●

15 ﾊｾﾞ科 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ ●

16 ｼﾞｭｽﾞｶｹﾊｾﾞ ●

17 ﾏﾊｾﾞ ●

18 ﾁﾁﾌﾞ ●

19 ｶﾚｲ目 ｶﾚｲ科 ﾇﾏｶﾞﾚｲ ●

8科 19種 4種 11種 3種 15種
　注　1)種の順序は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　2)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　3)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　　「河川区分の検討シート(案)」（福島県）【№1,№2,№3,№4】

確認地点
№ 目　名 科　名 種　名

分
類

対
象
外

生
物
Ｂ

5目
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表2-8 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後

す 引き続き淡水域で生活する

る 期間におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

（ア）小泉橋より上流

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、小

泉橋より上流は、温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は16.2℃、最高水温の平均値は27.7℃ （測定回。

数が少なく、四季に測定していない地点は除く）

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギの生息情報がない。

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ウナギ、コイ、ギンブナ、オ

イカワ、ウグイ、ドジョウ、

ボラ、ヨシノボリ

（イ）小泉橋より下流

同様に、小泉橋より下流は、温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当で

ある。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値はは16.6℃、最高水温の平均値は29.7℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギの生息情報がない。

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ウナギ、コイ、ギンブナ、オ

イカワ、ウグイ、ボラ
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（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等、各種法令により水生生物の産卵場（繁

殖場）又は幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は、設定されてい

、ない。このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

小泉川 生物Ｂ イ 小泉橋、百間橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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図2-A 水質環境基準の類型指定状況（小泉川）

図2-B 河床材料（小泉川）



３ 宇多川
１ 基礎情報
１ 水域の概況（ ）

宇多川は 福島県相馬市山上字松ケ房地先の宮城県境を上端に相馬市を北東に流下し 松川、 、

浦を含む太平洋に注ぐ幹川流路延長38.7kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図 ）3-A

宇多川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表3-1のとおりである。

表3-1 環境基準類型指定状況（宇多川）

（イ）水質の汚濁の状況（表3-2及び図3-1）

ＢＯＤは 袋町付近で平成１２年度に環境基準を超えているが それ以降は環境基準を達、 、

成しており 0.6～1.6mg/lの範囲にある 経年的には平成１２年度以降 全地点ともほぼ横、 。 、

ばいで推移している。

ｐＨ及びＳＳは百間橋で環境基準を超過する年度もあるが、ＤＯは全ての地点、年度で

環境基準を達成している。

表3-2 近年の水質の状況（宇多川）

類型 区間

Ａ 清水橋より上流 堀坂橋 環境基準点

袋町付近 水質測定計画外

百間橋 環境基準点
清水橋より下流Ｂ

宇多川

測定地点
の種類河川名

環境類型指定状況
水質測定地点名

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
環境 H17 <0.5 ～ 1.9 0.8 0.8 12 7.2 ～ 8.2 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.4 0.8 0.9 12 7.2 ～ 8.0 12

H15 <0.5 ～ 1.7 1.0 1.3 12 7.4 ～ 7.9 12

H14 <0.5 ～ 1.8 1.0 0.9 12 7.3 ～ 8.0 12
H13 0.5 ～ 2.5 1.1 1.2 12 7.3 ～ 8.1 12
H12 <0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 12 7.1 ～ 7.9 12

水質測定 H17 0.8 ～ 1.0 0.9 1.0 2 7.3 ～ 7.7 2
計画外 H16 <0.5 ～ 0.6 0.5 0.6 2 7.2 ～ 7.3 2

 H15 0.8 ～ 0.8 0.8 0.8 2 7.4 ～ 7.4 2
H14 1.1 ～ 1.6 1.4 1.6 2 7.2 ～ 7.4 2
H13 1.3 ～ 1.3 1.3 1.3 2 7.4 ～ 7.4 2
H12 0.6 ～ 3.5 2.1 3.5 2 7.8 ～ 8.0 2

環境 H17 0.5 ～ 3.2 1.4 1.4 12 7.3 ～ 8.3 12
基準点 H16 <0.5 ～ 2.1 0.9 1.0 12 7.1 ～ 8.8 12

H15 <0.5 ～ 2.2 1.1 1.2 12 7.3 ～ 7.9 12

H14 0.5 ～ 2.3 1.2 1.5 12 7.3 ～ 7.7 12
H13 0.6 ～ 4.1 1.2 1.0 12 7.2 ～ 8.2 12
H12 <0.5 ～ 2.0 1.1 1.2 12 7.2 ～ 7.6 12

　注）N：測定回数

　出典：「水質年報」（福島県）

6.5
～
8.5

3以下

河川名 類型 測定地点

6.5
～
8.5

2以下

堀坂橋

pHBOD(mg/l)
種類 年度

宇多川 Ａ

6.5
～
8.5

宇多川 Ｂ 百間橋

3以下

宇多川 Ｂ 袋町付近
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図3-1 ＢＯＤの縦断分析図

最小 ～ 最大平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 9.2 ～ 14 11 12 <1 ～ 8 2 12 110 ～ 17000 2700 12
H16 8.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 5 2 12 33 ～ 33000 4600 12
H15 9.6 ～ 14 11 12 <1 ～ 8 2 12 23 ～ 7900 1400 12
H14 9.4 ～ 14 11 12 <1 ～ 2 1 12 33 ～ 49000 5000 12
H13 9.5 ～ 13 11 12 <1 ～ 2 1 12 130 ～ 3300 810 12
H12 8.6 ～ 15 11 12 <1 ～ 1 1 12 33 ～ 3300 770 12
H17 － － － 1 ～ <1 1 2 940 ～ 4900 2900 2
H16 － － － <1 ～ <1 1 2 110 ～ 13000 6555 2
H15 － － － <1 ～ 1 1 2 330 ～ 1700 1015 2
H14 － － － 1 ～ 4 3 2 3300 ～ 4900 4100 2
H13 － － － <1 ～ 2 1 2 1700 ～ 3400 2550 2
H12 － － － <1 ～ 2 1 2 490 ～ 4900 2695 2
H17 8.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 16 5 12 49 ～ 13000 2700 12
H16 6.3 ～ 14 11 12 1 ～ 30 5 12 33 ～ 7900 1700 12
H15 7.2 ～ 13 11 12 <1 ～ 21 4 12 130 ～ 7900 2300 12
H14 7.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 34 5 12 79 ～ 11000 2900 12
H13 7.5 ～ 12 10 12 <1 ～ 5 2 12 33 ～ 35000 6000 12
H12 5.9 ～ 14 10 12 <1 ～ 4 2 12 130 ～ 17000 2800 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

25
以下

1000
以下

5000
以下

5000
以下

百間橋

7.5
以上

5
以上

5
以上

大腸菌群数(MPN/100ml)

堀坂橋

袋町付近

25
以下

測定地点
ＳＳ(mg/l)ＤＯ(mg/l)

年度

25
以下

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.46 ～ 0.94 0.73 4 0.005 ～ 0.018 0.011 4
H16 0.46 ～ 1.1 0.83 4 0.004 ～ 0.017 0.010 4
H15 0.72 ～ 0.98 0.86 4 0.007 ～ 0.025 0.014 4
H14 0.75 ～ 1.3 1.0 4 0.004 ～ 0.027 0.014 4
H13 0.99 ～ 1.4 1.2 4 0.006 ～ 0.021 0.012 4
H12 0.81 ～ 1.0 0.92 4 <0.003 ～ 0.010 0.007 4
H17 0.67 ～ 1.2 0.94 2 － － －
H16 0.84 ～ 1.1 1.0 2 － － －
H15 0.94 ～ 1.3 1.1 2 － － －
H14 1.2 ～ 1.3 1.3 2 － － －
H13 1.2 ～ 1.3 1.3 2 － － －
H12 1.0 ～ 1.1 1.1 2 － － －
H17 0.47 ～ 0.89 0.70 4 0.014 ～ 0.036 0.022 4
H16 0.15 ～ 1.1 0.73 4 0.007 ～ 0.025 0.017 4
H15 0.67 ～ 1.0 0.86 4 0.016 ～ 0.022 0.019 4
H14 0.57 ～ 1.3 1.0 4 0.017 ～ 0.030 0.025 4
H13 0.64 ～ 1.5 1.0 4 <0.003 ～ 0.034 0.017 4
H12 0.85 ～ 1.1 1.0 4 0.004 ～ 0.012 0.009 4

　注）N：測定回数

　出典：「水質年報」（福島県）

全燐(mg/l)
測定地点 年度
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表3-3及び図3-2）

全亜鉛は 平成16 17年度に環境基準点で測定を行っており 各年度の平均値は堀坂橋、 、 、

で0.004、0.001mg/L、百間橋で0.007、0.003mg/Lであった。

なお、事業所排水中の全亜鉛に関する情報はない。

表3-3 全亜鉛の状況

図3-2 全亜鉛の縦断分布図

（３）水温（表3-4及び図3-3）

測定回数の少ない袋町付近を除く測定地点の水温を比較すると 各年度の最高水温の平均値、

は 上流から下流に向かって水温が上昇する傾向があり 上流側の堀坂橋が24.3℃ 下流側の、 、 、

百間橋が27.5℃である 平均水温の平均値は堀坂橋が12.5℃ 百間橋が14.0℃ 最低水温の平。 、 、

均値は、堀坂橋が1.3℃、百間橋が2.3℃であり下流に向かって水温が上昇する傾向がある。

最小 ～ 最大 平均 N
H17 <0.001 ～ 0.002 0.001 4
H16 <0.001 ～ 0.005 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.005 0.003 4
H16 0.005 ～ 0.010 0.007 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全亜鉛(mg/ｌ)
年度測定地点河川名

宇多川 百間橋

宇多川 堀坂橋

宇多川 袋町付近

0.00

0.01

0.02

0.03

堀坂橋 袋町付近 百間橋

全
亜
鉛
　

年
平
均
（
mg

/l
)

H16年度
H17年度

類型：全亜鉛の基準
 生物A　：～0.03
 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03
 生物特B：～0.03
　　　(mg/L)
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表3-4 水温の状況

図3-3 水温の縦断分析

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図3-B）

河川区分の検討シート 案 福島県 によると 河床材料は 概ね河口から約14kmか「 （ ）」（ ） 、 、

、ら約17kmまでは砂、約17kmから約26kmまでが岩、石、礫、砂、約26kmから約38kmが石、礫

松ヶ房ダム流入部より上流では礫となっている。

（イ）流量（表3-5及び図3-4）

上流側の堀坂橋の平均流量は1.19m /s 袋町付近が1.77m /s 百間橋が1.81 m /sとなって3 3 3、 、

いる。

最 高 平 均 最 低 N 測 定 月
平 成 1 2年 度 2 4 . 7 1 3 . 2 0 . 0 1 2 -
平 成 1 3年 度 2 3 . 9 1 3 . 4 2 . 6 1 2 -
平 成 1 4年 度 2 6 . 0 1 1 . 3 0 . 4 1 2 -
平 成 1 5年 度 2 1 . 6 1 2 . 0 3 . 2 1 2 -
平 成 1 6年 度 2 4 . 8 1 3 . 2 1 . 5 1 2 -
平 成 1 7年 度 2 4 . 5 1 2 . 0 0 . 2 1 2 -

平 均 2 4 . 3 1 2 . 5 1 . 3 - -
平 成 1 2年 度 1 8 . 8 1 1 . 8 4 . 8 2 2 , 9
平 成 1 3年 度 1 5 . 5 1 0 . 2 4 . 8 2 2 , 1 0
平 成 1 4年 度 1 6 . 1 1 0 . 4 4 . 7 2 2 , 1 0
平 成 1 5年 度 1 6 . 2 1 2 . 1 7 . 9 2 2 , 1 0
平 成 1 6年 度 1 4 . 6 1 0 . 2 5 . 7 2 2 , 1 0
平 成 1 7年 度 2 1 . 2 1 2 . 3 3 . 4 2 2 , 9

平 均 1 7 . 1 1 1 . 2 5 . 2 - -
平 成 1 2年 度 2 6 . 7 1 4 . 0 0 . 2 1 2 -
平 成 1 3年 度 2 5 . 5 1 4 . 4 3 . 7 1 2 -
平 成 1 4年 度 3 0 . 7 1 1 . 5 1 . 0 1 2 -
平 成 1 5年 度 2 1 . 7 1 2 . 4 3 . 2 1 2 -
平 成 1 6年 度 2 9 . 8 1 6 . 4 5 . 5 1 2 -
平 成 1 7年 度 3 0 . 5 1 5 . 4 0 . 5 1 2 -

平 均 2 7 . 5 1 4 . 0 2 . 3 - -
　 注 　 1 ) N： 測 定 回 数
　 　 　 2 ) 水 質 測 定 計 画 外 に つ い て は 、 測 定 し て い な い 年 度 が あ る た め 平 均 は 測 定 年 度 数 の 平 均 と し た 。
　 　 　 3 ) 測 定 月 ： 測 定 回 数 が 少 な い も の に 関 し て は 測 定 月 を 記 載 し た 。
　 出 典 ： 「 水 質 年 報 」 （ 福 島 県 ）

百 間 橋

堀 坂 橋

袋 町 付 近

地 点 の 種 類採 取 年 度水 質 測 定 地 点 名

環 境 基 準 点

水 質 測 定 計 画 外

環 境 基 準 点

水 温 （ ℃ ）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

堀坂橋 袋町付近 百間橋

水
温
　

６
年

平
均

（
℃

）

最高
平均
最低

Ｂ類型Ａ類型
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表3-5 流量の状況

図3-4 流量の縦断分析

（ウ）主な河川構造物

宇多川には上流部に松ヶ房ダムが存在する。ダムの概要を表3-6に示す。

松ヶ房ダムは 宮城県との県境 福島県相馬市山上松ヶ房に位置するかんがい用水を用途、 、

とするロックフィルダムである。主な河川横断構造物を図3-5に示す。

表3-6 宇多川のダムの概要

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 4.00 1.61 0.04 10 -
平成13年度 3.71 1.14 0.16 11 -
平成14年度 2.04 0.93 0.31 11 -
平成15年度 3.62 1.00 0.17 12 -
平成16年度 3.56 1.48 0.34 12 -
平成17年度 4.00 0.99 0.34 12 -

平均 3.49 1.19 0.23 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 6.20 3.42 0.63 2 2,10
平成14年度 0.77 0.76 0.74 2 2,10
平成15年度 1.19 1.07 0.95 2 2,10
平成16年度 2.39 2.05 1.71 2 2,10
平成17年度 2.60 1.57 0.53 2 2,9

平均 2.63 1.77 0.91 - -
平成12年度 3.10 1.73 0.63 5 6,7,8,10,11
平成13年度 5.78 1.91 0.09 11 -
平成14年度 6.63 1.78 0.10 11 -
平成15年度 5.09 1.85 0.36 5 3,4,5,8,12
平成16年度 4.89 1.84 0.14 10 -
平成17年度 3.60 1.74 0.47 5 2,3,4,9,11

平均 4.85 1.81 0.30 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

百間橋 環境基準点

堀坂橋 環境基準点

袋町付近 水質測定計画外

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

堀坂橋 袋町付近 百間橋

流
量
　
６
年
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均
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）
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平均

最低

Ｂ類型Ａ類型



図3-5 主な河川横断構造物

（エ）主な流入河川

宇多川への主な流入河川を図3-6に示す。

図3-6 宇多川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

宇多川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表3-7及び図3-C）

既存文献によると、宇多川本流には9目14科33種の魚介類が記録されている。

なお 宇多川には上流部に松ヶ房ダムが存在し №1と№2の間 魚介類の生息域が分断さ、 （ ）、

れている。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると 宇多川に生息する温水性の魚介類は ウナギ ギンブナ フナ属の一、 、 、 、

種 オイカワ ウグイ シマヨシノボリ オオヨシノボリ トウヨシノボリ カワヨシノボ、 、 、 、 、 、

リ ヨシノボリ属の一種の8種 ～の一種を除く である これらの種は 上流部の№1 №、 （ ） 。 、 、

2、№14を除く全地点で数種が確認されている。

なお、宇多川は漁業権が設定されていないことからこれら温水性の種の放流は行われてい

上流 下流

宇多川

玉
野
川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）
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出展　：　「河川区分検討シート（案）」　(福島県 )

堰、ダム　･･･　魚道あり

堰、ダム　・・・　魚道なし

河川横断構造物の凡例

堰、ダム　・・・　魚道有無不明
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ない。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると 宇多川に生息する冷水性の魚介類は ヤマメ カジカの2種 その他と、 、 、 、

してはアユ1種である カジカは上流域である№1 №2 №3及び 中流域の№8でも確認され。 、 、 、

ている ヤマメは上流域である№1 №2で確認されている また アユは下流から上流にか。 、 。 、

けて広く分布している。

なお 宇多川は漁業権に基づく冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギの放流は行われていな、

い。

表3-7 既存文献確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況

宇多川については、漁業権が設定されていない。

ｂ ヒアリング調査結果の整理

宇多川には漁業協同組合が存在していないため、ヒアリング調査は実施しなかった。

C その他

宇多川では、鮭増殖事業が行われている。

№1 №2 № 3 №4 №5 № 6 №7 №8 № 9 №10 №11 №12 №13 №14

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ●

2 ｶｻｺﾞ目 ｶｼﾞｶ科 ｶｼﾞｶ ● ● ● ●

その他 3 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

生物Ｂ 4 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ ● ●

5 ｺｲ目 ｺｲ科 ｷﾞﾝﾌﾞ ﾅ ● ●

ﾌﾅ属の一種 ●

6 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ● ● ● ●

7 ｳｸﾞｲ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 ｽｽﾞｷ目 ﾊｾﾞ科 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ ● ● ●

9 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ ● ● ●

10 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

11 ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

ﾖｼﾉﾎﾞ ﾘ属の一種 ● ● ● ● ●

対象外 12 ｴﾋﾞ目 ｲﾜｶﾞﾆ科 ﾊﾏｶﾞﾆ ●

13 (十脚目 ) ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ●

14 ｱｶﾃｶﾞ ﾆ ●

15 ｱｼﾊﾗｶ ﾞﾆ ●

16 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ ●

17 ｲｿｶﾞﾆ ●

18 ｲﾜｶﾞﾆ ●

19 ｺﾌﾞｼｶ ﾞﾆ科 ﾏﾒｺﾌﾞ ｼｶﾞﾆ ●

20 ｽﾅｶﾞﾆ科 ﾁｺﾞｶﾞ ﾆ ●

21 ｵｻｶﾞﾆ ●

22 ﾔﾏﾄｵｻｶﾞﾆ ●

23 ｽﾅｶﾞﾆ ●

24 ｺﾒﾂｷｶ ﾞﾆ ●

25 ｺｲ目 ｺｲ科 ｱﾌﾞﾗﾊﾔ ●

26 ｶﾏﾂｶ ● ● ● ● ●

27 ﾄﾞｼﾞｮ ｳ科 ｼﾏﾄﾞｼ ﾞｮｳ ● ● ● ● ● ● ●

28 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞﾊﾞﾁ ● ● ● ●

29 ｶﾀﾞﾔｼ目 ｶﾀﾞﾔｼ科 ｶﾀﾞﾔｼ ●

30 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾒﾀﾞｶ ● ● ●

31 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ﾌﾞﾙｰｷ ﾞﾙ ●

32 ﾊｾﾞ科 ﾇﾏﾁﾁﾌ ﾞ ●

33 ﾁﾁﾌﾞ ● ●

1 4科 33種 3種 2種 4種 4種 5種 9種 5種 10種 8種 7種 6種 6種 6種 13種
　注　1）「～属の一種」については 、同地点に同じ属が確認されている場合には集計していない。
　　　　　　集計していないものは「○」で示した。

　　　2)種の順序は各分類ごとに 「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成 11年度河川版 -」（2000：財団法人 ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備 ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　3)確認地点は左側（№ 1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】 内は地点番号を示す。
　　　　「河川区分の検討シート (案 )」（福島県）【№1,№ 2,№3,№5,№6,№ 9,№11,№ 12,№14】

種　名科　名
確認地点

9目

分類 目　名№
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

宇多川に水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお 福島県内水面漁業調整規則では 表3-8に示す魚種については採捕禁止の措置を実施し、 、

ている。

表3-8 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

（ア）清水橋より上流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 清水橋、 、

より上流は、冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は12.5℃、最高水温の平均値は24.3℃。

既存文献調査結 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、カジカ、アユ

果 ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 オイカワ、ウグイ、ヨシノボリ

（イ）清水橋より下流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 清水橋、 、

より下流は、冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。



- 31 -

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.0℃、最高水温の平均値は27.5℃ （測定。

回数が少なく四季に測定していない地点は除く）

既存文献調査 冷水性の魚介類及びア カジカ、アユ

結果 ユ・ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情 ウナギ、ギンブナ、フナ属の一種、

報 オイカワ、ウグイ、ヨシノボリ

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場 繁殖（

場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されていない。

このほか 特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており 現段階、 、

では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況 現状水質 水温 魚介類の生息状況等を勘案す、 、 、

ると、次表のとおりとすることが適当である。

なお 松川浦は 環境基準の類型指定にあたり海域として取り扱うため 今回の類型指定、 、 、

の水域から除く。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

宇多川（松川浦の区域 生物Ａ イ 堀坂橋、百間橋

を除く ）。

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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図3-A 水質環境基準の類型指定状況（宇多川）

図3-B 河床材料（宇多川）



４ 真野川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

真野川は 福島県相馬郡飯館村の三郷森 681m に水源を発し 大日川 上真野川 潤谷、 （ ） 、 、 、

川を併合し、太平洋に注ぐ幹川流路延長40.6kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図4-A）
真野川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表4-1のとおりである。

表4-1 環境基準類型指定状況（真野川）

（イ）水質の汚濁の状況（表4-2及び図4-1）
ＢＯＤは、落合橋、真島橋ともに全ての年度で環境基準を達成しており、0.9～1.8mg

/lの範囲にある。真野ダム（ダムサイトより200m上流地域の最深部の下層）で平成14～
17年度に2mg/lを超えている。経年的には全地点ともほぼ横ばいで推移している。

ｐＨ、ＤＯ及びＳＳは、落合橋、真島橋ともに全ての年度で環境基準を達成している。
表4-2 近年の水質の状況（真野川）

類型 区間

真野ダム(ダム流入前) 水質測定計画外

真野ダム(ダムサイトより
200ｍ上流地域の最深部)

水質測定計画外

Ａ 桜田橋より上流 落合橋 環境基準点

Ｂ 桜田橋より下流 真島橋 環境基準点

水質測定地点名
測定地点
の種類

河川名

－ －

真野川

環境類型指定状況

最 小 ～ 最大 平均 75 %値 N 基 準 値 最 小 ～ 最大 N 基 準 値
水 質 測 定 H17 < 0 . 5 ～ 1. 9 0.8 0.8 12 7 . 1 ～ 8.1 1 2
計 画 外 H16 0 . 5 ～ 1. 6 0.9 1.1 12 7 . 3 ～ 8.5 1 2

H15 < 0 . 5  ～ 1. 4 0.8 1.1 12 7 . 5 ～ 8.0 1 2
H14 < 0 . 5  ～ 2. 2 1.0 1.1 12 7 . 3 ～ 7.9 1 2
H13 < 0 . 5  ～ 1. 2 0.8 1.1 12 7 . 4 ～ 8.1 1 2
H12 < 0 . 5  ～ 1. 1 0.6 0.7 12 7 . 3 ～ 8.4 1 2

水 質 測 定 H17 0 . 6 ～ 2. 5 1.4 1.6 12 7 . 3 ～ 8.3 1 2
計 画 外 H16 0 . 5 ～ 2. 1 1.2 1.2 12 7 . 4 ～ 8.3 1 2

H15 < 0 . 5  ～ 1. 6 1.1 1.5 12 7 . 4 ～ 8.3 1 2
H14 0 . 6 ～ 2. 2 1.3 1.5 12 7 . 4 ～ 8.8 1 2
H13 < 0 . 5  ～ 1. 4 0.9 1.0 12 7 . 3 ～ 8.6 1 2
H12 0 . 4 ～ 2. 0 1.0 1.1 12 7 . 3 ～ 9.0 1 2

水 質 測 定 H17 < 0 . 5 ～ 1. 5 0.9 1.3 12 7 . 0 ～ 7.4 1 2
計 画 外 H16 < 0 . 5 ～ 1. 6 1.0 1.0 12 7 . 1 ～ 7.7 1 2

H15 < 0 . 5  ～ 1. 8 0.9 1.0 12 6 . 9 ～ 7.9 1 2
H14 < 0 . 5  ～ 1. 4 0.9 1.0 12 6 . 7 ～ 7.5 1 2
H13 < 0 . 5  ～ 1. 3 0.6 0.7 12 6 . 9 ～ 7.4 1 2
H12 0 . 4 ～ 1. 0 0.7 0.8 12 6 . 8 ～ 7.5 1 2

水 質 測 定 H17 < 0 . 5 ～ 2. 6 1.5 2.2 12 6 . 6 ～ 7.4 1 2
計 画 外 H16 < 0 . 5 ～ 8. 8 2.4 2.9 12 6 . 7 ～ 7.6 1 2

H15 0 . 7 ～ 5. 3 2.1 2.6 12 6 . 8 ～ 7.9 1 2
H14 0 . 7 ～ 12. 0 3.6 3.7 12 6 . 5 ～ 7.5 1 2
H13 < 0 . 5  ～ 5. 6 1.9 1.9 12 6 . 5 ～ 7.3 1 2
H12 0 . 4 ～ 5. 7 1.4 1.0 12 6 . 5 ～ 7.5 1 2

環 境 H17 < 0 . 5 ～ 1. 4 1.1 1.3 12 6 . 9 ～ 7.1 1 2
基 準 点 H16 0 . 6 ～ 2. 6 1.1 1.3 12 6 . 8 ～ 7.4 1 2

H15 < 0 . 5  ～ 1. 9 1.0 1.1 12 6 . 9 ～ 7.3 1 2
H14 0 . 5 ～ 2. 4 1.3 1.5 12 6 . 8 ～ 7.3 1 2
H13 < 0 . 5  ～ 1. 8 1.1 1.2 12 6 . 9 ～ 7.4 1 2
H12 0 . 7 ～ 1. 6 1.1 1.4 12 6 . 8 ～ 7.4 1 2

環 境 H17 < 0 . 5 ～ 1. 9 1.1 1.3 12 7 . 1 ～ 8.1 1 2
基 準 点 H16 < 0 . 5  ～ 2. 6 1.0 1.2 12 7 . 1 ～ 8.0 1 2

　 H15 < 0 . 5  ～ 1. 7 0.8 0.9 12 7 . 2 ～ 8.1 1 2
H14 0 . 5 ～ 2. 6 1.3 1.6 12 7 . 2 ～ 7.9 1 2
H13 0 . 7 ～ 2. 8 1.3 1.3 12 7 . 1 ～ 8.0 1 2
H12 0 . 6 ～ 2. 7 1.4 1.8 12 7 . 2 ～ 8.2 1 2

　 注 ） N： 測 定 回 数
　 出 典 ： 「 水 質 年 報 」 （ 福 島 県 ）

p H
種 類

BOD (mg /ｌ )

2以 下
6. 5
～
8. 5

類 型 測 定 地 点 年 度河 川 名

真 野 川

真 野 川 Ａ 落 合 橋

真 島 橋Ｂ

真 野 川

真 野 ダ ム
(ダ ム サ イ ト
よ り 2 0 0ｍ

の 上 流 地 域 の
最 深 部 の 中 層 )

ー真 野 川

真 野 ダ ム
(ダ ム サ イ ト
よ り 2 0 0ｍ

の 上 流 地 域 の
最 深 部 の 下 層 )

ー

真 野 川 ー 真 野 ダ ム
(ダ ム サ イ ト
よ り 2 0 0ｍ

の 上 流 地 域 の
最 深 部 の 上 層 )

ー

ー 真 野ダ ム
(ダム 流 入 前 )

真 野 川

3以 下
6. 5
～
8. 5

ー

ー ー

ー ー

ー ー
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最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N

H17 0.33 ～ 0.80 0.47 12 <0.003 ～ 0.039 0.012 12
H16 0.23 ～ 0.66 0.42 12 0.004 ～ 0.019 0.010 12

H15 0.28 ～ 0.68 0.45 12 0.004 ～ 0.025 0.011 12
H14 0.24 ～ 0.58 0.40 12 0.004 ～ 0.10 0.023 12
H13 0.29 ～ 0.80 0.51 12 0.004 ～ 0.10 0.018 12
H12 0.30 ～ 0.81 0.45 12 0.004 ～ 0.077 0.017 12

H17 0.31 ～ 0.56 0.38 12 0.008 ～ 0.018 0.012 12
H16 0.14 ～ 0.45 0.32 12 0.006 ～ 0.018 0.011 12

H15 0.23 ～ 0.41 0.32 12 0.005 ～ 0.026 0.012 12
H14 0.10 ～ 0.43 0.32 12 0.006 ～ 0.016 0.010 12
H13 0.27 ～ 0.50 0.37 12 0.007 ～ 0.13 0.021 12
H12 0.21 ～ 0.48 0.31 12 0.004 ～ 0.029 0.014 12

H17 0.27 ～ 0.52 0.41 12 0.005 ～ 0.012 0.008 12
H16 0.20 ～ 0.48 0.36 12 0.004 ～ 0.013 0.009 12

H15 0.33 ～ 0.53 0.43 12 0.006 ～ 0.014 0.009 12
H14 0.36 ～ 0.45 0.39 12 0.005 ～ 0.013 0.009 12
H13 0.35 ～ 0.54 0.41 12 0.005 ～ 0.016 0.009 12
H12 0.25 ～ 0.44 0.35 12 0.005 ～ 0.016 0.011 12

H17 0.33 ～ 1.4 0.70 12 0.008 ～ 0.036 0.016 12
H16 0.43 ～ 1.5 0.97 12 0.012 ～ 0.073 0.024 12

H15 0.33 ～ 2.0 1.1 12 0.003 ～ 0.12 0.037 12
H14 0.38 ～ 2.3 1.1 12 0.010 ～ 0.10 0.044 12
H13 0.37 ～ 2.3 1.1 12 0.007 ～ 0.13 0.051 12
H12 0.25 ～ 1.8 0.65 12 0.009 ～ 0.072 0.024 12

H17 0.60 ～ 0.84 0.71 4 0.011 ～ 0.028 0.019 4
H16 0.63 ～ 0.88 0.75 4 0.009 ～ 0.065 0.036 4

H15 0.61 ～ 0.78 0.68 4 0.011 ～ 0.029 0.018 4

H14 0.78 ～ 1.1 0.92 4 <0.003 ～ 0.020 0.015 4

H13 0.76 ～ 1.1 0.91 4 0.011 ～ 0.058 0.034 4

H12 0.67 ～ 0.89 0.79 4 0.011 ～ 0.027 0.019 4

H17 0.45 ～ 0.67 0.55 4 0.026 ～ 0.055 0.042 4
H16 0.38 ～ 0.70 0.59 4 0.017 ～ 0.067 0.041 4

H15 0.13 ～ 0.75 0.42 4 0.022 ～ 0.045 0.031 4

H14 0.63 ～ 1.0 0.79 4 0.013 ～ 0.046 0.029 4

H13 0.64 ～ 1.0 0.82 4 0.018 ～ 0.071 0.044 4

H12 0.49 ～ 0.87 0.69 4 0.034 ～ 0.057 0.045 4
　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度
全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)

測定地点

落合橋

真島橋

真野ダム
(ダム流入前)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の上層)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の中層)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の下層)

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 8.5 ～ 14 11 12 <1 ～ 9 2 12 46 ～ 2400 530 12
H16 8.4 ～ 13 11 12 <1 ～ 3 1 12 23 ～ 9200 900 12
H15 8.9 ～ 13 10 12 <1 ～ 2 1 12 0 ～ 2400 685 12
H14 8.1 ～ 13 10 12 <1 ～ 22 3 12 5 ～ 2400 447 12
H13 8.6 ～ 14 11 12 <1 ～ 28 3 12 1 ～ 350 56 12
H12 8.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 8 2 12 1 ～ 5400 475 12

H17 7.8 ～ 12 10 12 <1 ～ 2 1 12 11 ～ 310 77 12
H16 8.3 ～ 12 9.9 12 <1 ～ 4 1 12 8 ～ 110 39 12
H15 8.5 ～ 12 9.9 12 <1 ～ 4 1 12 0 ～ 170 43 12
H14 8.3 ～ 12 9.9 12 <1 ～ 2 1 12 2 ～ 2400 239 12
H13 8.9 ～ 11 9.9 12 <1 ～ 2 1 12 0 ～ 5 1 12
H12 8.9 ～ 11 10 12 <1 ～ 2 1 12 0 ～ 5 1 12
H17 5.5 ～ 12 8.8 12 <1 ～ 1 1 12 8 ～ 920 160 12
H16 4.8 ～ 12 8.6 12 <1 ～ 3 1 12 0 ～ 240 42 12

H15 4.9 ～ 12 8.9 12 <1 ～ 3 1 12 0 ～ 540 51 12
H14 4.5 ～ 12 8.3 12 <1 ～ 1 1 12 0 ～ 140 27 12
H13 6.2 ～ 11 9.3 12 <1 ～ 2 1 12 0 ～ 5 2 12
H12 2.2 ～ 12 8.9 12 <0.5 ～ 9 2 12 0 ～ 3 1 12
H17 <0.5 ～ 12 6.1 12 <1 ～ 5 2 12 6 ～ 920 170 12
H16 <0.1 ～ 12 3.3 12 <1 ～ 5 2 12 5 ～ 240 39 12
H15 <0.5 ～ 12 4.9 12 1 ～ 11 3 12 0 ～ 130 21 12
H14 0.3 ～ 12 4.6 12 1 ～ 15 4 12 0 ～ 240 33 12
H13 <0.1 ～ 10 4.2 12 <1 ～ 7 3 12 0 ～ 13 3 12
H12 <0.1 ～ 12 6.5 12 <0.5 ～ 10 3 12 0 ～ 9 2 12
H17 8.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 7 2 12 490 ～ 22000 6500 12
H16 8.4 ～ 13 11 12 <1 ～ 23 4 12 45 ～ 70000 10000 12
H15 9.2 ～ 13 11 12 <1 ～ 5 2 12 460 ～ 79000 10000 12
H14 8.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 5 2 12 79 ～ 49000 8000 12
H13 8.5 ～ 12 10 12 <1 ～ 8 3 12 170 ～ 14000 5800 12
H12 8.3 ～ 13 11 12 <1 ～ 6 3 12 70 ～ 13000 2700 12

H17 7.2 ～ 11 9.3 12 2 ～ 13 6 12 130 ～ 49000 9000 12
H16 7.5 ～ 12 9.5 12 1 ～ 19 6 12 33 ～ 49000 10000 12
H15 8.0 ～ 11 9.5 12 1 ～ 10 5 12 33 ～ 130000 16000 12
H14 7.4 ～ 12 9.2 12 <1 ～ 10 3 12 49 ～ 17000 5900 12
H13 6.2 ～ 11 8.9 12 1 ～ 11 5 12 330 33000 7900 12
H12 7.5 ～ 12 9.3 12 2 ～ 17 7 12 17 ～ 17000 5100 12

　注）N：測定回数

　出典：「水質年報」（福島県）

測定地点

ー

7.5
以上

ー

ー

ー

年度
ＤＯ(mg/l) ＳＳ(mg/l) 大腸菌群数(MPN/100ml)

真島橋

落合橋

真野ダム

(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の

最深部の下層)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の

最深部の中層)

真野ダム
(ダム流入前)

ー

ー

ー

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の上層)

1000
以下

5000
以下

5
以上

ー

ー

ー

ー

25
以下

25
以下

ー
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図4-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表4-3及び図4-2）

全亜鉛は、平成16、17年度に環境基準点、平成17年度に真野ダムと真野ダム流入前で測定

を行っており、環境基準点の各年度の平均値は落合橋で0.004、0.002mg/l、真島橋で0.004、

0.004mg/lであった。

なお、事業所排水中の全亜鉛の状況に関する情報はない。

表4-3 全亜鉛の状況

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

真野ダム

(ダム流入前)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の上層)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の中層)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の下層)

落合橋 真島橋

Ｂ
Ｏ

Ｄ
 ７

５
％

値
　
(m

g/
l)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの

　　　基準

　AA：～1

　A ：～2

　B ：～3

　C ：～5

　D ：～8

　E ：～10

　　　(mg/L)

Ｂ類型

最小 ～ 最大 平均 N
H17 <0.003 ～ <0.003 <0.003 12
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.003 ～ 0.003 0.003 12
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.003 ～ 0.003 0.003 12
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.003 ～ 0.005 0.003 12
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.003 0.002 4
H16 0.002 ～ 0.008 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 0.001 ～ 0.007 0.004 4
H16 0.002 ～ 0.005 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度 全亜鉛(mg/l)

真野川

真野川

測定地点河川名

真野川

真野川

真野ダム
(ダム流入前)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の上層)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の中層)

真野ダム
(ダムサイト
より200ｍ

の上流地域の
最深部の下層)

落合橋

真島橋

真野川

真野川
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図4-2 全亜鉛の縦断分布図

（３）水温（表4-4及び図4-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の真野ダム（ダム流入前）が24.4℃、真野ダム（ダム

サイトより200m上流地域の最深部）は上層が26.7℃、中層が7.7℃、下層が6.3℃、落合橋が2

3.7℃、真島橋が26.2℃であり、真野ダムは下層がより低く、真野ダム（流入前 、落合橋では）

変化がなく、真島橋では高くなっている。平均水温の平均値は、真野ダム（ダム流入前）が1

2.4℃、真野ダム（ダムサイトより200m上流地域の最深部）の上層が15.0℃、中層が6.0℃、下

層が5.5℃、落合橋が13.8℃、真島橋が14.8℃である。最低水温の平均値は、真野ダム（ダム流

入前）が1.2℃、真野ダム（ダムサイトより200m上流地域の最深部）の上層が3.6℃、中層が3.

7℃、下層が3.8℃、落合橋が4.3℃、真島橋が5.0℃であり、ダムを除くと上流が低く、下流に

向かって水温が上昇している。

0.00

0.01

0.02

0.03

真野ダム

(ダム流入前)

真野ダム

(ダムサイトより
200ｍ上流地域
の最深部の上層)

真野ダム

(ダムサイトより
200ｍ上流地域
の最深部の中層)

真野ダム

(ダムサイトより
200ｍ上流地域
の最深部の下層)

落合橋 真島橋

全
亜

鉛
　
年

平
均

（
m
g/

l
)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛 の基準

 生物 A　：～ 0.03

 生物特A：～ 0.03

 生物 B　：～ 0.03

 生物特B：～ 0.03

　　　(mg/L)
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表4-4 水温の状況

図4-3 水温の縦断分布

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 26.0 13.0 1.6 12 -
平成13年度 22.0 13.1 2.3 12 -
平成14年度 25.6 12.1 0.6 12 -
平成15年度 21.0 11.7 0.8 12 -
平成16年度 27.5 12.9 1.0 12 -
平成17年度 24.5 11.4 0.6 12 -

平均 24.4 12.4 1.2 - -
平成12年度 26.1 15.1 2.5 12 -
平成13年度 24.5 15.1 4.6 12 -
平成14年度 27.9 15.0 3.2 12 -
平成15年度 25.2 14.6 4.0 12 -
平成16年度 28.7 15.4 4.4 12 -
平成17年度 27.5 14.6 3.1 12 -

平均 26.7 15.0 3.6 - -
平成12年度 7.4 6.2 3.0 12 -
平成13年度 6.1 5.4 4.4 12 -
平成14年度 7.3 5.9 3.5 12 -
平成15年度 6.8 5.8 3.9 12 -
平成16年度 10.2 6.7 4.1 12 -
平成17年度 8.1 6.2 3.3 12 -

平均 7.7 6.0 3.7 - -
平成12年度 6.8 5.7 3.1 36 -
平成13年度 6.0 5.4 4.5 36 -
平成14年度 6.1 5.5 3.7 36 -
平成15年度 5.9 5.3 3.9 36 -
平成16年度 7.0 5.6 4.1 12 -
平成17年度 6.1 5.3 3.5 12 -

平均 6.3 5.5 3.8 - -
平成12年度 25.7 15.1 4.5 12 -
平成13年度 24.0 13.8 4.5 12 -
平成14年度 22.2 13.5 4.3 12 -
平成15年度 21.5 13.3 4.0 12 -
平成16年度 25.3 14.4 5.0 12 -
平成17年度 23.6 13.0 3.5 12 -

平均 23.7 13.8 4.3 - -
平成12年度 27.5 15.8 4.1 12 -
平成13年度 28.3 14.8 5.3 12 -
平成14年度 25.5 14.4 5.2 12 -
平成15年度 22.1 14.1 5.6 12 -
平成16年度 27.2 15.8 5.0 12 -
平成17年度 26.5 14.3 4.5 12 -

平均 26.2 14.8 5.0 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない 年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに 関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

真野ダム
(ダム流入前) 水質測定計画外

真野ダム
(ダムサイトより
200ｍ上流地域の
最深部の下層)

水質測定計画外

真野ダム
(ダムサイトより
200ｍ上流地域の
最深部の上層)

水質測定計画外

真野ダム
(ダムサイトより
200ｍ上流地域の
最深部の中層)

水質測定計画外

落合橋 環境基準点

真島橋 環境基準点
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（４）河床構造等

（ア）河床材料（図4-B）

「レッドデータブック関係調査資料 （2001～2002：福島県）によると、河床材料は概ね真」

野ダム上流では石、礫、真野ダムより下流では、礫、砂、河口付近は砂、泥が主体となって

いる。

また、漁業協同組合への聞き取りによると、真野ダムを除くほぼ全域が岩、礫、砂であると

のことであった。

（イ）流量（表4-5及び図4-4）

落合橋の平均流量は2.24m /sとなっている。3

表4-5 流量の状況

最 高 平 均 最 低 N 測 定 月
平 成 1 2 年 度 - - - - -
平 成 1 3 年 度 - - - - -
平 成 1 4 年 度 - - - - -
平 成 1 5 年 度 - - - - -
平 成 1 6 年 度 - - - - -
平 成 1 7 年 度 - - - - -

平 均 - - - - -
平 成 1 2 年 度 - - - - -
平 成 1 3 年 度 - - - - -
平 成 1 4 年 度 - - - - -
平 成 1 5 年 度 - - - - -
平 成 1 6 年 度 - - - - -
平 成 1 7 年 度 - - - - -

平 均 - - - - -
平 成 1 2 年 度 - - - - -
平 成 1 3 年 度 - - - - -
平 成 1 4 年 度 - - - - -
平 成 1 5 年 度 - - - - -
平 成 1 6 年 度 - - - - -
平 成 1 7 年 度 - - - - -

平 均 - - - - -
平 成 1 2 年 度 - - - - -
平 成 1 3 年 度 - - - - -
平 成 1 4 年 度 - - - - -
平 成 1 5 年 度 - - - - -
平 成 1 6 年 度 - - - - -
平 成 1 7 年 度 - - - - -

平 均 - - - - -
平 成 1 2 年 度 4 . 6 6 1 . 8 8 0 . 4 1 1 2 -
平 成 1 3 年 度 6 . 1 9 2 . 0 0 0 . 5 0 1 2 -
平 成 1 4 年 度 6 . 8 0 2 . 7 5 0 . 7 5 1 1 -
平 成 1 5 年 度 5 . 6 4 1 . 9 7 0 . 3 7 1 2 -
平 成 1 6 年 度 8 . 8 4 2 . 7 2 0 . 1 9 1 1 -
平 成 1 7 年 度 4 . 8 8 2 . 1 3 0 . 9 8 1 2 -

平 均 6 . 1 7 2 . 2 4 0 . 5 3 - -
平 成 1 2 年 度 - - - - -
平 成 1 3 年 度 - - - - -
平 成 1 4 年 度 - - - - -
平 成 1 5 年 度 - - - - -
平 成 1 6 年 度 - - - - -
平 成 1 7 年 度 - - - - -

平 均 - - - - -
　 注 　 1 ) N ： 測 定 回 数
　 　 　 2 )測 定 月 ： 測 定 回 数 が 少 な い も の に 関 し て は 測 定 月 を 記 載 し た 。
　 出 典 ： 「 水 質 年 報 」 （ 福 島 県 ）

真 野 ダ ム
( ダ ム サ イ ト よ り
2 0 0 ｍ 上 流 地 域 の
最 深 部 の 下 層 )

水 質 測 定 計 画 外

真 野 ダ ム
( ダ ム サ イ ト よ り
2 0 0 ｍ 上 流 地 域 の
最 深 部 の 中 層 )

水 質 測 定 計 画 外

落 合 橋 環 境 基 準 点

真 島 橋 環 境 基 準 点

真 野 ダ ム
( ダ ム 流 入 前 )

水 質 測 定 計 画 外

真 野 ダ ム
( ダ ム サ イ ト よ り
2 0 0 ｍ 上 流 地 域 の
最 深 部 の 上 層 )

水 質 測 定 計 画 外

地 点 の 種 類採 取 年 度水 質 測 定 地 点 名
流 量 ( m 3 / s )

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

真野ダム

(ダム流入前)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の上層)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の中層)

真野ダム

(ダムサイトより

200ｍ上流地域

の最深部の下層)

落合橋 真島橋

流
量

　
６

年
平

均
（m

3
/s

）

最高

平均
最低

Ａ類型 Ｂ類型
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図4-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

真野川には真野ダムが存在する。ダムの概要を表4-6に示す。

、真野ダムは、福島県相馬郡飯舘村大字大倉字に位置する洪水調節、不特定用水、発電

上水道、工業用水を用途とする重力式コンクリートダムである。

表4-6 真野川のダムの概要

（エ）主な流入河川

真野川への主な流入河川を図4-5に示す。

図4-5 真野川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

真野川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表4-7、4-8及び図4-C、4-D）

既存文献によると、真野川本流には、17目38科81種の魚介類が記録されている。

。また、漁業協同組合へのヒアリングの結果、表8目12科19種の魚介類の生息が確認された

真野川には真野ダムが存在し（№5と№6の間 、魚介類の生息域が分断されている。）

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、真野川に生息する温水性の魚介類は、ヤマトシジミ、マシジミ、スジ

エビ、ヌカエビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、フナ属の一種、

オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、ボラ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、トウヨシ

ノボリ、ヨシノボリ属の一種の17種（～の一種を除く）である。これらの種は№11を除く№

4から№18までの地点で数種が確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、温水性の魚介類はモクズガニ、ウナギ、フナ属の

一種、オイカワ、ウグイ、ヨシノボリ属の一種の6種（～の一種を含む）である。これらの

種は全地点で数種が確認されている。

名称 ダム湖名 型式 用途
高さ
(m)

幅
(m)

総貯水容量
（1000m3）

所在地

真野ダム はやま湖
重力式コンク
リートダム

洪水調節
不特定用水
発電
上水道
工業用水

69 239 36,200
福島県相馬郡
飯舘村大字大
倉字松ヶ平

上流 下流

真野川

上
真
野
川

大
日
川

潤
谷
川

平成14年 4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部 ）
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また、これらの温水性の魚介類のうちコイ、フナ、ウグイ、ウナギについては漁業権及び

放流対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、真野川に生息する冷水性の魚介類はサケ、サクラマス、ヤマメ、ニッ

コウイワナ、イワナ属の一種、カジカの5種（～の一種を除く 、その他としてはアユ1種で）

ある。サケ、カジカは下流部のみの確認である。その他の種については№8より上流で確認

されている。アユについては、河川の上流から下流まで広く分布している。

漁業協同組合へのヒアリングによると、冷水性の魚介類はサケ、サクラマス、ヤマメ、ニ

ッコウイワナの4種、その他としてはアユ1種である。サケは下流で、サクラマスは上流、下

流で、ヤマメ、ニッコウイワナは上流から中流で確認されている。アユについては全地点で

確認されている。

、また、これらの種のうち、イワナ、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。なお

真野川には前述のとおり真野ダムにより魚類の生息域が分断されているため、真野ダムより

上流の地点で確認されているアユは放流によるものであると考えられ、イワナ、ヤマメにつ

いてもその可能性が高い。

表4-8 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧

№1 №2 №3 №4 №5 №6

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ｻｹ ●

2 ｻｸﾗﾏｽ ● ● ● ●

3 ﾔﾏﾒ ● ● ● ●

4 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ● ●

その他 5 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ● ● ● ● ● ●

生物Ｂ 6 ｴﾋﾞ目(十脚目) ｲﾜｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ● ● ● ● ●

7 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ●

8 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾌﾅ属の一種 ● ● ● ●

9 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ●

10 ｳｸﾞｲ ● ● ● ● ● ●

11 ｽｽﾞｷ目 ﾊｾﾞ科 ﾖｼﾉﾎﾞﾘ属の一種 ● ● ●

対象外 12 ﾊﾏｸﾞﾘ目(ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目) ｼｼﾞﾐ科 ｼｼﾞﾐ科の一種 ●

13 ｴﾋﾞ目(十脚目) - その他のｴﾋﾞ類 ● ● ● ● ● ●

14 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ目 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科の一種 ●

15 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾏﾙﾀ ●

16 ﾓﾛｺ属の一種 ●

17 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ科の一種 ● ● ● ● ●

18 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞﾊﾞﾁ ● ● ● ●

19 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ(ﾌﾞﾗｯｸﾊﾞｽ) ● ● ● ● ●

12科 19種 11種 8種 12種 13種 12種 15種
　注　1）種名については、アンケートの回答を以下のように変更した。
　　　・ｼｼﾞﾐ科の一種：ｼｼﾞﾐ類
　　　・その他のｴﾋﾞ類：ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ以外のｴﾋﾞ類
　　　・ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科の一種：ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ
　　　・ﾌﾅ属の一種：ﾌﾅ類
　　　・ﾓﾛｺ属の一種：ﾓﾛｺ類
　　　2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」

（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。
      3)本表の確認地点№と既存文献確認種一覧表の確認地点№は一致しない。

8目

分類
確認地点

№ 目　名 科　名 種　名









（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表4-9～4-12）

真野川では真野川漁業協同組合が漁業権を設定（表4-9）しており、対象種はコイ、フナ、
ウグイ ウナギ イワナ ヤマメ アユの7魚種である 漁場の位置及び魚場の区域は真野、 、 、 、 。

川本流及び支流の区域（横浦を除く）となっている。
過去5年の漁獲量を表4-10に 放流量を表4-11に示す なお これら漁獲量及び放流量に、 。 、

は、支流も含まれる。

また、放流場所を表4-12に示す。

表4-9 漁業権設定状況
項 目 内 容

漁業権者の名称 真野川漁業協同組合

所在地 福島県南相馬市鹿島区西町1丁目1番地

免許番号 内共第一号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 真野川本流及び支流の区域（横浦を除く）

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 南相馬市鹿島区及び飯舘村

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

表4-10 魚獲量
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表4-11 放流量

表4-12 放流場所

ｂ ヒアリング調査結果の整理
漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表4-13のとおりである。

表4-13 漁業協同組合へのヒアリング結果のまとめ

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・真野ダムより下流域では生息魚種に大きな変化はない。

・ダムにより天然アユの遡上は阻まれている。ダムより上流のア

ユは放流したもの。

・真野ダムより上流でもあまり生息魚種に変化はない。

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユを放流し

ている。これらはすべて遊漁対象魚種である。

河川環境に関する情報 ・真野川全域にわたって、河床材料は砂が中心。真野ダムの底に

は泥があるかもしれないが、基本的に泥は河川の増水があるため

たまりにくい。

・上流部では岩、礫が存在する。

・車川橋付近の一部に岩盤が見られる。

過去の情報 ・昔に比べて魚は減っている。

C その他

真野川では、鮭増殖事業が行われている。

放流対象種

飯舘村佐須前乗 ヤマメ

湯舟橋 イワナ

湯舟橋～鹿島橋 アユ

善並橋 ウナギ、ヤマメ

古川橋 ウグイ

御山橋 ウグイ

車川橋 ウグイ

茂手橋 ウグイ

鹿島橋 コイ、フナ

橲原上真野川　風穴の橋付近 ウナギ

橲原上真野川 アユ

支
流

放流場所

本
流
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

福島県内水面漁業調整規則の規定は表4-14のとおりである。
採捕禁止区域は 南相馬市鹿島区地内県道真島橋の橋脚上流端から下流部全域 採捕禁止、「 」、

区域及び採捕禁止期間は 「南相馬市鹿島区地内国道真野川橋の橋脚上流端から同町地内町道薬、
師堂橋の橋脚下流端から下流50mまでの区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。

また、魚種ごとに採捕禁止の措置を実施している。

表4-14 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間

区 採捕禁止 南相馬市鹿島区地内県道 毎年1月1日から12月31日まで －

域 区域 真島橋の橋脚上流端から

に 下流部全域

関 採捕禁止 南相馬市鹿島区地内国道 毎年9月20日から11月30日まで －

す 区域及び 真野川橋の橋脚上流端か

る 採捕禁止 ら同市地内市道薬師堂橋

規 期間 の橋脚下流端から下流50m

制 までの区域

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 －全期間

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

（ア）桜田橋より上流
水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 桜田橋、 、

より上流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適用である。
項 目 内 容

、 。水温分布 平均水温の平均値は12.4～13.8℃ 最高水温の平均値は23.7～26.7℃

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ワ サクラマス、ヤマメ、ニッコウイワ

カサギの生息情報 ナ、イワナ属の一種、アユ
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漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ワ サクラマス、ヤマメ、ニッコウイワ

カサギの生息情報 ナ、アユ、

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ

モクズガニ、ウナギ、コイ、ギンブ

ナ、フナ属の一種、オイカワ、ウグ

イ、ドジョウ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（イ）桜田橋より下流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 桜田橋、 、

より下流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.8℃、最高水温の平均値は26.2℃。

実地調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ワ サケ、サクラマス、カジカ、ア

カサギの生息情報 ユ、

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ワ サケ、サクラマス、アユ

カサギの生息情報

、 、 、関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ヤマトシジミ マシジミ スジエビ

モクズガニ、ウナギ、ゲンゴロウブ

ナ、ギンブナ、フナ属の一種、オイ

カワ、ウグイ、ドジョ

ウ、ナマズ、ボラ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。
福島県内水面漁業調整規則の規定では 採捕禁止区域が 南相馬市鹿島区地内県道真島橋、 、「

の橋脚上流端から下流部全域 採捕禁止区域及び採捕禁止期間が 南相馬市鹿島区地内国」、 、「
道真野川橋の橋脚上流端から同市地内市道薬師堂橋の橋脚下流端から下流50mまでの区域」

が「毎年9月20日から11月30日まで」である。
このほか 特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており 現段、 、

階では設定は困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況 現状水質 水温 魚介類の生息状況等を勘案す、 、 、
ると、次表のとおりとすることが適当である。

なお 真野ダムは 環境基準の類型指定にあたり湖沼として取り扱うため 今回の類型指、 、 、

定の水域から除く。
水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

真野川 真野ダムの区域を除く 生物Ａ イ 落合橋、真島橋（ 。）

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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図4-A 水質環境基準の類型指定状況（真野川）

図4-B 河床材料（真野川）



５ 新田川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

新田川は、福島県相馬郡飯舘村二枚橋字尺石に水源を発し、飯樋川、比曽川、北川等を
併合し、太平洋に注ぐ幹線流路延長62.9kmの二級河川である。

（２）水質
（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図5-A）

新田川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表5-1のとおりであ
る。

表5-1 環境基準類型指定状況

（イ）水質の汚濁の状況（表5-2及び図5-1）
ＢＯＤは、全地点、全年度で環境基準を達成しており、0.6～1.8mg/lの範囲にある。

経年的には、全地点ともほぼ横ばいで推移している。
ＳＳは鮭川橋で平成１２年度に環境基準を超えたが、それ以降はｐＨ、ＤＯ及びＳＳ

とも、すべての地点、年度で環境基準を達成している。
表5-2 近年の水質の状況(新田川）

類型 区間

二枚橋 水質測定計画外

関根 水質測定計画外

草野 水質測定計画外

小宮 水質測定計画外

木戸内橋 環境基準点

Ｂ 新田橋より下流 鮭川橋 環境基準点

水質測定地点名
測定地点
の種類

河川名

新田橋より上流Ａ
新田川

環境類型指定状況

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
水質測定 H17 1.2 ～ 1.7 1.5 1.7 2 6.8 ～ 6.8 2
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 <0.5 ～ 1.2 0.8 1.2 2 7.0 ～ 7.1 2
H13 0.8 ～ 1.0 0.9 1.0 2 7.0 ～ 7.1 2
H12 0.5 ～ 0.6 0.6 0.6 2 7.2 ～ 7.4 2

水質測定 H17 <0.5 ～ 1.2 0.9 1.2 2 6.6 ～ 6.8 2
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 0.9 ～ 1.0 1.0 1.0 2 6.9 ～ 7.3 2
H13 0.7 ～ 0.9 0.8 0.9 2 7.0 ～ 7.2 2
H12 0.6 ～ 0.7 0.7 0.7 2 7.2 ～ 7.4 2

水質測定 H17 <0.5 ～ 1.7 1.1 1.7 2 6.7 ～ 6.8 2
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 1.0 ～ 1.1 1.1 1.1 2 7.2 ～ 7.4 2
H13 1.1 ～ 1.8 1.5 1.8 2 7.2 ～ 7.3 2
H12 0.8 ～ 0.8 0.8 0.8 2 7.3 ～ 7.5 2

水質測定 H17 1.0 ～ 1.1 1.1 1.1 2 7.0 ～ 7.2 2
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 <0.5 ～ 0.7 0.6 0.7 2 7.3 ～ 7.4 2
H13 0.9 ～ 1.5 1.2 1.5 2 7.2 ～ 7.4 2
H12 0.7 ～ 1.0 0.9 1.0 2 7.5 ～ 7.6 2

環境 H17 <0.5 ～ 1.2 0.9 1.2 12 7.2 ～ 7.8 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.5 0.9 0.9 12 7.1 ～ 7.8 12

 H15 <0.5 ～ 1.6 1.0 1.3 12 7.1 ～ 7.5 12
H14 <0.5 ～ 2.4 1.2 1.5 12 7.1 ～ 8.0 12
H13 0.5 ～ 1.7 1.1 1.3 12 7.0 ～ 7.9 12
H12 <0.5 ～ 1.6 0.9 1.1 12 7.2 ～ 8.0 12

環境 H17 0.7 ～ 1.7 1.3 1.6 12 7.0 ～ 7.3 12
基準点 H16 0.5 ～ 2.0 1.1 1.2 12 7.0 ～ 7.5 12

 H15 <0.5 ～ 2.3 1.2 1.4 12 7.0 ～ 7.3 12
H14 0.6 ～ 2.6 1.4 1.6 12 6.9 ～ 7.5 12
H13 0.7 ～ 2.6 1.4 1.5 12 6.9 ～ 7.4 12
H12 0.6 ～ 1.9 1.1 1.3 12 7.0 ～ 7.4 12

　 注 ） N： 測定回数
　 出 典 ： 「 水 質 年 報 」 （ 福 島 県 ）

新田川

新田川

BOD(mg/l) pH
河川名 類型 測定地点 年度種類

関根

新田川

新田川

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

新田川

新田川

草野

小宮

二枚橋

2以下
6.5
～
8.5

2以下

2以下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

鮭川橋

2以下

2以下

3以下

木戸内橋
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最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 8.5 ～ 13 11 2 <1 ～ <1 <1 2 2800 ～ 5400 4100 2
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － <1 ～ 3 2 2 7900 ～ 79000 43450 2
H13 － － － <1 ～ 7 4 2 240 ～ 24000 12120 2
H12 － － － 2 ～ 4 3 2 790 ～ 13000 6895 2
H17 9.3 ～ 14 12 2 <1 ～ <1 <1 2 2800 ～ 3500 3200 2
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － 1 ～ 5 3 2 2300 ～ 23000 12650 2
H13 － － － <1 ～ 4 2 2 7000 ～ 17000 12000 2
H12 － － － 2 ～ 8 5 2 4900 ～ 13000 8950 2
H17 9.7 ～ 13 11 2 <1 ～ <1 <1 2 1700 ～ 2400 2100 2
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － 1 ～ 4 3 2 700 ～ 7000 3850 2
H13 － － － 1 ～ 4 3 2 1300 ～ 49000 25150 2
H12 － － － 2 ～ 4 3 2 3300 ～ 33000 18150 2
H17 9.5 ～ 13 11 2 <1 ～ <1 <1 2 1700 ～ 2400 2100 2
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － 1 ～ 3 2 2 33 ～ 11000 5517 2
H13 － － － 1 ～ 2 2 2 330 ～ 7900 4115 2
H12 － － － 3 ～ 4 4 2 700 ～ 4900 2800 2
H17 8.6 ～ 15 11 12 <1 ～ 8 3 12 45 ～ 13000 2700 12
H16 9.4 ～ 13 11 12 <1 ～ 5 2 12 130 ～ 13000 3200 12
H15 9.2 ～ 13 11 12 <1 ～ 5 2 12 23 ～ 33000 5000 12
H14 8.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 12 3 12 130 ～ 33000 6200 12
H13 9.0 ～ 13 11 12 <1 ～ 14 4 12 47 ～ 13000 3000 12
H12 8.6 ～ 14 11 12 1 ～ 22 8 12 130 ～ 24000 4000 12
H17 9.3 ～ 14 11 12 <1 ～ 8 3 12 49 ～ 13000 4500 12
H16 9.4 ～ 13 11 12 <1 ～ 7 3 12 110 ～ 24000 3900 12
H15 7.8 ～ 13 11 12 1 ～ 13 4 12 49 ～ 17000 4000 12
H14 8.8 ～ 13 11 12 <1 ～ 5 3 12 240 ～ 170000 17000 12
H13 8.7 ～ 13 11 12 <1 ～ 10 4 12 240 ～ 33000 5600 12
H12 8.4 ～ 13 11 12 1 ～ 29 7 12 350 ～ 130000 14000 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/ｌ)ＤＯ(mg/ｌ)

1000
以下

7.5
以上

25
以下

7.5
以上

測定地点 年度

二枚橋

関根

木戸内橋

鮭川橋

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

5
以上

草野

小宮

25
以下

1000
以下

25
以下

25
以下

25
以下

25
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

5000
以下

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.36 ～ 0.85 0.61 2 0.02 ～ 0.03 0.025 2
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.23 ～ 1.2 0.72 2 0.02 ～ 0.03 0.025 2
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.32 ～ 1.5 0.91 2 0.02 ～ 0.07 0.045 2
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.31 ～ 1.0 0.66 2 0.03 ～ 0.03 0.030 2
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.55 ～ 0.90 0.66 4 0.011 ～ 0.071 0.033 4
H16 0.39 ～ 1.0 0.64 4 0.008 ～ 0.037 0.020 4
H15 0.46 ～ 0.58 0.53 4 0.014 ～ 0.023 0.020 4
H14 0.65 ～ 1.2 0.91 4 <0.003 ～ 0.062 0.034 4
H13 0.53 ～ 0.90 0.73 4 0.015 ～ 0.045 0.030 4
H12 0.63 ～ 1.0 0.79 4 0.011 ～ 0.076 0.038 4
H17 1.1 ～ 1.6 1.3 4 0.032 ～ 0.078 0.057 4
H16 1.1 ～ 1.5 1.3 4 0.020 ～ 0.10 0.055 4
H15 0.92 ～ 1.8 1.3 4 0.030 ～ 0.074 0.052 4
H14 1.4 ～ 1.6 1.5 4 0.032 ～ 0.086 0.055 4
H13 1.3 ～ 1.8 1.5 4 0.039 ～ 0.082 0.059 4
H12 1.1 ～ 1.6 1.3 4 0.026 ～ 0.089 0.052 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
測定地点 年度

木戸内橋

鮭川橋

二枚橋

関根

草野

小宮

- 54 -



図5-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表5-3、表5-4及び図5-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点で測定を行っており、各年度の平均値は木戸内

橋で0.003、0.003mg/l、鮭川橋で0.004、0.003mg/lであった。

なお、当水域内の３事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.03 mg/lか

ら0.14 mg/lまでの範囲であった。

表5-3 全亜鉛の状況

最小 ～ 最大 平均 N
H17 ー ー ー
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 ー ー ー
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 ー ー ー
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 ー ー ー
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.006 0.003 4
H16 0.002 ～ 0.004 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 0.002 ～ 0.003 0.003 4
H16 0.002 ～ 0.006 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度河川名 測定地点 全亜鉛(mg/l)

二枚橋

関根

草野

新田川

新田川

新田川

小宮

木戸内橋

鮭川橋新田川

新田川

新田川

0

0.5

1

1.5

2

二枚橋 関根 草野 小宮 木戸内橋 鮭川橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m

g/
l)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの
　　　基準
　AA：～1
　A ：～2
　B ：～3
　C ：～5
　D ：～8
　E ：～10
　　　(mg/L)

Ｂ類型
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図5-2 全亜鉛の縦断分布図

表5-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表5-5及び図5-3）

水温は、上流から下流に向かって上昇する傾向があり、各年度の最高水温の平均値は上

流側の木戸内橋が25.3℃、下流側の鮭川橋が25.7℃で、平均水温の平均値は、木戸内橋が1

3.7℃、鮭川橋でが14.4℃であり、最低水温の平均値は、木戸内橋が2.9℃、鮭川橋が4.1℃

であった。

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

野菜漬物製造業
（缶詰，瓶詰，つぼ詰を除く）

新田川下流 40 45 62 0.14

その他の金属表面処理業 新田川下流 58 66 70 0.06

下水道処理施設維持管理業 新田川下流 6,100 35,000 6,000 0.03

0.00

0.01

0.02

0.03

二枚橋 関根 草野 小宮 木戸内橋 鮭川橋

全
亜

鉛
　
年

平
均

（
mg

/l
)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準
 生物A　：～0.03

 生物特A：～0.03
 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/L)
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表5-5 水温の状況

図5-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図5-B）

「平成6年度新田川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （1995：相双建設事務」

所 「平成11年度新田川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2000：相双建設事）、 」

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 22.3 13.8 5.2 2 3,8
平成13年度 21.0 13.0 5.0 2 2,8
平成14年度 21.5 12.6 3.6 2 2,8
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 24.0 13.5 3.0 2 1,8

平均 22.2 13.2 4.2 - -
平成12年度 24.7 15.1 5.4 2 3,8
平成13年度 21.0 13.6 6.2 2 2,8
平成14年度 23.0 13.6 4.1 2 2,8
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 23.0 13.0 3.0 2 1,8

平均 22.9 13.8 4.7 - -
平成12年度 25.4 15.2 5.0 2 3,8
平成13年度 20.0 14.9 9.8 2 2,8
平成14年度 24.3 14.6 4.9 2 2,8
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 24.0 13.5 3.0 2 1,8

平均 23.4 14.6 5.7 - -
平成12年度 25.8 15.5 5.2 2 3,8
平成13年度 21.0 13.7 6.4 2 2,7
平成14年度 25.9 15.3 4.6 2 2,8
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 24.0 13.5 3.0 2 1,8

平均 24.2 14.5 4.8 - -
平成12年度 25.5 14.7 3.4 12 -
平成13年度 29.5 13.7 2.0 12 -
平成14年度 22.8 12.9 4.0 12 -
平成15年度 21.5 13.5 3.5 12 -
平成16年度 27.4 14.7 3.5 12 -
平成17年度 25.2 12.7 1.2 12 -

平均 25.3 13.7 2.9 - -
平成12年度 26.2 15.0 4.8 12 -
平成13年度 30.2 15.4 5.3 12 -
平成14年度 23.2 13.5 3.5 12 -
平成15年度 22.1 13.8 4.1 12 -
平成16年度 27.6 15.5 4.5 12 -
平成17年度 25.0 13.3 2.6 12 -

平均 25.7 14.4 4.1 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外 については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

木戸内橋

地点の種類採取年度水質測定地点名

環境基準点

水温（℃）

鮭川橋 環境基準点

二枚橋 水質測定計画外

関根 水質測定計画外

草野 水質測定計画外

小宮 水質測定計画外
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務所 「平成16年度新田川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2005：相双建設）、 」

事務所 「レッドデータブック関係調査資料 （2001～2002：福島県）によると、上流部）、 」

から石神発電所までは概ね岩、石、礫、砂が主体であり、それより下流部では礫、砂が

主体となっている。

（イ）流量（表5-6及び図5-4）

木戸内橋の平均流量は3.05m /s、鮭川橋は4.43m /sとなっている。3 3

表5-6 流量の状況

図5-4 流量の縦断分布

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 6.34 2.42 0.36 11 -
平成13年度 8.05 3.44 0.31 12 -
平成14年度 13.50 4.25 0.92 11 -
平成15年度 3.91 2.56 1.55 5 1,2,3,4,11
平成16年度 6.48 2.72 0.44 11 -
平成17年度 7.49 2.89 0.85 12 -

平均 7.63 3.05 0.74 - -
平成12年度 12.54 4.80 1.85 10 -
平成13年度 7.87 3.18 0.52 10 -
平成14年度 15.31 5.79 1.69 11 -
平成15年度 16.30 4.78 1.10 12 -
平成16年度 10.85 3.60 0.16 11 -
平成17年度 14.81 4.42 2.56 11 -

平均 12.95 4.43 1.31 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

鮭川橋 環境基準点

二枚橋 水質測定計画外

関根 水質測定計画外

草野 水質測定計画外

小宮 水質測定計画外

木戸内橋

地点の種類採取年度水質測定地点名

環境基準点

流量(m3/s)

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

二枚橋 関根 草野 小宮 木戸内橋 鮭川橋

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3
/s
）

最高
平均
最低

Ａ類型 Ｂ類型



- 59 -

（ウ）主な河川構造物

新田川本川にはダムは存在しない。

主な河川横断構造物を図5-5に示す。

出典： 河川区分検討シート（案 （福島県）図5-5 主な河川横断構造物 「 ）」

（エ）主な流入河川

新田川への主な流入河川を図5-6に示す。

図5-6 新田川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

新田川に関しては、河川改修を実施している。

（５）魚介類（表5-7及び図5-C）

既存文献によると、新田川本流には、14目28科71種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングでは、漁業協同組合としては生息魚種を把握してい

ないとのことであった。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、新田川に生息する温水性の魚介類はマシジミ、スジエビ、ヌカエ

、ビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種

オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、ボラ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、トウ

ヨシノボリ、ヨシノボリ属の一種の17種（～の一種を除く）である。これらの種は全地
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点で数種が確認されている。

また、これらの温水性の魚介類のうちコイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流

対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ･ワカサギ

、既存文献によると、新田川に生息する冷水性の魚介類はニジマス、サケ、サクラマス

ヤマメ、ニッコウイワナの5種、その他としてはアユ1種である。これらの種のうち、ヤ

マメ、ニッコウイワナは比較的上流で、サケ、サクラマスは下流で確認されている。ま

た、アユは下流から上流にかけて広く分布している。

なお、これらの種のうち、イワナ、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。







（ウ）その他の関連情報
ａ 漁業権及び漁業の状況（表5-8～5-11）

新田川では、漁業権が設定（表5-8）されており、対象魚種はコイ、フナ、ウグイ、ウ
ナギ、イワナ、ヤマメ、アユの7種である。漁場の位置及び漁場の区域は、新田川本流及
び支流の区域（岩部ため池及び風兼ため池を除く）となっている。
過去5年間の漁獲量を表5-9に、放流量を表5-10に示す。なお、これら漁獲量及び放流

量は、支流も含まれる。
また、放流場所（平成１６年）を表5-11に示す。

表5-8 漁業権設定状況
項 目 内 容

漁業権者の名称 新田川・太田川漁業協同組合

所在地 福島県南相馬市原町区下渋佐字湊243番地

免許番号 内共第二号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

（ ）漁場の位置及び漁場の区域 新田川本流及び支流の区域 岩部ため池及び風兼ため池を除く

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 南相馬市原町区及び相馬郡飯舘村

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表5-9 漁獲量
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表5-10 放流量

表5-11 放流場所

ｂ ヒアリング結果の整理(表5-12)
漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表5-12のとおりである。

表5-12 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ
項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・新田川の魚類については把握していない。

・放流魚種については生息していると思う。

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

放流に関する情報 ・コイ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユを放流してい

る。

・これらはすべて遊漁対象魚種である。

・ただし、コイ、フナについては増加の傾向にあるので放流を

控えている。

・ヤマメについてはコイ、フナにかえて多めに放流予定。

河川環境に関する情報 ・新田川全域にわたって、河床材料は砂が中心。泥はたまりに

くい。

・上流部では岩、礫が存在する。

過去の情報 ・アユに関して減少はない。

・オオクチバスが増加している。

・平成11年より天然アユが大量に遡上している。

その他
新井田川では鮭増殖事業が行われている。

- 64 -
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場
水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。
福島県内水面漁業調整規制の規定は表5-13のとおりである。
採捕禁止区域は 「南相馬市原町区地内県道鮭川橋の橋脚上流端から下流部全域 、採捕、 」

禁止区域及び採捕禁止期間は 「南相馬市原町区地内国道新桜井橋の橋脚上流端から同市地、
内県道鮭川橋の橋脚上流端までの区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。
また、魚種ごとに採捕禁止の措置を実施している。

表5-13 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種
禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考

区 採捕禁止 南相馬市原町区地内県道 毎年1月1日から12月31日まで －

域 区域 鮭川橋の橋脚上流端から

に 下流部全域

関 採捕禁止 南相馬市原町区地内国道 毎年9月20日から11月30日まで －

す 区域及び 新桜井橋の橋脚上流端か

る 採捕禁止 ら同市地内県道鮭川橋の

規 期間 橋脚上流端までの区域

制

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後

す 引き続き淡水域で生活する

る 期間におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１） 検討事項
（ア）新田橋より上流

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、新
田橋より上流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は13.7℃、最高水温の平均値は25.3℃ （測定回数が少。

なく、四季に測定していない地点は除く）

、 、 、既存文献調査結 冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ ニジマス ヤマメ ニッコウイワナ

果 の生息情報 アユ、

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ、モ
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クズガニ、ゲンゴロウブナ、ギンブ

ナ、キンブナ、フナ属の一種、オイ

カワ、ウグイ、ドジョウ、ヨシノボ

リ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（イ）新田橋より下流
水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、新

田橋より下流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.4℃、最高水温の平均値は25.7℃。

既存文献調査結 冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ サケ、サクラマス、アユ、

果 の生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、モクズガニ、

ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギ

ンブナ、フナ属の一種、オイカワ、

ウグイ、ナマズ、ボラ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規制の規定では、採捕禁止区域が 「南相馬市原町区地内県道鮭川、

橋の橋脚上流端から下流部全域 、採捕禁止区域及び採捕禁止期間が 「南相馬市原町区地」 、

内国道新桜井橋の橋脚上流端から同市地内県道鮭川橋の橋脚上流端までの区域」が「毎年9

月20日から11月30日まで」である。
このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており、現

段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について
水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

新田川 生物Ａ イ 木戸内橋、鮭川橋
（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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図5-A 水質環境基準の類型指定状況（新田川）

図5-B 河床材料（新田川）



６ 請戸川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

請戸川は、福島県双葉郡浪江町南津島に水源を発し、牛渡川、高瀬川等を併合し、太平洋

に注ぐ幹川流路延長44.8kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図6-A）

請戸川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は表6-1に示すとおりであ

る。

（イ）水質の汚濁の状況（表6-2及び図6-1）

ＢＯＤは、新堤の平成16年、水門口橋下の平成12年度、13年度、14年度に環境基準値を

超えているが、それ以外では環境基準を達成しており、0.6～1.7mg/lの範囲にある。経年

的には全地点とも、ほぼ横ばいで推移している。

SSは、請戸橋で平成12年度に環境基準を超えたが、それ以降は、pH、DO及びSSとも、全

ての地点、年度で環境基準を達成している。

類型 区間

牛ノ舌橋 水質測定計画外

新堤 水質測定計画外

水門口橋下 水質測定計画外

室原橋 補助点

馬場内橋 水質測定計画外

不動橋下 水質測定計画外

請戸橋 環境基準点

測定地点
の種類

河川名

全域

環境類型指定状況
水質測定地点名

Ａ請戸川
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表6-1 環境基準類域指定状況（請戸川）



表6-2 近年の水質の状況(請戸川)

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値

水質測定 H17 0.7 ～ 1.5 1.1 1.5 2 7.2 ～ 7.3 2
計画外 H16 0.8 ～ 0.9 0.9 0.9 2 7.2 ～ 7.4 2

H15 0.8 ～ 0.9 0.9 0.9 2 7.2 ～ 7.4 2

H14 － － － － － －

H13 0.9 ～ 1.0 1.0 1.0 2 7.2 ～ 7.3 2

H12 1.0 ～ 1.5 1.3 1.5 2 7.1 ～ 7.3 2
水質測定 H17 1.0 ～ 1.7 1.4 1.7 2 7.2 ～ 7.6 2

計画外 H16 1.9 ～ 2.3 2.1 2.3 2 7.4 ～ 7.6 2

H15 1.2 ～ 1.6 1.4 1.6 2 7.2 ～ 7.6 2

H14 1.1 ～ 1.4 1.3 1.4 2 7.3 ～ 7.5 2

H13 1.1 ～ 1.2 1.2 1.2 2 7.3 ～ 7.4 2

H12 － － － － － －

水質測定 H17 0.6 ～ 1.6 1.1 1.6 2 7.3 ～ 7.4 2

計画外 H16 0.7 ～ 0.7 0.7 0.7 2 7.6 ～ 7.7 2

H15 <0.5 ～ 0.8 0.6 0.8 2 7.3 ～ 7.5 2

H14 1.0 ～ 2.2 1.6 2.2 2 7.3 ～ 7.4 2

H13 1.1 ～ 2.4 1.8 2.4 2 7.2 ～ 7.7 2

H12 0.9 ～ 2.4 1.7 2.4 2 7.2 ～ 7.9 2

補助点 H17 <0.5 ～ 1.1 0.9 1.0 4 7.1 ～ 7.2 4

H16 <0.5 ～ 1.8 0.9 0.6 4 7.1 ～ 7.3 4

H15 0.6 ～ 1.5 0.9 0.9 4 7.1 ～ 7.2 4

H14 1.2 ～ 1.6 1.4 1.5 4 7.0 ～ 7.4 4

H13 0.5 ～ 1.0 0.8 1.0 4 7.1 ～ 7.3 4

H12 0.7 ～ 1.2 1.0 1.0 4 7.1 ～ 7.3 4
水質測定 H17 0.7 ～ 1.9 1.3 1.9 2 7.1 ～ 7.2 2
計画外 H16 1.1 ～ 1.4 1.3 1.4 2 7.0 ～ 7.6 2

H15 0.6 ～ 1.1 0.9 1.1 2 7.1 ～ 7.2 2

H14 0.6 ～ 1.2 0.9 1.2 2 6.9 ～ 7.1 2

H13 1.2 ～ 1.4 1.3 1.4 2 7.1 ～ 7.4 2

H12 1.3 ～ 1.6 1.5 1.6 2 7.2 ～ 7.2 2

水質測定 H17 0.7 ～ 1.6 1.2 1.6 2 7.0 ～ 7.2 2

計画外 H16 1.3 ～ 1.7 1.5 1.7 2 7.1 ～ 7.6 2

H15 0.8 ～ 1.4 1.1 1.4 2 7.1 ～ 7.2 2

H14 0.8 ～ 1.4 1.1 1.4 2 6.8 ～ 7.1 2

H13 1.1 ～ 1.2 1.2 1.2 2 7.0 ～ 7.3 2

H12 1.4 ～ 1.6 1.5 1.6 2 6.8 ～ 7.2 2

環境 H17 0.5 ～ 1.5 1.0 1.2 12 7.0 ～ 7.4 12

基準点 H16 0.5 ～ 2.0 1.1 1.2 12 6.9 ～ 7.2 12

H15 <0.5 ～ 1.8 1.1 1.4 12 6.9 ～ 7.4 12

H14 0.7 ～ 3.0 1.4 1.7 12 6.7 ～ 7.4 12

H13 0.7 ～ 2.4 1.2 1.4 12 6.9 ～ 7.4 12

H12 <0.5 ～ 1.9 1.1 1.3 12 6.9 ～ 7.3 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

室原橋

馬場内橋

6.5
～
8.5

不動橋下

請戸橋

2以下

2以下

2以下

pH
河川名 類型 測定地点 年度種類

BOD(mg/l)

請戸川

請戸川

牛ノ舌橋

新堤

請戸川

請戸川

請戸川

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

請戸川

請戸川

6.5
～

8.5

水門口
橋下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

2以下

2以下

2以下

2以下

最小 ～ 最大平均 N 基準値 最小 ～ 最大平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 ー ー ー <1 ～ 5 3 2 2200 ～ 4900 3600 2
H16 － － － <0.5 ～ 1 1 2 1700 ～ 54000 27850 2
H15 － － － <1 ～ 5 3 2 1300 ～ 4900 3100 2
H14 － － － － － － － － －
H13 － － － <1 ～ 1 1 2 1700 ～ 11000 6350 2
H12 － － － 1 ～ 1 1 2 78 ～ 49000 24539 2
H17 ー ー ー 1 ～ 7 4 2 790 ～ 3300 2000 2
H16 － － － 3 ～ 5 4 2 78 ～ 140 109 2
H15 － － － 1 ～ 6 4 2 790 ～ 4900 2845 2
H14 － － － 2 ～ 3 3 2 1300 ～ 1400 1350 2
H13 － － － 3 ～ 7 5 2 1300 ～ 2800 2050 2
H12 － － － － － － － － －
H17 ー ー ー 2 ～ 3 3 2 78 ～ 7900 4000 2
H16 － － － <1 ～ 1 1 2 110 ～ 1100 605 2
H15 － － － <1 ～ 3 2 2 170 ～ 2300 1235 2
H14 － － － <1 ～ 1 1 2 170 ～ 790 480 2
H13 － － － <1 ～ <1 <1 2 220 ～ 3300 1760 2
H12 － － － <1 ～ <1 <1 2 220 ～ 490 355 2
H17 7.7 ～ 13 10 4 <1 ～ 4 2 4 70 ～ 13000 3400 4
H16 8.8 ～ 13 11 4 <1 ～ 2 1 4 220 ～ 3300 1100 4
H15 8.6 ～ 12 10 4 <1 ～ 10 3 4 49 ～ 3300 1600 4
H14 9.1 ～ 12 11 4 <1 ～ 1 1 4 33 ～ 790 460 4
H13 9.0 ～ 13 11 4 <1 ～ 2 1 4 130 ～ 4900 1500 4
H12 8.8 ～ 13 11 4 <1 ～ 2 1 4 79 ～ 1700 570 4
H17 ー ー ー <1 ～ 4 3 2 45 ～ 4900 2500 2
H16 － － － 1 ～ 1 1 2 78 ～ 13000 6539 2
H15 － － － <1 ～ 1 1 2 1400 ～ 2300 1850 2
H14 － － － 1 ～ 2 2 2 330 ～ 4900 2615 2
H13 － － － <1 ～ 1 1 2 700 ～ 3300 2000 2
H12 － － － 1 ～ 2 2 2 1100 ～ 1700 1400 2
H17 ー ー ー 1 ～ 4 3 2 330 ～ 7000 3700 2
H16 － － － 1 ～ 2 2 2 490 ～ 7000 3745 2
H15 － － － 1 ～ 2 2 2 7000 ～ 13000 10000 2
H14 － － － 1 ～ 2 2 2 3300 ～ 7900 5600 2
H13 － － － <1 ～ 2 1 2 5400 ～ 7900 6650 2
H12 － － － <1 ～ 2 1 2 7900 ～ 24000 15950 2
H17 9.0 ～ 15 11 12 <1 ～ 6 3 12 140 ～ 13000 3900 12
H16 9.1 ～ 13 11 12 <1 ～ 9 4 12 70 ～ 11000 4800 12
H15 7.8 ～ 13 11 12 1 ～ 5 2 12 240 ～ 13000 3900 12
H14 8.3 ～ 12 10 12 1 ～ 8 3 12 700 ～ 33000 7300 12
H13 8.7 ～ 13 11 12 <1 ～ 8 4 12 430 ～ 54000 11000 12
H12 8.5 ～ 13 10 12 <1 ～ 35 7 12 170 ～ 22000 4400 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

25
以下

25
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

25
以下

不動橋下

請戸橋

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

25
以下

室原橋

馬場内橋

大腸菌群数(MPN/100ml)ＤＯ(mg/l) ＳＳ(mg/l)
測定地点 年度

牛ノ舌橋

25
以下

25
以下

25
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新堤

水門口
橋下
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図6-1 ＢＯＤの縦断分布図

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.53 ～ 0.62 0.58 2 0.01 ～ 0.03 0.022 2
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.36 ～ 0.66 0.51 2 0.02 ～ 0.10 0.058 2
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.74 ～ 1.2 1.0 2 0.010 ～ 0.019 0.015 2
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.60 ～ 1.2 0.90 2 0.035 ～ 0.060 0.048 2
H17 0.50 ～ 0.69 0.62 4 0.016 ～ 0.038 0.025 4
H16 0.61 ～ 0.87 0.71 4 0.015 ～ 0.047 0.034 4
H15 0.59 ～ 0.74 0.67 4 0.035 ～ 0.055 0.047 4
H14 0.68 ～ 1.1 0.88 4 0.008 ～ 0.081 0.045 4
H13 0.66 ～ 1.3 0.92 4 0.017 ～ 0.10 0.047 4
H12 0.71 ～ 1.0 0.87 4 0.021 ～ 0.14 0.084 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

馬場内橋

不動橋下

請戸橋

牛ノ舌橋

新堤

水門口
橋下

室原橋

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
年度測定地点

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

牛ノ舌橋 新堤 水門口橋下 室原橋 馬場内橋 不動橋下 請戸橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m

g/
l)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの
　　　基準
　AA：～1
　A ：～2
　B ：～3
　C ：～5
　D ：～8
　E ：～10
　　　(mg/L)
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表6-3、表6-4及び図6-2）

平成16､17年度に環境基準点及び補助点で測定を行った。各年度の平均値は室原橋で

0.003、0.002mg/l、請戸橋で0.003、0.002mg/lであった。

また、平成17年度までに行った事業所排水中の全亜鉛の測定結果は0.01 mg/lであった。

表6-3 全亜鉛の状況

図6-2 全亜鉛の縦断分布図

表6-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － －
H16 － － －

H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －

H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －

H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

H17 0.001 ～ 0.003 0.002 4
H16 0.002 ～ 0.004 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －

H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －

H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －

H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －

H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.003 0.002 4

H16 0.002 ～ 0.005 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －

H12 － － －
　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

請戸川

請戸川

請戸川

全亜鉛(mg/L)
河川名 測定地点 年度

牛ノ舌橋

新堤

水門口
橋下

請戸川

請戸川

請戸川

請戸川

室原橋

馬場内橋

不動橋下

請戸橋

0.00

0.01

0.02

0.03

牛ノ舌橋 新堤 水門口
橋下

室原橋 馬場内橋 不動橋下 請戸橋

全
亜

鉛
　
年

平
均
（

mg
/
l)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03

 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/L)



（表6-5及び図6-3）（３）水温

水温は、上流から下流に向かって上昇する傾向があり、各年度の最高水温の平均値は、上

流側の室原橋が20.9℃、下流側の請戸橋が24.5℃であり、平均水温の平均値は、室原橋が13.

0℃、請戸橋が14.5℃であり、最低水温の平均値は、室原橋が4.6℃、請戸橋が4.7℃であった。

表6-5 水温の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 18.7 10.8 2.9 2 2,8
平成13年度 20.8 12.7 4.6 2 2,7
平成14年度 - - - - -
平成15年度 16.8 11.2 5.6 2 2,8
平成16年度 17.2 11.3 5.4 2 2,8
平成17年度 18.5 10.1 1.6 2 2,8

平均 18.4 11.2 4.0 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 19.0 12.2 5.4 2 2,7
平成14年度 18.6 12.3 6.0 2 2,8
平成15年度 18.6 12.4 6.2 2 2,8
平成16年度 15.5 11.6 7.6 2 2,8
平成17年度 21.0 12.9 4.8 2 2,8

平均 18.5 12.3 6.0 - -
平成12年度 19.8 11.5 3.2 2 2,8
平成13年度 21.6 12.4 3.2 2 2,7
平成14年度 22.8 13.5 4.2 2 2,8
平成15年度 16.8 11.0 5.2 2 2,8
平成16年度 18.5 12.0 5.4 2 2,8
平成17年度 19.5 11.1 2.6 2 2,8

平均 19.8 11.9 4.0 - -
平成12年度 23.7 13.5 3.9 4 2,6,8,12
平成13年度 18.0 12.5 6.0 4 2,6,8,12
平成14年度 19.2 11.8 5.0 4 2,6,8,12
平成15年度 20.0 13.1 4.5 4 2,6,8,12
平成16年度 20.2 12.8 4.1 4 2,6,8,12
平成17年度 24.0 14.0 4.3 4 2,6,8,12

平均 20.9 13.0 4.6 - -
平成12年度 21.0 13.0 5.0 2 2,8
平成13年度 22.5 13.7 4.9 2 2,7
平成14年度 22.0 14.1 6.2 2 2,8
平成15年度 16.8 11.9 7.0 2 2,8
平成16年度 18.5 12.4 6.2 2 2,8
平成17年度 21.5 13.2 4.8 2 2,8

平均 20.4 13.0 5.7 - -
平成12年度 21.4 13.4 5.4 2 2,8
平成13年度 23.3 14.3 5.3 2 2,7
平成14年度 22.6 14.0 5.4 2 2,8
平成15年度 18.2 13.2 8.2 2 2,8
平成16年度 19.5 12.9 6.2 2 2,8
平成17年度 20.5 12.8 5.0 2 2,8

平均 20.9 13.4 5.9 - -
平成12年度 23.4 14.5 4.0 12 -
平成13年度 24.7 14.4 5.0 12 -
平成14年度 23.5 13.7 5.2 12 -
平成15年度 22.5 14.6 5.8 12 -
平成16年度 27.4 14.7 4.6 12 -
平成17年度 25.2 14.7 3.5 12 -

平均 24.5 14.5 4.7 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

牛ノ舌橋 水質測定計画外

新堤 水質測定計画外

水門口橋下 水質測定計画外

室原橋 補助点

請戸橋 環境基準点

馬場内橋 水質測定計画外

不動橋下 水質測定計画外

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m
3
/日)

届出最大
排水量

(m
3
/日 )

立入
排水量

(m
3
/日 )

全亜鉛
(mg/l)

その他の金属表面処理業 請戸川 18 19 13 0.01
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図6-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図6-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、概ね河口から約4kmま）」

では砂、約4kmから約11kmまでが礫、砂、約11kmから大柿ダムまでが砂、大柿ダム流入部よ

り河口から30kmまでは石、それより上流は礫、砂、泥となっている。

また、漁業協同組合への聞き取りによると、全川にわたって砂を主体とし上流に向かうと

岩の比率が上がるとのことであった。

（イ）流量（表6-6及び図6-4）

流量は、室原橋、請戸橋のデータのみである。室原橋の平均流量は1.05m /s、請戸橋は8.3

63m /sとなっている。3
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表6-6 流量の状況

図6-4 流量の縦断分布図

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 1.72 0.91 0.07 4 2,6,8,12
平成13年度 3.78 1.57 0.60 4 2,6,8,12
平成14年度 2.21 1.42 0.66 4 2,6,8,12
平成15年度 0.74 0.57 0.40 4 2,6,8,12
平成16年度 1.39 1.12 0.89 4 2,6,8,12
平成17年度 1.19 0.71 0.26 4 2,6,8,12

平均 1.84 1.05 0.48 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 15.01 8.93 4.16 8 -
平成13年度 18.91 7.44 2.34 11 -
平成14年度 27.21 11.42 5.34 12 -
平成15年度 24.07 8.73 3.86 10 -
平成16年度 23.30 8.43 3.25 11 -
平成17年度 11.33 6.81 4.15 12 -

平均 19.97 8.63 3.85 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

水質測定計画外

水質測定計画外

水質測定計画外

地点の種類

環境基準点

水質測定計画外

水質測定計画外

補助点

請戸橋

馬場内橋

不動橋下

流量(m3/s)

水門口橋下
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牛ノ舌橋

新堤

採取年度水質測定地点名

0.0
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20.0
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平均
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（ウ）主な河川構造物

請戸川には大柿ダムが存在する。ダムの概要を表6-7に示す。

大柿ダムは、福島県双葉郡浪江町大字室原に位置するかんがい用水を用途とするロック

フィルダムである。

また、主な河川横断構造物を図6-5に示す。

表6-7 請戸川のダムの概況

出典： 河川区分検討シート(案) （福島県）図6-5 主な河川横断構造物 「 」

（エ）主な流入河川

請戸川への主な流入河川を図6-6に示す。
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図6-6 請戸川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

請戸川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表6-8、6-9及び図6-C、6-D）

既存文献によると、請戸川本流で14目31科68種、支流で1目1科1種、計14目31科68種の魚介

類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングの結果、8目10科15種の魚介類の生息が確認された。

請戸川には大柿ダムが存在し（№3と№4の間 、魚介類の生息域が分断されている。）

（ア）温水性の魚介類

、既存文献によると、請戸川に生息する温水性の魚介類はマシジミ、スジエビ、ヌカエビ

モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種、オイ

カワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、ボラ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、トウヨシノ

ボリ、ヨシノボリ属の一種の17種である。

これらの種は最上流部の№1以外の地点で数種が確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、温水性の魚介類はモクズガニ、ウナギ、コイ、

フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、ナマズ、ボラの8種（～の一種を含む）である。これら

の種は全地点で数種が確認されている。

また、これらの温水性の魚介類のうちコイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流対

象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、請戸川に生息する冷水性の魚介類はサケ、サクラマス、ヤマメ、ニ

ッコウイワナ、イワナ属の一種、カジカの5種（～の一種を除く 、その他としてはアユ、）

ワカサギの2種である。これらの種のうちヤマメは比較的広範囲で確認されている。サケは

下流部、イワナは上流部で確認されており、その他の種は上流部と下流部で確認されてい

る。また、アユは比較的広範囲で確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、冷水性の魚介類はヤマメ、ニッコウイワナ、カ

ジカの3種、その他としてはアユ1種である。これらの種のうちヤマメ、ニッコウイワナは

上流で、カジカは及びアユについては全地点で確認されている。

なお、これらの種のうち、イワナ、ヤマメ、アユ、ワカサギは漁業権及び放流対象種で

上流 下流

請戸川

高
瀬
川

牛
渡
川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）
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ある。また、請戸川には前述のとおり大柿ダムにより魚介類の生息域が分断されているた

め、大柿ダムより上流の地点で確認されているワカサギ、アユについては放流によるもの

であると考えられ、イワナ、ヤマメについてもその可能性が高い。

表6-9 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧









（ウ） その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表6-10～6-13）

請戸川では、漁業権が設定（表6-10）されており、漁場の位置及び漁場の区域は請戸

川本流及び支流の区域となっている。

過去5年間の漁獲量を表6-11に、放流量を表6-12に示す。なお、これら漁獲量及び放流

量は、支流も含まれる。

また、放流場所（平成17年）を表6-13に示す。

表6-10 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 ①室原川・高瀬川漁業協同組合

②泉田川漁業協同組合

所在地 ①福島県双葉郡浪江町大字権現堂字下川原94番地の1

②福島県双葉郡浪江町大字北幾世橋字荒井前2番地の2

免許番号 内共第四号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

ワカサギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、ワカサギ、イワナ、ヤマメ、ア

ユ

漁場の位置及び漁場の区域 請戸川本流及び支流の区域

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 田村市都路町、双葉郡浪江町、双葉郡葛尾村

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」
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表6-11 漁獲量

表6-12 放流量

表6-13 放流場所

ｂ ヒアリング結果の整理(表6-14)

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表6-14のとおりである。

表6-14 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・上流部は放流魚が多い。

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、ワカサギ、イワナ、ヤマメ、

アユを放流している。

・これらはすべて遊漁対象魚種である。

河川環境に関する情報 ・特になし

過去の情報 ・昔に比べて魚は減っている。

・ウグイは5～6年前に増加したが近年減っている。

Ｃその他

請戸川では、鮭増殖事業が行われている。

放流対象種

津島大光木上流～大柿ダム ヤマメ（稚）

津島ほのぼの市場～堰守橋 アユ（稚）

堰守橋～室原橋 ウグイ
（稚）：稚魚の状態で放流

本
流

放流場所
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定は表6-15に示すとおりである。

採捕禁止区域は 「双葉郡浪江町地内県道請戸橋の橋脚上流端から下流部全域 、採捕禁止、 」

区域及び採捕禁止期間は 「双葉郡浪江町地内国道請戸川橋の橋脚上流端から同町地内県道請、

戸橋の橋脚上流端までの区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。

また、魚種ごとに採取禁止の措置を実施している。

表6-15 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考

区 採捕禁止 双葉郡浪江町地内県道請 毎年1月1日から12月31日まで －

域 区域 戸橋の橋脚上流端から下

に 流部全域

関 採捕禁止 双葉郡浪江町地内国道請 毎年9月20日から11月30日まで －

す 区域及び 戸川橋の橋脚上流端から

る 採捕禁止 同町地内県道請戸橋の橋

規 期間 脚上流端までの区域

制

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 －全期間

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、請戸川

は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.5℃、最高水温の平均値は24.5℃ （測定回数。

が少なく、四季に測定していない地点は除く）
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既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ワ サケ、サクラマス、ヤマメ、ニッコ

、 、 、カサギの生息情報 ウイワナ イワナ属の一種 カジカ

アユ、ワカサギ

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ワ ヤマメ、ニッコウイワナ、カジカ、

カサギの生息情報 アユ

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ、モ

クズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロ

ウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ

属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジ

ョウ、ナマズ、ボラ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定では、採捕禁止区域が「双葉郡浪江町地内県道請戸橋の

橋脚上流端から下流部全域 、採捕禁止区域及び採捕禁止期間が「双葉郡浪江町地内国道請」

戸川橋の橋脚上流端から同町地内県道請戸橋の橋脚上流端までの区域」が「毎年9月20日か

ら11月30日まで」である。

このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており、現段

階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

なお 大柿ダムは 環境基準の類型指定にあたり湖沼として取り扱うため 今回の類型指、 、 、

定の水域から除く。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

請戸川（大柿ダムの区域を 生物Ａ イ 請戸橋

除く ）。

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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７ 高瀬川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

高瀬川は、請戸川水系に属し、福島県田村市都路町古道字馬々地先に水源を発し、浪江町

を東に流下し、請戸川に流入する幹川流路延長30.5kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図7-A）

高瀬川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表7-1のとおりである。

表7-1 環境基準類型指定状況(高瀬川）

（イ）水質の汚濁の状況（表7-2及び図7-1）

ＢＯＤは、全地点、全年度が環境基準を達成しており、0.6～1.9mg/lの範囲にある。経

年変化をみると、各地点ともほぼ横ばいで推移している。

SSが慶応橋及び酒井橋で平成12年度に環境基準を超えているが、それ以降は、pH、DO及

びSSともに全ての地点、年度で環境基準を達成している。

類型 区間

小滝沢橋 水質測定計画外

鷹ノ巣橋 水質測定計画外

慶応橋 環境基準点

高瀬川水管橋 水質測定計画外

酒井橋 水質測定計画外

全域Ａ高瀬川

測定地点
の種類

河川名
環境類型指定状況

水質測定地点名
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表7-2 近年の水質の状況(高瀬川)

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
水質測定 H17 <0.5 ～ 0.8 0.7 0.8 2 7.0 ～ 7.2 2
計画外 H16 0.5 ～ 0.9 0.7 0.9 2 7.2 ～ 7.3 2

H15 0.5 ～ 1.0 0.8 1.0 2 7.3 ～ 7.3 2
H14 0.6 ～ 0.7 0.7 0.7 2 7.2 ～ 7.3 2
H13 <0.5 ～ 0.6 0.5 0.6 2 7.1 ～ 7.3 2
H12 0.7 ～ 1.3 1.0 1.3 2 7.2 ～ 7.2 2

水質測定 H17 0.6 ～ 1.8 1.2 1.8 2 7.4 ～ 7.4 2
計画外 H16 0.9 ～ 0.9 0.9 0.9 2 7.6 ～ 7.7 2

H15 0.8 ～ 0.9 0.9 0.9 2 7.3 ～ 7.6 2
H14 0.5 ～ 1.1 0.8 1.1 2 7.0 ～ 7.2 2
H13 1.0 ～ 1.3 1.2 1.3 2 7.4 ～ 7.9 2
H12 1.3 ～ 1.3 1.3 1.3 2 7.2 ～ 7.8 2

環境 H17 <0.5 ～ 1.4 0.9 1.1 12 7.0 ～ 7.4 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.6 0.9 1.1 12 7.0 ～ 7.7 12

 H15 <0.5 ～ 2.8 1.1 1.3 12 7.0 ～ 7.6 12
H14 <0.5 ～ 1.8 1.2 1.3 12 6.9 ～ 7.5 12
H13 <0.5 ～ 1.9 1.0 1.1 12 6.9 ～ 7.6 12
H12 <0.5 ～ 1.4 0.9 1.0 12 7.0 ～ 7.5 12

水質測定 H17 0.6 ～ 1.9 2.3 1.9 2 7.2 ～ 7.3 2
計画外 H16 1.0 ～ 1.2 1.1 1.2 2 7.2 ～ 7.5 2

H15 0.6 ～ 1.1 0.9 1.1 2 7.2 ～ 7.6 2
H14 <1 ～ 1.2 1.1 1.2 2 7.2 ～ 7.3 2
H13 0.9 ～ 1.1 1.0 1.1 2 7.4 ～ 7.4 2
H12 1.0 ～ 1.2 1.1 1.2 2 7.2 ～ 7.5 2

水質測定 H17 0.7 ～ 1.7 1.2 1.7 2 7.2 ～ 7.2 2
計画外 H16 0.8 ～ 1.3 1.1 1.3 2 7.1 ～ 7.5 2

H15 0.6 ～ 0.9 0.8 0.9 2 7.2 ～ 7.3 2
H14 0.6 ～ 0.9 0.8 0.9 2 7.0 ～ 7.3 2
H13 1.0 ～ 1.1 1.1 1.1 2 7.2 ～ 7.3 2
H12 1.0 ～ 1.3 1.2 1.3 2 7.1 ～ 7.4 2

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

pHBOD(mg/ｌ)
種類河川名 類型 測定地点 年度

高瀬川 Ａ

Ａ高瀬川

高瀬川

高瀬川 Ａ

小滝沢橋

鷹ノ巣橋

慶応橋

高瀬川
水管橋

酒井橋

Ａ

高瀬川 Ａ

2以下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

2以下

2以下

2以下

2以下

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値

H17 － － － <1 ～ 3.0 2 2 1700 ～ 4900 3300 2

H16 － － － <1 ～ 3 2 2 1300 ～ 4900 3500 2
H15 － － － <1 ～ 1 1 2 4900 ～ 13000 8950 2

H14 － － － <1 ～ 2 1 2 490 ～ 3300 1895 2
H13 － － － 2 ～ 8 5 2 240 ～ 3300 1770 2

H12 － － － <1 ～ 2 2 2 170 ～ 3500 1835 2
H17 － － － <1 ～ 4 3 2 790 ～ 3300 2000 2

H16 － － － <1 ～ 1 1 2 490 ～ 2300 1395 2

H15 － － － <1 ～ 15 8 2 1100 ～ 3300 2200 2
H14 － － － <1 ～ 2 1 2 230 ～ 790 510 2

H13 － － － <1 ～ 1 1 2 130 ～ 4900 2515 2
H12 － － － 1 ～ 1 1 2 1100 ～ 11000 6050 2

H17 9.4 ～ 15 11 12 <1 ～ 5 2 12 330 ～ 7900 2500 12

H16 9.5 ～ 13 11 12 <1 ～ 9 3 12 110 ～ 33000 3800 12
H15 8.8 ～ 14 11 12 <1 ～ 5 2 12 33 ～ 33000 5600 12

H14 9.2 ～ 12 11 12 <1 ～ 6 2 12 140 ～ 13000 2500 12
H13 9.2 ～ 13 11 12 <1 ～ 10 3 12 170 ～ 13000 3700 12

H12 8.8 ～ 14 11 12 1 ～ 28 5 12 23 ～ 4900 1600 12
H17 － － － <1 ～ 4 3 2 130 ～ 3300 1700 2

H16 － － － <1 ～ 1 1 2 790 ～ 2300 1545 2

H15 － － － <1 ～ 19 10 2 330 ～ 2200 1265 2
H14 － － － <1 ～ 1 1 2 0 ～ 2200 1100 2

H13 － － － <1 ～ <1 <1 2 1400 ～ 1700 1550 2
H12 － － － <1 ～ <1 <1 2 110 ～ 490 300 2

H17 － － － 1 ～ 3 2 2 230 ～ 1100 670 2
H16 － － － <1 ～ 1 1 2 490 ～ 2200 1345 2

H15 － － － <1 ～ 16 8 2 330 ～ 13000 6665 2

H14 － － － <1 ～ 2 1 2 260 ～ 460 360 2
H13 － － － <1 ～ 3 2 2 490 ～ 790 640 2

H12 － － － 1 ～ 97 49 2 22000 ～ 22000 22000 2
　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/l)
測定地点 年度

ＤＯ(mg/l)

7.5
以上

7.5
以上

酒井橋

7.5
以上

7.5
以上

7.5
以上

小滝沢橋

鷹ノ巣橋

慶応橋

高瀬川
水管橋

25
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

25
以下

25
以下

25
以下

25
以下

- 90 -
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図7-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表7-3、表7-4及び図7-2）

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.36 ～ 0.48 0.42 2 0.014 ～ 0.026 0.020 2
H16 0.38 ～ 0.39 0.39 2 0.017 ～ 0.026 0.022 2
H15 0.27 ～ 0.39 0.33 2 0.014 ～ 0.030 0.022 2
H14 0.30 ～ 0.39 0.35 2 0.013 ～ 0.019 0.016 2
H13 0.42 ～ 0.60 0.51 2 0.036 ～ 0.039 0.038 2
H12 0.16 ～ 0.42 0.29 2 0.009 ～ 0.022 0.016 2
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.49 ～ 0.54 0.52 2 0.008 ～ 0.021 0.015 2
H17 0.52 ～ 0.69 0.60 4 0.014 ～ 0.028 0.020 4
H16 0.50 ～ 0.66 0.59 4 0.009 ～ 0.026 0.021 4
H15 0.47 ～ 0.64 0.54 4 0.016 ～ 0.031 0.024 4
H14 0.60 ～ 0.97 0.82 4 0.008 ～ 0.037 0.026 4
H13 0.61 ～ 0.85 0.77 4 0.026 ～ 0.060 0.040 4
H12 0.54 ～ 1.0 0.73 4 0.008 ～ 0.160 0.055 4
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.37 ～ 0.54 0.46 2 0.021 ～ 0.048 0.035 2
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 0.46 ～ 0.91 0.69 2 0.012 ～ 0.023 0.018 2

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

測定地点 年度
全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)

酒井橋

小滝沢橋

鷹ノ巣橋

慶応橋

高瀬川
水管橋

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

小滝沢橋 鷹ノ巣橋 慶応橋 高瀬川水管橋 酒井橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m
g
/l
)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの
　　　基準
　 AA：～1
　 A ：～2
　 B ：～3
　 C ：～5
　 D ：～8
　 E ：～10
　　　(mg/L)
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全亜鉛は、平成16、17年度に慶応橋で測定を行っており、各年度の平均値は0.003、0.00

1mg/Lであった。

なお、当水域内の1事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.09 mg/Lであ

った。

表7-3 全亜鉛の状況

図7-2 全亜鉛の縦断分布図

最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.002 0.001 4
H16 0.002 ～ 0.005 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 － － －
H16 － － －
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

酒井橋

高瀬川

高瀬川

高瀬川

高瀬川

高瀬川

小滝沢橋

鷹ノ巣橋

慶応橋

高瀬川
水管橋

全亜鉛(mg/ｌ)
年度河川名 測定地点

0.00

0.01

0.02

0.03

小滝沢橋 鷹ノ巣橋 慶応橋 高瀬川
水管橋

酒井橋

全
亜
鉛

　
年
平
均
（
mg
/
l)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03
 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/l)
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表7-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（表7-5及び図7-3）（３）水温

毎月測定を行っている慶応橋で、最高水温の平均値は24.5℃、平均水温の平均値は、

1.4℃、最低水温の平均値は、4.3℃であった。

表7-5 水温の状況

図7-3 水温の縦断分布

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 23.5 13.8 4.0 2 1,7
平成14年度 14.5 9.9 5.3 2 6,12
平成15年度 16.0 11.7 7.3 2 6,12
平成16年度 18.7 13.8 8.8 2 6,12
平成17年度 18.1 10.8 3.5 2 6,12

平均 18.2 12.0 5.8 - -
平成12年度 20.3 12.0 3.6 2 2,8
平成13年度 23.1 13.9 4.7 2 2,7
平成14年度 23.2 13.9 4.6 2 2,8
平成15年度 17.4 11.0 4.6 2 2,8
平成16年度 20.5 13.1 5.6 2 2,8
平成17年度 18.5 9.4 2.0 2 2,8

平均 20.5 12.2 4.2 - -
平成12年度 23.2 14.4 3.7 12 -
平成13年度 25.7 14.3 4.7 12 -
平成14年度 23.2 13.5 5.0 12 -
平成15年度 23.0 14.8 5.6 12 -
平成16年度 27.4 15.1 3.5 12 -
平成17年度 24.7 14.3 3.1 12 -

平均 24.5 14.4 4.3 - -
平成12年度 21.0 12.5 4.0 2 2,8
平成13年度 24.5 14.9 5.3 2 2,7
平成14年度 24.2 14.8 5.4 2 2,8
平成15年度 18.0 11.7 5.4 2 2,8
平成16年度 20.0 13.0 6.0 2 2,8
平成17年度 18.5 10.0 0.5 2 2,8

平均 21.0 12.8 4.4 - -
平成12年度 20.5 12.3 4.1 2 2,8
平成13年度 22.7 14.3 5.8 2 2,7
平成14年度 22.8 14.3 5.8 2 2,8
平成15年度 18.0 16.6 15.2 2 2,8
平成16年度 20.0 13.3 6.6 2 2,8
平成17年度 19.5 11.2 2.8 2 2,8

平均 20.6 13.7 6.7 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

慶応橋 環境基準点

高瀬川水管橋 水質測定計画外

酒井橋

地点の種類採取年度水質測定地点名

水質測定計画外

小滝沢橋 水質測定計画外

鷹ノ巣橋 水質測定計画外

水温（℃）

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

光学機械用レンズ・プリズム製造業 高瀬川 8 10 15 0.09

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

小滝沢橋 鷹ノ巣橋 慶応橋 高瀬川水管橋 酒井橋

水
温
　
６
年
平
均
（
℃
）

最高
平均
最低

Ａ類型
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（４）河床構造等

（ア）河床材料（図7-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、概ね河口から約6kmま）」

では砂、約6kmから約9kmまでが礫、砂、約9kmから上流は岩、石、礫となっている。

また、漁業協同組合への聞き取りによると、全川にわたって砂を主体とし上流に向かう

と岩の比率が上がるとのことであった。

（イ）流量（表7-6及び図7-4）

流量は、慶応橋のデータのみである。慶応橋の平均流量は4.64m /sとなっている。3

表7-6 流量の状況

図7-4 流量の横断分布図

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 10.21 4.92 1.86 12 -
平成13年度 9.92 4.50 0.78 11 -
平成14年度 14.14 5.99 2.16 10 -
平成15年度 6.78 3.60 0.36 7 -
平成16年度 19.00 5.49 1.24 9 -
平成17年度 7.37 3.36 0.65 12 -

平均 11.24 4.64 1.18 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 - - - - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

流量(m
3
/s)

酒井橋

地点の種類採取年度水質測定地点名

水質測定計画外

小滝沢橋 水質測定計画外

鷹ノ巣橋 水質測定計画外

慶応橋 環境基準点

高瀬川水管橋 水質測定計画外

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

小滝沢橋 鷹ノ巣橋 慶応橋 高瀬川水管橋 酒井橋

流
量
　
６
年

平
均

（
m

3 /
s）

最高

平均

最低

Ａ類型
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（ウ）主な河川構造物

高瀬川には古道川ダムが存在する。古道川ダムは、福島県田村市都路町に位置する発電

用のダムである。また、主な河川横断構造物を図7-5に示す。

出典： 河川区分検討シート(案) （福島県）図7-5 主な河川横断構造物 「 」

（エ）主な流入河川

高瀬川への主な流入河川を図7-6に示す。

図7-6 高瀬川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

高瀬川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表7-7、7-8及び図7-C、7-D）

既存文献によると、高瀬川本流には、9目15科31種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングの結果、5目8科12種の魚介類の生息が確認された。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、高瀬川に生息する温水性の魚介類はスジエビ、ヌカエビ、モクズガ

、ニ、ウナギ、ギンブナ、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ

ヨシノボリ属の一種の10種（～の一種を除く）である。

これらの種のうち、ウグイが№1を除く全地点で確認されたほかはほとんどが下流部であ

る№5、№6で確認されている。

上流 下流

高瀬川

葛
尾
川

古
道
川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）



- 96 -

漁業協同組合へのヒアリングによると、温水性の魚介類はモクズガニ、ウナギ、コイ、

フナ属の一種、オイカワ、ウグイの6種（～の一種を含む）である。これらの種は全地点で

数種が確認されている。

また、これらの温水性の魚介類のうちコイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流対

象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、高瀬川に生息する冷水性の魚介類はサクラマス、ヤマメ、イワナ

（ニッコウイワナ、イワナ属の一種を含む 、カジカの4種、その他としてはアユ1種である。）

これらの種のうちヤマメは比較的広範囲で確認されている。イワナは上流部で確認されて

おり、その他の種の多くは上流部と下流部で確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、冷水性の魚介類はヤマメ、ニッコウイワナ、カ

ジカ3種、その他としてはアユ1種である。ヤマメ、ニッコウイワナは上流から中流、カジ

カは全域で確認されている。アユについては№4を除く全地点で確認さている。

なお、これらの種のうち、イワナ、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。

表7-7 既存文献確認種一覧

№ 1 № 2 № 3 № 4 № 5 № 6

生 物 Ａ 1 ｻ ｹ 目 ｻ ｹ 科 ｻ ｸ ﾗ ﾏ ｽ ●

2 ﾔ ﾏ ﾒ ● ● ● ● ●

3 ﾆ ｯ ｺ ｳ ｲ ﾜ ﾅ ● ●

ｲ ﾜ ﾅ 属 の 一 種 ○

4 ｶ ｻ ｺ ﾞ 目 ｶ ｼ ﾞ ｶ 科 ｶ ｼ ﾞ ｶ ● ● ●

そ の 他 5 ｻ ｹ 目 ｱ ﾕ 科 ｱ ﾕ ● ●

生 物 Ｂ 6 ｴ ﾋ ﾞ 目 ( 十 脚 目 ) ﾃ ﾅ ｶ ﾞ ｴ ﾋ ﾞ 科 ｽ ｼ ﾞ ｴ ﾋ ﾞ ● ●

5 ﾇ ﾏ ｴ ﾋ ﾞ 科 ﾇ ｶ ｴ ﾋ ﾞ ● ●

8 ｲ ﾜ ｶ ﾞ ﾆ 科 ﾓ ｸ ｽ ﾞ ｶ ﾞ ﾆ ●

9 ｳ ﾅ ｷ ﾞ 目 ｳ ﾅ ｷ ﾞ 科 ｳ ﾅ ｷ ﾞ ●

1 0 ｺ ｲ 目 ｺ ｲ 科 ｷ ﾞ ﾝ ﾌ ﾞ ﾅ ●

1 1 ｵ ｲ ｶ ﾜ ●

1 2 ｳ ｸ ﾞ ｲ ● ● ● ● ●

1 3 ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ 科 ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ●

1 4 ｽ ｽ ﾞ ｷ 目 ﾊ ｾ ﾞ 科 ｼ ﾏ ﾖ ｼ ﾉ ﾎ ﾞ ﾘ ●

1 5 ｵ ｵ ﾖ ｼ ﾉ ﾎ ﾞ ﾘ ●

ﾖ ｼ ﾉ ﾎ ﾞ ﾘ 属 の 一 種 ●

対 象 外 1 6 ﾆ ﾅ 目 ( 中 腹 足 目 ) ｶ ﾜ ﾆ ﾅ 科 ｶ ﾜ ﾆ ﾅ ●

1 7 ﾓ ﾉ ｱ ﾗ ｶ ﾞ ｲ 目 ( 基 眼 目 ) ﾓ ﾉ ｱ ﾗ ｶ ﾞ ｲ 科 ﾓ ﾉ ｱ ﾗ ｶ ﾞ ｲ ● ●

1 8 ｻ ｶ ﾏ ｷ ｶ ﾞ ｲ 科 ｻ ｶ ﾏ ｷ ｶ ﾞ ｲ ●

1 9 ｴ ﾋ ﾞ 目 ( 十 脚 目 ) ｱ ﾒ ﾘ ｶ ｻ ﾞ ﾘ ｶ ﾞ ﾆ 科 ｱ ﾒ ﾘ ｶ ｻ ﾞ ﾘ ｶ ﾞ ﾆ ●

2 0 ｺ ｲ 目 ｺ ｲ 科 ﾀ ﾅ ｺ ﾞ ● ●

2 1 ｶ ﾜ ﾑ ﾂ B 型 ●

2 2 ｱ ﾌ ﾞ ﾗ ﾊ ﾔ ● ●

2 3 ｴ ｿ ﾞ ｳ ｸ ﾞ ｲ ● ●

ｳ ｸ ﾞ ｲ 属 の 一 種 ○ ○

2 4 ﾀ ﾓ ﾛ ｺ ●

2 5 ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ 科 ｼ ﾏ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ● ●

2 6 ﾌ ｸ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ● ● ●

2 7 ﾎ ﾄ ｹ ﾄ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ●

2 8 ﾅ ﾏ ｽ ﾞ 目 ｷ ﾞ ｷ ﾞ 科 ｷ ﾞ ﾊ ﾞ ﾁ ●

2 9 ｶ ｻ ｺ ﾞ 目 ｶ ｼ ﾞ ｶ 科 ｳ ﾂ ｾ ﾐ ｶ ｼ ﾞ ｶ ● ●

3 0 ｽ ｽ ﾞ ｷ 目 ﾊ ｾ ﾞ 科 ｳ ｷ ｺ ﾞ ﾘ ●

ｳ ｷ ｺ ﾞ ﾘ 属 の 一 種 ○

3 1 ﾇ ﾏ ﾁ ﾁ ﾌ ﾞ ●

1 5 科 3 1 種 3 種 1 4 種 4 種 4 種 2 種 2 7 種

　 注 　 1） 「 ～ 属 の 一 種 」 に つ い て は 、 同 地 点 に 同 じ 属 が 確 認 さ れ て い る 場 合 に は 集 計 し て い な い 。
　 　 　 　 　 集 計 し て い な い も の は 「 ○ 」 で 示 し た 。

　 　 　 2 )種 の 順 序 は 各 分 類 ご と に 「 河 川 水 辺 の 国 勢 調 査 の た め の 生 物 リ ス ト -平 成 1 1年 度 河 川 版 -」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 2 0 0 0 ： 財 団 法 人 ﾘ ﾊ ﾞ ｰ ﾌ ﾛ ﾝ ﾄ整 備 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ） に 準 じ た 。

　 　 　 3 )確 認 地 点 は 左 側 （ № 1 )が 上 流 、 右 側 が 下 流 の 順 に な っ て い る 。

　 　 　 4 )デ ー タ の 出 典 は 以 下 の と お り で あ る 。 な お 、 【 　 】 内 は 地 点 番 号 を 示 す 。

　 　 　 　 「 魚 類 調 査 報 告 書 」 （ 1 9 9 9 ～ 2 0 0 4 ： 財 団 法 人 ふ く し ま 海 洋 科 学 館 提 供 資 料 ） 【  № 5】
　 　 　 　 「 浪 江 町 史  別 巻 Ⅰ  浪 江 町 の 自 然 」 （ 2 0 0 3 ： 浪 江 町 史 編 纂 委 員 会 ） 【  № 1 ,  № 4 ,  № 6】

　 　 　 　 「 平 成 ６ 年 度 請 戸 川 河 川 水 辺 の 国 勢 調 査 （ 魚 介 類 調 査 ） 報 告 書 」 （ 1 9 9 5 ： 相 双 建 設 事 務 所 ） 【  № 2 ,  № 6】

　 　 　 　 「 平 成 1 1年 度 請 戸 川 河 川 水 辺 の 国 勢 調 査 （ 魚 介 類 調 査 ） 報 告 書 」 （ 2 0 0 0 ： 相 双 建 設 事 務 所 ） 【  № 2 ,  № 3 ,  № 6】
　 　 　 　 「 平 成 1 6年 度 請 戸 川 河 川 水 辺 の 国 勢 調 査 （ 魚 介 類 調 査 ） 報 告 書 」 （ 2 0 0 5 ： 相 双 建 設 事 務 所 ） 【  № 2 ,  № 6】

9 目

分 類
確 認 地 点

№ 目 　 名 科 　 名 種 　 名
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表7-8 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

a 漁業権及び漁業の状況（表7-9,7-10）

高瀬川は請戸川の支流であり、管轄する漁業協同組合は請戸川と同様の室原川・高瀬川

漁業協同組合及び泉田川漁業協同組合であり、漁場の位置及び漁場の区域は請戸川本流及

び支流の区域となっている。

漁獲量、放流量については 「６ 請戸川」に示したとおりである。、

また、放流場所（平成17年）を表7-10に示す。

表7-9 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 ①室原川・高瀬川漁業協同組合

②泉田川漁業協同組合

所在地 ①福島県双葉郡浪江町大字権現堂字下川原94番地の1

②福島県双葉郡浪江町大字北幾世橋字荒井前2番地の2

免許番号 内共第四号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

№1 №2 №3 №4 №5 №6

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ● ● ●

2 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ● ●

3 ｶｻｺﾞ目 ｶｼﾞｶ科 ｶｼﾞｶ ● ● ● ● ●

その他 4 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ● ● ● ● ●

生物Ｂ 5 ｴﾋﾞ目(十脚目) ｲﾜｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ ● ● ● ● ● ●

6 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ ● ● ● ● ● ●

7 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ● ● ● ●

8 ﾌﾅ属の一種 ● ●

9 ｵｲｶﾜ ●

10 ｳｸﾞｲ ● ● ● ● ● ●

対象外 11 ｴﾋﾞ目(十脚目) - その他のｴﾋﾞ類 ● ●

12 ｺｲ目 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ科の一種 ● ●

8科 12種 8種 8種 9種 5種 7種 9種
　注　1）種名については、アンケートの回答を以下のように変更した。
　　　・その他のｴﾋﾞ類：ﾃﾅｶﾞｴﾋ゙ 以外のｴﾋﾞ類
　　　・ﾌﾅ属の一種：ﾌﾅ類
　　　・ﾄ ｼ゙ﾞｮｳ科の一種：ﾄﾞｼﾞｮｳ類
　　　2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」

（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

     3)本表の確認地点№は、既存文献確認種1一覧の確認地点№と一致しない。

分類

5目

確認地点
№ 目　名 科　名 種　名
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ウナギ 1月1日から12月31日まで

ワカサギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、ワカサギ、イワナ、ヤマメ、ア

ユ

漁場の位置及び漁場の区域 請戸川本流及び支流の区域

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 田村市都路町、双葉郡浪江町、双葉郡葛尾村

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表7-10 放流場所

ｂ ヒアリング調査結果の整理(表7-11)

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表7-11のとおりである。

表7-11 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ

項 目 内 容
魚介類の生息に関する情報 ・上流部は放流魚が多い。
再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。
放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、ワカサギ、イワナ、ヤマメ、

アユを放流している。
・これらはすべて遊漁対象魚種である。

河川環境に関する情報 ・特になし
過去の情報 ・昔に比べて魚は減っている。

・ウグイは5～6年前に増加したが近年減っている。

C その他

高瀬川では、鮭増殖事業が行われている。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規制の規定は表7-12のとおりである。

採捕禁止区域は、設定されておらず、採捕禁止区域及び採捕禁止期間は 「双葉郡浪江町地、

内国道高瀬川橋の橋脚上流端から請戸川合流点までの区域」が「毎年9月20日から11月30日ま

で」である。

また、魚種ごとに採捕禁止の措置を実施している。

放流対象種

高瀬川発電所～一宮下流 アユ(稚)

焼築頭首工～高瀬川山荘 ウナギ

高瀬川黒瀬～谷津田橋 アユ(稚)

双葉郡浪江町室原川石井商店 ウナギ

田村市都路町古道字馬々地内～神鳴ダム ヤマメ(稚)

（稚）：稚魚の状態で放流

本
流

支
流

放流場所
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表7-12 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考

区 採捕禁止 － － －

域 区域

に 採捕禁止 双葉郡浪江町地内国道高 毎年9月20日から11月30日まで －

関 区域及び 瀬川橋の橋脚上流端から

す 採捕禁止 請戸川合流点までの区域

る 期間

規

制

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１） 検討結果

下記に示す情報を踏まえると、高瀬川は冷水性の魚介類が生息する水域に区分すること

が適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.4℃、最高水温の平均値は24.5℃ （測定回数が。

少なく、四季に測定していない地点は除く）

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ サクラマス、ヤマメ、ニッコウイワナ、

ワカサギの生息情報 イワナ属の一種、カジカ、アユ、

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、ニッコウイワナ、カジカ、アユ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 スジエビ、ヌカエビ、モクズガニ、ウナ

ギ、コイ、ギンブナ、フナ属の一種、オ

イカワ、ウグイ、ドジョウ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。
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（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定では、採捕禁止区域及び採捕禁止期間が「双葉郡浪江

町地内国道高瀬川橋の橋脚上流端から請戸川合流点までの区域」が「毎年9月20日から11月

30日まで」である。

このほか、特別域について現時点では、当てはめに適当な水域の情報が不足しており、

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型の指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

高瀬川 生物Ａ イ 慶応橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。





８ 木戸川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

木戸川は、福島県双葉郡川内村大字上川内に水源を発し、山間部を東に流れ、途中、小さ

な支川を合流しながら太平洋に注ぐ流路延長約48.2kmの二級河川である。

（２） 水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図8-A）

木戸川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表8-1のとおりである。

表8-1 環境基準類型指定状況(木戸川）

（イ）水質の汚濁の状況（表8-2及び図8-1）

ＢＯＤは、全地点、全年度が環境基準を達成しており、0.5～1.2mg/lの範囲にある。

pHが木戸川橋で平成15年度に環境基準を超えているが、その他はpH、DO及びSSともに全て

の地点、年度で環境基準を達成している。

表8-2 近年の水質の状況(木戸川)

類型 区間

西山橋 補助点

長瀞橋 環境基準点

木戸川橋 環境基準点

測定地点
の種類河川名

Ａ木戸川

環境類型指定状況
水質測定地点名

全域

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
補助点 H17 <0.5 ～ 1.2 0.8 0.8 4 6.9 ～ 7.1 4

H16 <0.5 ～ 0.9 0.6 0.5 4 6.8 ～ 6.9 4
H15 <0.5 ～ 1.4 0.9 1.2 4 6.8 ～ 6.9 4
H14 0.7 ～ 1.6 1.2 1.2 4 6.7 ～ 7.1 4
H13 0.7 ～ 1.6 1.0 0.8 4 6.8 ～ 7.1 4
H12 <0.5 ～ 1.6 0.8 0.6 4 6.9 ～ 7.2 4

環境 H17 <0.5 ～ 1.4 0.8 1.0 12 7.0 ～ 7.3 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.0 0.7 0.8 12 6.9 ～ 7.4 12

H15 <0.5 ～ 1.7 0.9 1.1 12 6.5 ～ 7.3 12
H14 <0.5 ～ 2.8 1.2 1.2 12 6.9 ～ 7.6 12
H13 0.5 ～ 2.1 0.9 0.9 12 6.9 ～ 7.5 12
H12 <0.5 ～ 1.2 0.7 0.7 12 6.6 ～ 7.4 12

環境 H17 <0.5 ～ 1.4 0.8 1.1 12 7.0 ～ 7.3 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.1 0.7 0.7 12 6.9 ～ 7.2 12

H15 0.5 ～ 1.9 0.9 0.9 12 6.2 ～ 7.2 12
H14 <0.5 ～ 3.2 1.1 1.1 12 6.9 ～ 7.3 12
H13 <0.5 ～ 3.1 1.0 1.0 12 6.8 ～ 7.4 12
H12 <0.5 ～ 1.2 0.7 0.8 12 6.7 ～ 7.3 12

　注）N：測定回数

BOD(mg/l) pH
種類河川名 類型 測定地点 年度

木戸川

木戸川

木戸川

Ａ

Ａ

Ａ

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

西山橋

長瀞橋

木戸川橋

2以下

2以下

2以下
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図8-1 ＢＯＤの縦断分布図

0.0

3.0

6.0

9.0

12.0

15.0

18.0

西山橋 長瀞橋 木戸川橋

DO
 (

mg
/l

)

H12 最小 H12 最大
H13 最小 H13 最大

H14 最小 H14 最大
H15 最小 H15 最大
H16 最小 H16 最大

H17 最小 H17 最大

Ａ類型

類型:DOの基準
　AA：7.5～
　A ：7.5～
　B ：5～
　C ：5～
　D ：2～
　E ：2～
　　 (mg/L )

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値

H17 8.5 ～ 13 1 1 4 <1 ～ 11 6 4 330 ～ 13000 4300 4

H16 8.8 ～ 13 1 1 4 <1 ～ 7 4 4 170 ～ 24000 6700 4

H15 9.8 ～ 12 1 1 4 <1 ～ 6 3 4 130 ～ 7900 4400 4

H14 9.5 ～ 13 1 1 4 <1 ～ 5 2 4 330 ～ 17000 5400 4

H13 9.5 ～ 12 1 1 4 <1 ～ 4 2 4 790 ～ 1400 980 4

H12 9.0 ～ 12 1 1 4 <1 ～ 5 3 4 330 ～ 4900 2000 4

H17 8.0 ～ 14 1 1 12 <1 ～ 19 3 12 140 ～ 70000 7700 1 2

H16 9.0 ～ 13 1 1 12 1 ～ 8 3 12 79 ～ 33000 4300 1 2

H15 9.3 ～ 13 1 1 12 <1 ～ 5 2 12 130 ～ 220000 20000 1 2

H14 8.9 ～ 13 1 1 12 <1 ～ 4 2 12 110 ～ 22000 4300 1 2

H13 9.2 ～ 12 1 1 12 <1 ～ 6 2 12 130 ～ 13000 1900 1 2

H12 8.8 ～ 14 1 1 12 <1 ～ 6 2 12 79 ～ 7900 1500 1 2

H17 9.0 ～ 14 1 1 12 <1 ～ 17 3 12 79 ～ 79000 11000 1 2

H16 9.4 ～ 13 1 1 12 <1 ～ 6 3 12 130 ～ 33000 5100 1 2

H15 9.4 ～ 13 1 1 12 <1 ～ 4 2 12 49 ～ 9200 2600 1 2

H14 8.9 ～ 13 1 1 12 <1 ～ 5 2 12 330 ～ 17000 4500 1 2

H13 9.5 ～ 12 1 1 12 <1 ～ 7 3 12 46 ～ 7900 2600 1 2

H12 9.3 ～ 14 1 1 12 <1 ～ 7 2 12 110 ～ 7000 1600 1 2

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度測定地点

西山橋

大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/ l)ＤＯ(mg/l )

25
以下

長瀞橋

木戸川橋

7.5
以上

7.5
以上

7.5

以上

25
以下

25

以下

1000
以下

1000
以下

1000

以下

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N

H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.32 ～ 0.62 0.44 4 0.008 ～ 0.048 0.021 4
H16 0.33 ～ 0.48 0.41 4 0.006 ～ 0.036 0.018 4
H15 0.31 ～ 0.47 0.39 4 0.019 ～ 0.021 0.020 4
H14 0.45 ～ 0.61 0.53 4 0.007 ～ 0.027 0.016 4
H13 0.31 ～ 0.84 0.54 4 0.015 ～ 0.039 0.025 4

H12 0.36 ～ 0.60 0.48 4 0.003 ～ 0.034 0.021 4
H17 0.34 ～ 0.60 0.44 4 0.009 ～ 0.040 0.019 4
H16 0.33 ～ 0.41 0.39 4 0.004 ～ 0.029 0.017 4
H15 0.32 ～ 0.46 0.39 4 0.018 ～ 0.020 0.019 4
H14 0.49 ～ 0.60 0.55 4 0.012 ～ 0.063 0.025 4
H13 0.33 ～ 1.0 0.63 4 0.004 ～ 0.031 0.021 4
H12 0.39 ～ 0.64 0.48 4 0.004 ～ 0.049 0.027 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

長瀞橋

木戸川橋

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
測定地点 年度

西山橋
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表8-3及び図8-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点及び補助点で測定を行っており、各年度の平均値

は西山橋が0.003、0.002mg/l、長瀞橋が0.005、0.004mg/l、木戸川橋が0.004、0.001mg/l

であった。

なお、事業所排水中の全亜鉛に関する情報はない。

表8-3 全亜鉛の状況

図8-2 全亜鉛の縦断分布図

（３）水温（表8-4及び図8-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の長瀞橋が22.1℃、下流側の木戸川橋が23.1℃であ

る。水温の平均値は、長瀞橋が12.7℃、木戸川橋が13.3℃であり、最低水温の平均値は、長

瀞橋、木戸川橋とも3.3℃であった。

最小 ～ 最大 平均 N

H17 <0.001 ～ 0.003 0.002 4

H16 0.001 ～ 0.006 0.003 4

H15 － － －

H14 － － －

H13 － － －

H12 － － －
H17 0.001 ～ 0.006 0.004 4

H16 0.001 ～ 0.008 0.005 4

H15 － － －

H14 － － －

H13 － － －

H12 － － －

H17 0.001 ～ 0.001 0.001 4

H16 0.002 ～ 0.008 0.004 4
H15 － － －

H14 － － －

H13 － － －

H12 － － －
　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全亜鉛(mg/l)
年度河川名 測定地点

西山橋

長瀞橋

木戸川橋

木戸川

木戸川

木戸川

0.00

0.01

0.02

0.03

西山橋 長瀞橋 木戸川橋

全
亜
鉛
　
年
平
均
（
mg

/l
)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準
 生物A　：～0.03
 生物特A：～0.03
 生物B　：～0.03
 生物特B：～0.03

　　　(mg/L)
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表8-4 水温の状況

図8-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図8-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、概ね河口から約1kmま）」

では礫、砂、泥、約1kmから約4kmまでが礫、砂、約4kmから6kmまでが石、礫、6kmより上流

は岩、石、礫、砂となっている。

（イ）流量（表8-5及び図8-4）

上流側の西山橋の平均流量は2.61m /s、長瀞橋が5.29 m /s、木戸川橋が5.38m /sとな3 3 3

っている。

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 18.5 11.3 3.5 4 2,6,8,12
平成13年度 18.1 10.9 4.2 4 2,6,8,12
平成14年度 20.2 11.1 3.8 4 2,6,8,12
平成15年度 18.5 11.9 4.4 4 2,6,8,12
平成16年度 23.2 11.5 2.6 4 2,6,8,12
平成17年度 21.9 12.3 4.8 4 2,6,8,12

平均 20.1 11.5 3.9 - -
平成12年度 20.7 12.4 3.6 12 -
平成13年度 22.3 12.7 4.8 12 -
平成14年度 21.7 12.7 2.2 12 -
平成15年度 21.5 12.9 3.5 12 -
平成16年度 23.9 13.1 3.1 12 -
平成17年度 22.3 12.2 2.5 12 -

平均 22.1 12.7 3.3 - -
平成12年度 22.1 13.1 4.0 12 -
平成13年度 23.5 13.8 5.0 12 -
平成14年度 22.3 13.0 2.0 12 -
平成15年度 22.7 13.7 3.7 12 -
平成16年度 24.9 13.6 2.5 12 -
平成17年度 23.1 12.7 2.8 12 -

平均 23.1 13.3 3.3 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

木戸川橋 環境基準点

西山橋 補助点

長瀞橋 環境基準点

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

西山橋 長瀞橋 木戸川橋

水
温
　
６
年
平
均

（
℃
）

最高

平均

最低

Ａ類型



表8-5 流量の状況

図8-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

木戸川には平成3年度より建設着手し、平成19年完成予定の木戸ダムが建設中である。ダ

ムの概要を表8-6に示す。

木戸ダムは、福島県双葉郡楢葉町大字上小塙に位置する洪水調節、上水道、工業用水、

不特定用水を目的とした重力式コンクリートダムである。

また、主な河川横断構造物を図8-5に示す。

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 3.60 2.29 0.50 4 2,6,8,12
平成13年度 4.49 2.53 1.63 4 2,6,8,12
平成14年度 3.35 2.32 1.28 4 2,6,8,12
平成15年度 7.53 3.69 1.66 4 2,6,8,12
平成16年度 2.87 2.55 2.17 4 2,6,8,12
平成17年度 3.82 2.31 1.27 4 2,6,8,12

平均 4.28 2.61 1.42 - -
平成12年度 3.89 3.50 2.60 7 -
平成13年度 15.64 5.40 1.12 11 -
平成14年度 12.85 5.74 2.76 12 -
平成15年度 13.87 6.10 2.35 5 3,4,5,6,8
平成16年度 11.30 6.90 3.56 3 1,2,4
平成17年度 9.53 4.12 0.50 11 -

平均 11.18 5.29 2.15 - -
平成12年度 9.89 5.71 3.39 11 -
平成13年度 9.87 4.84 1.52 10 -
平成14年度 11.21 4.98 1.01 11 -
平成15年度 18.97 6.08 2.28 12 -
平成16年度 12.70 5.97 1.02 11 -
平成17年度 11.03 4.70 1.86 12 -

平均 12.28 5.38 1.85 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

木戸川橋 環境基準点

西山橋 補助点

長瀞橋 環境基準点

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

西山橋 長瀞橋 木戸川橋

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3
/s

）

最高

平均
最低

Ａ類型
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表8-6 木戸川のダムの概要

出典： 河川区分検討シート（案 （福島県）図8-5 主な河川横断構造物 「 ）」

（エ）主な流入河川

木戸川への主な流入河川を図8-6に示す。

図8-6 木戸川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

木戸川に関しては、将来、河川改修を計画している。

名称 ダム湖名 型式 用途
高さ
(m)

幅
(m)

総貯水容量
（1000m3）

所在地

木戸ダム
(建設中）

－
重力式コンク
リートダム

洪水調節
上水道
工業用水
不特定用水

93.5 350.0 18,470
福島県双葉郡
楢葉町大字上
小塙

上流 下流

谷
室
沢
川

金
鋼
川

山
田
川

木戸川

原
川

川
内
川

小
白
井
川

楢
生
川

平成14年4月1日現在

出典：「河川調書」（福島県土木部）
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（５）魚介類（表8-7、8-8及び図8-C～8-D）

既存文献によると、木戸川本流には、11目19科42種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングの結果、6目8科13種の魚介類の生息が確認された。主な

魚介類の確認地点を図3-8-13に示す。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、木戸川に生息する温水性の魚介類は、マシジミ、スジエビ、ヌカエ

ビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種、

、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ボラ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、トウヨシノボリ

ヨシノボリ属の一種の16種（～の一種を除く）である。

これらの種は上流及び下流で確認されており、中流での確認種は少ない。

、漁業協同組合へのヒアリングによると、温水性の魚介類はウナギ、コイ、フナ類の一種

オイカワ、ウグイ、ボラの6種（～の一種を含む）である。これらの種は№2、№3で全種が

確認されている。

また、これらの温水性の魚介類のうち、コイ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流対象種

である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、木戸川に生息する冷水性の魚介類はサケ、ヤマメ、イワナ（ニッコ

ウイワナ、イワナ属の一種を含む 、カジカの4種、その他としてはアユ1種である。）

これらの種のうち、サケは下流で、イワナは上流で確認され、その他の種は、上流、中

流、下流で確認されている。また、アユは河川のほぼ全域で確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、冷水性の魚介類はサケ、ヤマメ、ニッコウイワ

ナ、カジカの4種、その他としてはアユ1種である。これらの種のうちヤマメ、ニッコウイ

ワナは全地点で、サケ、カジカ、アユは№2、№3で確認されている。

なお、これらの種のうち、イワナ、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。
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表8-7 既存文献確認種一覧
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表8-8 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況(表8-9～8-11)

木戸川では、漁漁権が設定（表8-9）されており、対象魚種はコイ、ウグイ、ウナギ、イ

ワナ、ヤマメ、アユの6魚種である。漁場の位置及び漁場の区域は、木戸川本流及び支流の

区域となっている。

過去5年間の放流量を表8-10に示す。なお、これら放流量は、支流も含まれる。

また、漁業協同組合では漁獲量についての情報は把握していないとのことであった。

また、放流場所（平成16年）を表8-11に示す。

表8-9 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 木戸川漁業協同組合

所在地 福島県双葉郡楢葉町大字前原字中川原68番地

免許番号 内共第八号

確認地点 
分類 № 目 名 科 名 種 名 

№1 №2 №3 

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ｻｹ   ● ● 

  2     ﾔﾏﾒ ● ● ● 

  3     ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ● ● 

  4 ｶｻｺﾞ目 ｶｼﾞｶ科 ｶｼﾞｶ   ● ● 

その他 5 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ   ● ● 

生物Ｂ 6 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ   ● ● 

  7 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ   ● ● 

  8     ﾌﾅ属の一種   ● ● 

  9     ｵｲｶﾜ   ● ● 

  10     ｳｸﾞｲ   ● ● 

  11 ｽｽﾞｷ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ   ● ● 

対象外 12 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ目 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科 ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科の一種   ● ● 

  13 ｺｲ目 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼﾞｮｳ科の一種   ● ● 

6目 8 科 13 種 2 種 13 種 13種 

 注 1）種名については、アンケートの回答を以下のように変更した。    

   ・ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ科の一種：ﾔﾂﾒｳﾅｷﾞ     

   ・ﾌﾅ属の一種：ﾌﾅ類      

   ・ﾄ゙ ｼﾞｮｳ科の一種：ﾄﾞｼﾞｮｳ類     

   2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成 11年度河川版-」  

 （2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。  

    3)本表の確認地点№は、既存文献確認種一覧の確認地点№と一致しない。 
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漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 木戸川本流及び支流の区域

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 いわき市（小川及び川前地区に限る 、双葉郡楢葉町、双葉郡川）

内村

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表8-10 放流量

表8-11 放流場所

ｂ ヒアリング調査結果の整理(表8-12)

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表8-12のとおりである。

表8-12 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ

項 目 内 容
魚介類の生息に関する情報 ・上流はイワナ、ヤマメ、カジカが中心、中流にはカジカ、エビ

類、ヤツメウナギ、サクラマスが生息、下流はボラが多い。
再生産に関する情報 ・アユの産卵場は6号線より下流部にあると思われる。

、 、 、 、 、 。放流に関する情報 ・コイ ウグイ ウナギ イワナ ヤマメ アユを放流している
・このほかに、サケの稚魚も放流している。昨年は14,487,000尾
を放流。
・アユは中間育成を事務所の大型水槽で行っている。

河川環境に関する情報 ・下流部ではサケ漁の邪魔になるので石は排除している。
過去の情報 ・昔に比べて魚は減っている。

・特にウグイ、カジカ、エビ類がかなり減少している。

Ｃ その他

木戸川では、鮭増殖事業が行われている。

放流対象種

本
流

木戸川
イワナ、ウグイ、ウナギ、
ヤマメ

放流場所
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定は表8-13のとおりである。

採捕禁止区域は 「双葉郡楢葉町地内金剛川排水門左岸端から木戸川左岸を真北に見通した、

線の下流部全域 、採捕禁止区域及び採捕禁止期間は 「双葉郡楢葉町地内常磐線木戸川鉄橋」 、

の橋脚上流端から同町地内金剛川排水門左岸端から木戸川左岸を真北に見通した線までの区

域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。

また、魚種ごとに採取禁止の措置を実施している。

表8-13 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考
区 採捕禁止 双葉郡楢葉町地内金剛川 毎年1月1日から12月31日まで －
域 区域 排水門左岸端から木戸川
に 左岸を真北に見通した線
関 の下流部全域
す 採捕禁止 双葉郡楢葉町地内常磐線 毎年9月20日から11月30日まで －
る 区域及び 木戸川鉄橋の橋脚上流端
規 採捕禁止 から同町地内金剛川排水
制 期間 門左岸端から木戸川左岸

を真北に見通した線まで
の区域

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考
種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －
に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －
関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引
す き続き淡水域で生活する期間
る におけるものをいう。
規 イワナ エゾイワナを含む。
制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －
サイズ ヤマメ

イワナ
ウナギ 21cm以下
ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討事項

水生生物の生息状況の適応性は、上記1の情報を整理すると下表となることから、木戸

川は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は12.7～13.3℃、最高水温の平均値は22.1～23.

1℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ サケ、ヤマメ、アメマス

ワカサギの生息情報 ニッコウイワナ、イワナ属の一種、

カジカ、アユ

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ サケ、ヤマメ、ニッコウイワナ、カ

ワカサギの生息情報 ジカ、アユ
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関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ、モ

クズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロ

ウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ

属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジ

ョウ、ボラ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規制の規定では、採捕禁止区域が「双葉郡楢葉町地内金剛川排水

門左岸端から木戸川左岸を真北に見通した線の下流部全域 、採捕禁止区域及び採捕禁止期」

間は 「双葉郡楢葉町地内常磐線木戸川鉄橋の橋脚上流端から同町地内金剛川排水門左岸端、

から木戸川左岸を真北に見通した線までの区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」であ

る。

このほか、特別域について現時点では、当てはめに適当な水域の情報が不足しており、

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

木戸川 生物Ａ イ 長瀞橋、木戸川橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。





９ 浅見川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

浅見川は、福島県双葉郡広野町大字上浅見川字篇平に水源を発し、広野町を東に流下し太

平洋に注ぐ流路延長16.0kmの二級河川である。

（２） 水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図9-A）

浅見川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は表9-1のとおりである。

表9-1 環境基準類型指定状況(浅見川）

（イ）水質の汚濁の状況（表9-2及び図9-1）

ＢＯＤは、広野町水道取水点上流、坊田橋とも環境基準を達成しており、0.6～1.7mg/l

の範囲にある。経年的には、広野町水道取水点上流、坊田橋ともほぼ横ばいで推移してい

る。pH、BOD、SSは両地点ともすべての年度、地点で環境基準を達成している。

表9-2 近年の水質の状況(浅見川)

類型 区間

広野町水道取水点上流 補助点

坊田橋 環境基準点

測定地点
の種類河川名水系名

環境類型指定状況
水質測定地点名

全域

№

9 Ａ浅見川浅見川

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
補助点 H17 0.6 ～ 1.0 0.7 0.7 6 7.1 ～ 7.3 6

H16 <0.5 ～ 0.7 0.6 0.7 6 6.9 ～ 7.5 6
H15 <0.5 ～ 1.3 0.9 1.2 6 6.9 ～ 7.2 6
H14 0.5 ～ 2.2 1.1 1.7 6 7.0 ～ 7.3 6
H13 0.5 ～ 1.4 0.8 1.1 6 6.9 ～ 7.3 6
H12 <0.5 ～ 0.9 0.6 0.6 6 7.1 ～ 7.3 6

環境 H17 <0.5 ～ 2.2 1.0 1.2 12 7.1 ～ 7.3 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.2 0.8 0.9 12 6.9 ～ 7.4 12

H15 <0.5 ～ 1.9 0.9 1.3 12 6.9 ～ 7.4 12
H14 <0.5 ～ 3.3 1.2 1.3 12 7.0 ～ 7.5 12
H13 <0.5 ～ 1.9 1.0 1.2 12 6.9 ～ 7.4 12
H12 <0.5 ～ 1.7 0.9 1.1 12 6.8 ～ 7.4 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

2以下

2以下

浅見川 Ａ

Ａ

広野町
水道
取水点
上流

坊田橋

6.5
～
8.5

種類河川名 類型 測定地点 年度 BOD(mg/l) pH

6.5
～
8.5

浅見川

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 8.9 ～ 13 11 6 <1 ～ 2 1 6 23 ～ 7000 1600 6
H16 8.7 ～ 13 11 6 <1 ～ <1 <1 6 23 ～ 4900 910 6
H15 9.0 ～ 12 10 6 <1 ～ 1 1 6 22 ～ 2400 700 6
H14 9.4 ～ 13 11 6 <1 ～ <1 <1 6 23 ～ 2800 840 6
H13 8.8 ～ 12 10 6 <1 ～ 1 1 6 5 ～ 490 120 6
H12 9.2 ～ 13 11 6 <1 ～ <1 <1 6 11 ～ 230 97 6
H17 9.1 ～ 14 11 12 <1 ～ 9 3 12 240 ～ 49000 8500 12
H16 9.5 ～ 13 11 12 <1 ～ 4 2 12 330 ～ 14000 3600 12
H15 9.0 ～ 13 10 12 <1 ～ 16 3 12 70 ～ 17000 3900 12
H14 8.5 ～ 14 11 12 <1 ～ 4 2 12 220 ～ 14000 4500 12
H13 9.2 ～ 12 11 12 <1 ～ 7 3 12 130 ～ 54000 6900 12
H12 9.3 ～ 13 11 12 <1 ～ 7 3 12 33 ～ 7000 2100 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

25
以下

1000
以下

年度測定地点

広野町
水道
取水点
上流

坊田橋

大腸菌群数(MPN/100ml)ＤＯ(mg/l) ＳＳ(mg/l)

7.5
以上

25
以下

1000
以下

7.5
以上
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図9-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表9-3及び図9-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点及び補助点で測定を行っており、各年度の平均値

は広野町水道取水点上流が0.002、0.002mg/L、坊田橋が0.003、0.001mg/Lであった。

なお、事業所排水中の全亜鉛に関する情報はない。

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.32 ～ 0.58 0.44 4 0.010 ～ 0.033 0.021 4
H16 0.26 ～ 0.49 0.38 4 0.009 ～ 0.037 0.018 4
H15 0.29 ～ 0.40 0.34 4 0.011 ～ 0.032 0.020 4
H14 0.41 ～ 0.68 0.52 4 0.011 ～ 0.027 0.019 4
H13 0.29 ～ 0.64 0.47 4 <0.003 ～ 0.053 0.032 4
H12 0.30 ～ 0.67 0.49 4 0.008 ～ 0.024 0.015 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

広野町
水道
取水点
上流

坊田橋

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
測定地点 年度

0

0.3

0.6

0.9

1.2

1.5

1.8

広野町水道取水点上流 坊田橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m

g/
l
)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの
　　　基準
　AA：～1
　A ：～2
　B ：～3
　C ：～5
　D ：～8
　E ：～10
　　　(mg/L)
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表9-3 全亜鉛の状況

図9-2 全亜鉛の縦断分布図

（３）水温（表9-4及び図9-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の広野町水道取水点上流が19.4℃、下流側の坊田橋

が24.9℃であった。平均水温の平均値は、広野町水道取水点上流が11.7℃、坊田橋が14.2℃

であり、最低水温の平均値は、広野町水道取水点上流が3.3℃、坊田橋が3.7℃であった。

最小 ～ 最大 平均 N
H17 <0.001 ～ 0.004 0.002 4
H16 <0.001 ～ 0.005 0.002 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.002 0.001 4
H16 0.001 ～ 0.005 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度河川名 測定地点
全亜鉛(mg/l)

広野町
水道

取水点
上流

坊田橋

浅見川

浅見川

0.00

0.01

0.02

0.03

広野町水道
取水点上流

坊田橋

全
亜

鉛
　
年

平
均

（
mg

/l
)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物 A　：～0.03

 生物特A：～0.03

 生物 B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　 (mg/L)



表9-4 水温の状況

図9-3 水温の縦断分布

（３） 河床構造等

（ア）河床材料（図9-B）

現地調査の結果、河床材料は石を主体とし、それに下流部では岩、礫、砂、上流部では

岩、礫が加わる状況であった。

（イ）流量（表9-5及び図9-4）

。上流側の広野町水道取水点上流の平均流量は0.41m /s、坊田橋が0.59 m /sとなっている3 3

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 19.5 11.4 3.4 6 2,4,6,8,10,12
平成13年度 17.8 11.4 4.8 6 2,4,6,8,10,12
平成14年度 20.3 12.0 3.0 6 2,4,6,8,10,12
平成15年度 17.5 11.8 2.8 6 2,4,6,8,10,12
平成16年度 21.4 12.0 2.4 6 2,4,6,8,10,12
平成17年度 19.9 11.4 3.2 6 2,4,6,8,10,12

平均 19.4 11.7 3.3 - -
平成12年度 25.2 14.1 4.3 12 -
平成13年度 23.6 14.4 5.4 12 -
平成14年度 26.0 14.0 1.5 12 -
平成15年度 24.2 15.0 4.6 12 -
平成16年度 26.1 14.2 3.0 12 -
平成17年度 24.0 13.7 3.1 12 -

平均 24.9 14.2 3.7 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

広野町水道取水点上流 補助点

坊田橋 環境基準点
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0.20

0.40

0.60

0.80
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平均

最低

Ａ類型
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表9-5 流量の状況

図9-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

浅見川にダムは設置されていない。

（エ）主な流入河川

「河川調書 （福島県土木部）によると、浅見川に流入する主な河川はない。」

（オ）河川改修計画

浅見川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表9-6及び図9-C）

既存文献によると、浅見川本流で2目2科3種、支流で1目1科1種、計2目2科3種が記録されて

いる。

（ア）温水性の魚介類

、既存文献によると、浅見川に生息する温水性の魚介類はウグイ1種である。ウグイは№4

№8で確認されている。

なお、浅見川には漁業権が設定されていないことから温水性の魚介類の放流は行われて

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 0.56 0.30 0.18 6 2,4,6,8,10,12
平成13年度 1.12 0.42 0.13 6 2,4,6,8,10,12
平成14年度 0.65 0.35 0.18 6 2,4,6,8,10,12
平成15年度 1.19 0.57 0.14 6 2,4,6,8,10,12
平成16年度 0.66 0.36 0.09 6 2,4,6,8,10,12
平成17年度 0.85 0.45 0.24 6 2,4,6,8,10,12

平均 0.84 0.41 0.16 - -
平成12年度 2.59 0.72 0.23 12 -
平成13年度 1.98 0.77 0.12 12 -
平成14年度 1.79 0.68 0.28 12 -
平成15年度 1.20 0.50 0.14 12 -
平成16年度 1.48 0.50 0.15 12 -
平成17年度 0.87 0.39 0.18 12 -

平均 1.65 0.59 0.18 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

広野町水道取水点上流 補助点

坊田橋 環境基準点

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)
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Ａ類型
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いない。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、浅見川に生息する冷水性の魚介類はヤマメ、イワナ（ニッコウイワ

ナ）の2種（支川はイワナ1種）である。イワナは上流側で、ヤマメは下流側で確認されて

いる。

なお、浅見川には漁業権が設定されていないことから冷水性の魚介類及びアユ・ワカサ

ギの放流は行われていない。

表9-6 既存文献確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況

浅見川については、漁業権が設定されていない。

ｂ ヒアリング結果の調査

浅見川には漁業協同組合が存在していないため、ヒアリング調査は実施しなかった。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表9-7に示す魚種については採捕禁止の措置を実施

している。

№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ● ●

2 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ● ● ● ●

生物Ｂ 3 ｺｲ目 ｺｲ科 ｳｸﾞｲ ● ●

2科 3種 1種 1種 1種 2種 1種 1種 1種 2種

　注　1）種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　2)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　3)№1、№2は本流ではなく支流である。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　　「魚類調査報告書」（1999～2004：財団法人ふくしま海洋科学館提供資料）

         【№1,№2,№3,№4,№5,№6,№7,№8】

分類

2目

確認地点
№ 目　名 科　名 種　名
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表9-7 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応状況は、上記1の情報を踏まえると下表となることから、浅

見川は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は11.7～14.2℃、最高水温の平均値は19.4～24.

9℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、ニッコウイワナ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ウグイ

（２）特別域の設定の必要性について

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場（繁

殖場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されてい

、ない。このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

浅見川 生物Ａ イ 坊田橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

１ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考
種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －
に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －
関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引
す き続き淡水域で生活する期間
る におけるものをいう。
規 イワナ エゾイワナを含む。
制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 － －
サイズ ヤマメ

イワナ
ウナギ 21cm以下
ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」
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１０ 夏井川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

夏井川は、阿武隈山系大滝根山（1,192.5m） 、仙台平（870.1m） 、高柴山(884.4m)、黒

石山（864.5m) を結ぶ稜線を分水嶺とし、南に流下し滝根町で梵天川、小野町で右支夏井川

を合流後、向きを南東に変え、阿武隈山地を横断し、更にいわき市で小玉川、好間川、新川

を合流した後、太平洋に注ぐ法指定区間67.1kmの二級河川である。

（２） 水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図10-Ａ）

。夏井川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点は、表10-1のとおりである

（イ）水質の汚濁の状況（表10-2、図10-1）

ＢＯＤの75％値は、水質汚濁に係る環境基準類型指定がされていない右支夏井川の地点

を除くと、蟹内橋と最終処分場の出口付近の平成12年度に環境基準を超えているが、これ

以外は環境基準を達成しており0.9～2.0mg/Lの範囲にある。経年的には、水質測定計画外

の右支夏井川４地点、夏井川の蟹内橋、最終処分場出口付近、山下谷橋は測定回数が２～

３ヵ年度であるため判断が困難であるが、夏井川の北ノ内橋、久太夫橋、六十枚橋につい

類型 区間

宮ノ前橋 水質測定計画外

按田橋 水質測定計画外

浄水場取水口 水質測定計画外

小治郎橋 水質測定計画外

蟹内橋 水質測定計画外

最終処分場出口付近 水質測定計画外

北ノ内橋 環境基準点

山下谷橋 水質測定計画外

久太夫橋 環境基準点

Ｂ
好間川合流点より
下流

六十枚橋 環境基準点

好間川合流点より
上流

測定地点
の種類

河川名
環境類型指定状況

水質測定地点名

夏井川

右支
夏井川

－

Ａ

－
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表10-1 環境基準類型指定状況（夏井川）



ては、ほぼ横ばいで推移している。

ＤＯ及びＳＳは、北ノ内橋で環境基準を超える年度があるが、その他の地点ではｐＨ、

ＤＯ及びＳＳとも、全ての年度で環境基準を達成している。

表10-2 近年の水質の状況(夏井川)

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 0.8 ～ 4.7 1.7 1.4 6 6.9 ～ 7.3 6
H14 <0.5 ～ 2.8 1.4 2.6 6 7.0 ～ 7.8 6
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 0.5 ～ 2.5 1.4 1.7 6 7.1 ～ 7.4 6
H14 <0.5 ～ 3.2 1.1 1.4 6 7.1 ～ 7.7 6
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 1.1 ～ 2.5 2.0 2.5 6 7.1 ～ 7.5 6
H14 <0.5 ～ 2.7 1.3 2.0 6 7.2 ～ 7.6 6
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 1.7 ～ 3.5 2.7 3.2 6 7.1 ～ 7.4 6
H14 <0.5 ～ 3.5 1.9 2.8 6 7.2 ～ 7.5 6
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 0.9 ～ 2.3 1.7 2.0 4 7.2 ～ 8.0 4
H12 <0.5 ～ 3.4 1.4 2.5 6 7.4 ～ 7.6 6

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 1.1 ～ 2.8 2.0 2.0 4 7.4 ～ 7.9 4
H12 <0.5 ～ 2.9 1.3 2.6 6 7.5 ～ 7.6 6

環境 H17 0.8 ～ 1.9 1.3 1.3 12 7.1 ～ 7.5 12
基準点 H16 <0.5 ～ 2.6 1.1 1.3 12 6.9 ～ 7.5 12

H15 <0.5 ～ 3.6 1.3 1.3 12 7.0 ～ 7.4 12
H14 <0.5 ～ 3.0 1.5 2.0 12 7.1 ～ 7.6 12
H13 0.6 ～ 3.7 1.5 1.7 12 7.2 ～ 7.6 12
H12 1.1 ～ 2.5 1.7 1.9 12 6.8 ～ 7.4 12

水質測定 H17 <0.5 ～ 2.1 0.9 0.9 12 7.2 ～ 7.8 12
計画外 H16 <0.5 ～ 2.3 0.9 1.0 12 7.4 ～ 7.9 12

H15 0.7 ～ 5.7 1.4 1.1 12 7.5 ～ 7.8 12
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －

環境 H17 <0.5 ～ 2.7 0.9 1.0 12 7.2 ～ 7.6 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.4 0.8 0.9 12 7.2 ～ 7.7 12

H15 <0.5 ～ 1.7 1.0 1.2 12 7.1 ～ 7.8 12
H14 <0.5 ～ 1.5 0.8 1.1 12 7.1 ～ 7.6 12
H13 0.5 ～ 1.8 0.9 1.1 12 6.8 ～ 7.9 12
H12 <0.5 ～ 1.6 0.9 1.2 12 7.2 ～ 7.8 12

2以下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

 

 

 

 

久太夫橋

 

 

 

 

2以下

2以下

2以下

2以下

蟹内橋

最終
処分場
出口付近

北ノ内橋

山下谷橋

宮ノ前橋

按田橋

浄水場
取水口

小治郎橋

夏井川 Ａ

夏井川 Ａ

夏井川 Ａ

ー

ー

ー

Ａ

夏井川 Ａ

夏井川

河川名 類型

右支
夏井川

右支
夏井川

右支
夏井川

右支
夏井川

ー

測定地点 年度
BOD(mg/L) pH

種類

環境 H17 <0.5 ～ 2.1 1.0 1.1 12 7.2 ～ 7.5 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.6 0.9 1.0 12 7.2 ～ 7.5 12

H15 0.6 ～ 3.1 1.3 1.4 12 7.2 ～ 7.5 12

H14 0.6 ～ 3.2 1.2 1.2 12 7.2 ～ 7.5 12

H13 0.8 ～ 4.8 1.8 2.0 12 6.9 ～ 7.5 12

H12 <0.5 ～ 1.6 0.9 1.2 12 7.2 ～ 7.5 12
　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

3以下
6.5
～
8.5

六十枚橋夏井川 Ｂ
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最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 8.3 ～ 12 10 6 3 ～ 22 8 6 1500 ～ 24000 10867 6
H14 7.9 ～ 12 10 6 1 ～ 18 10 6 430 ～ 21000 7622 6
H13 － － － － － － － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 8.5 ～ 12 10 6 1 ～ 5 4 6 430 ～ 24000 13888 6
H14 8.2 ～ 12 10 6 2 ～ 9 6 6 930 ～ 9300 4060 6
H13 － － － － － － － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 8.3 ～ 12 10 6 2 ～ 11 5 6 9300 ～ 24000 16933 6
H14 8.4 ～ 12 10 6 <1 ～ 7 4 6 930 ～ 24000 7822 6
H13 － － － － － － － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 7.5 ～ 12 10 － 5 ～ 26 11 6 9000 ～ 46000 27600 6
H14 7.6 ～ 12 10 － 2 ～ 11 7 6 7500 ～ 46000 18800 6
H13 － － － － － － － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － － － － － － －
H13 8.9 ～ 11 10 － 1 ～ 4 2 4 3900 ～ 46000 15425 4
H12 8.6 ～ 13 11 － 1 ～ 5 3 6 2000 ～ 46000 12200 6
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － － － － － － －
H13 9.5 ～ 11 10 － <1 ～ 4 2 4 1500 ～ 9300 4375 4
H12 8.1 ～ 13 10 － 2 ～ 8 5 6 900 ～ 9300 3267 6
H17 8.6 ～ 14 11 12 1 ～ 14 6 12 490 ～ 350000 39000 12
H16 8.1 ～ 15 11 12 2 ～ 38 10 12 1300 ～ 33000 9300 12
H15 7.2 ～ 13 10 12 3 ～ 22 7 12 790 ～ 130000 22000 12
H14 7.9 ～ 13 10 12 1 ～ 12 6 12 1400 ～ 110000 22000 12
H13 7.4 ～ 12 10 12 2 ～ 14 6 12 490 ～ 79000 24000 12
H12 7.4 ～ 13 10 12 4 ～ 78 24 12 1100 ～ 49000 14000 12
H17 － － － 1 ～ 9 3 12 3300 ～ 33000 11000 12
H16 － － － 1 ～ 14 5 12 2400 ～ 170000 37000 12
H15 － － － <1 ～ 23 4 12 1700 ～ 540000 65000 12
H14 － － － － － － － － －
H13 － － － － － － － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 8.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 11 4 12 2200 ～ 49000 10000 12
H16 8.0 ～ 13 10 12 <1 ～ 10 3 12 490 ～ 33000 11000 12
H15 8.5 ～ 14 11 12 <1 ～ 14 4 12 140 ～ 130000 23000 12
H14 8.0 ～ 12 10 12 <1 ～ 22 4 12 490 ～ 49000 12000 12
H13 10 ～ 14 11 12 <1 ～ 25 5 12 700 ～ 22000 5100 12
H12 7.7 ～ 13 9.8 9.8 1 ～ 18 6 12 490 ～ 49000 7000 12

25
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

1000
以下

7.5
以上

　

　

　

　

　

　

　

　

25
以下

北ノ内橋

山下谷橋

久太夫橋

最終
処分場

出口付近 25
以下

25
以下

25
以下

7.5
以上

7.5
以上

大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/L)ＤＯ(mg/L)

7.5
以上

7.5
以上

　

　

　

　

年度測定地点

蟹内橋

宮ノ前橋
（右支）

按田橋
（右支）

浄水場
取水口

（右支）

小治郎橋
（右支）

H17 6.2 ～ 13 10 12 <1 ～ 15 4 12 3300 ～ 49000 14000 12
H16 7.5 ～ 12 9.8 12 <1 ～ 24 6 12 1300 ～ 49000 16000 12
H15 7.1 ～ 12 9.4 12 <1 ～ 16 6 12 1700 ～ 540000 62000 12
H14 6.4 ～ 12 9.2 12 1 ～ 15 5 12 2200 ～ 130000 23000 12
H13 8.3 ～ 12 10 12 1 ～ 22 5 12 3500 ～ 170000 42000 12
H12 6.9 ～ 13 9.5 12 1 ～ 21 6 12 1100 ～ 35000 13000 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

5
以上

25
以下

5000
以下

六十枚橋
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最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 1.2 ～ 1.5 1.4 4 0.037 ～ 0.086 0.063 4
H16 1.1 ～ 1.4 1.2 4 0.031 ～ 0.14 0.071 4
H15 1.2 ～ 1.4 1.3 4 0.038 ～ 0.12 0.069 4
H14 1.2 ～ 1.6 1.4 4 0.018 ～ 0.17 0.079 4
H13 1.1 ～ 1.7 1.5 4 0.048 ～ 0.12 0.074 4
H12 1.3 ～ 2.1 1.6 4 0.097 ～ 0.86 0.31 4
H17 0.30 ～ 1.7 1.1 12 <0.003 ～ 0.64 0.092 12
H16 0.84 ～ 1.7 1.3 12 0.002 ～ 0.26 0.074 12
H15 0.85 ～ 2.7 1.7 12 0.005 ～ 0.20 0.064 12
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 <0.05 ～ 1.5 0.98 4 0.022 ～ 0.060 0.042 4
H16 0.87 ～ 1.1 0.94 4 0.034 ～ 0.17 0.082 4
H15 0.92 ～ 3.6 1.7 4 0.035 ～ 0.20 0.092 4
H14 <0.05 ～ 8.3 2.8 4 0.017 ～ 0.17 0.075 4
H13 0.92 ～ 4.1 1.9 4 0.023 ～ 1.10 0.34 4
H12 0.70 ～ 1.2 0.95 4 0.038 ～ 0.30 0.11 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

蟹内橋

最終
処分場
出口付近

全窒素(mg/L) 全燐(mg/L)
年度

小治郎橋
（右支）

測定地点

宮ノ前橋
（右支）

按田橋
（右支）

浄水場
取水口
（右支）

北ノ内橋

山下谷橋

久太夫橋

六十枚橋



（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表10-3、表10-4、図10-2）

全亜鉛は、平成16、17年度に夏井川の北ノ内橋、山下谷橋、久太夫橋、六十枚橋で測定

を行っており、各年度の平均値は北ノ内橋で0.003、0.003 mg/L、山下谷橋で0.001、0.005

mg/L、久太夫橋で0.003、0.001mg/L、六十枚橋で0.004、0.002mg/Lであった。

また、当水域内の事業場について、排水中の全亜鉛を測定した結果は0.01 mg/L未満から

1.9 mg/Lまでの範囲であった。

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － H17 － － －
H16 － － － H16 － － －
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 － － － H17 <0.001 ～ 0.004 0.003 4
H16 － － － H16 0.001 ～ 0.005 0.003 4
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 － － － H17 0.004 ～ 0.005 0.005 2
H16 － － － H16 <0.001 ～ 0.002 0.001 2
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 － － － H17 <0.001 ～ 0.001 0.001 4
H16 － － － H16 <0.001 ～ 0.005 0.003 4
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 － － － H17 <0.001 ～ 0.004 0.002 4
H16 － － － H16 <0.001 ～ 0.011 0.004 4
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

夏井川

最終
処分場
出口付近

北ノ内橋

山下谷橋

久太夫橋

六十枚橋

夏井川

夏井川

夏井川

夏井川右支
夏井川

夏井川

宮ノ前橋

按田橋

浄水場
取水口

小治郎橋

蟹内橋

右支
夏井川

右支
夏井川

右支
夏井川

河川名 測定地点 年度
全亜鉛(mg/l)全亜鉛(mg/l)

河川名 測定地点 年度

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

宮
ノ
前
橋

按
田
橋

浄
水
場

取
水
口

小
治
郎
橋

蟹
内
橋

最
終
処
分
場

出
口
付
近

北
ノ
内
橋

山
下
谷
橋

久
太
夫
橋

六
十
枚
橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 
７
５
％
値
　
(m
g
/l
)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの
　　　基準
　AA：～1
　A ：～2
　B ：～3
　C ：～5
　D ：～8
　E ：～10

Ｂ類型

- 131 -

図10-1 ＢＯＤの縦断分布図

表10-3 全亜鉛の状況
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（表10-5、図10-3）（３）水温

各年度の水温を上流側は北の内橋、下流側は六十枚橋で見てみると、最高水温の平均値は、

北ノ内橋が24.1℃、六十枚橋が24.8℃、平均水温の平均は、北ノ内橋が12.｡3℃、六十枚橋が

10.5℃、最低水温の平均は、北ノ内橋が1.2℃、六十枚橋が2.7℃であり、いずれも下流側で

水温が高い状況である。
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Ｂ類型

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/L)

絹・人絹織物機械染色業 夏井川中流 350 380 450 -

工業用ゴム製品製造業 夏井川上流 25 31 8 0.7

プリント回路製造業 夏井川中流 800 950 700 <0.01 

上水道業 夏井川中流 2 4 - -

下水道処理施設維持管理業 夏井川下流 32,632 101,879 16,000 0.05

産業廃棄物処分業 夏井川中流 7,100 7,700 7,080 <0.01 

産業廃棄物処分業 夏井川下流 <1 23,760 0 <0.01 

工業団地 夏井川中流 10 15 7 <0.1 

工業団地 夏井川中流 22 22 0 1.9

表10-4 事業場排水中の全亜鉛の状況

図10-2 全亜鉛のの縦断分布図

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 19.6 11.4 3.3 6 2,3,6,7,9,11
平成15年度 17.5 10.1 3.0 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 18.6 10.8 3.2 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 20.8 11.7 3.5 6 2,3,6,7,9,11
平成15年度 18.7 10.5 3.5 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 19.8 11.1 3.5 - -

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

宮ノ前橋（右
支）

水質測定計画外

按田橋（右支） 水質測定計画外

表10-5 水温の状況
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最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 22.1 12.4 3.7 6 2,3,6,7,9,11
平成15年度 19.5 10.9 3.4 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 20.8 11.7 3.6 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 24.0 13.7 4.2 6 2,3,6,7,9,11
平成15年度 22.4 11.7 3.3 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 23.2 12.7 3.8 - -
平成12年度 20.5 12.3 1.7 6 1,3,5,7,9,11
平成13年度 22.0 14.6 7.1 4 1,4,7,10
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 21.3 13.5 4.4 - -
平成12年度 19.5 12.0 1.3 6 1,3,5,7,9,11
平成13年度 24.0 14.4 5.8 4 1,4,7,10
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 21.8 13.2 3.6 - -
平成12年度 24.2 12.8 -3.5 12 -
平成13年度 30.0 13.6 2.3 12 -
平成14年度 20.5 11.8 2.6 12 -
平成15年度 22.0 11.4 1.7 12 -
平成16年度 23.8 12.5 3.5 12 -
平成17年度 23.8 11.5 0.3 12 -

平均 24.1 12.3 1.2 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 21.0 12.3 3.4 12 -
平成16年度 21.5 11.7 2.7 12 -
平成17年度 20.3 11.1 1.5 12 -

平均 20.9 11.7 2.5 - -
平成12年度 25.5 15.4 3.6 12 -
平成13年度 29.0 15.3 4.5 12 -
平成14年度 27.5 13.9 3.5 12 -
平成15年度 24.7 14.2 4.5 12 -
平成16年度 23.5 13.9 2.4 12 -
平成17年度 23.0 13.0 3.0 12 -

平均 25.5 14.3 3.6 - -
平成12年度 25.4 13.4 0.8 12 -
平成13年度 24.5 13.8 3.1 12 -
平成14年度 28.5 13.8 2.7 12 -
平成15年度 25.0 14.2 3.5 12 -
平成16年度 22.7 13.3 3.0 12 -
平成17年度 22.8 13.0 2.5 12 -

平均 24.8 10.5 2.7 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

浄水場取水口（右支） 水質測定計画外

蟹内橋 水質測定計画外

小治郎橋（右支） 水質測定計画外

六十枚橋 環境基準点

山下谷橋 水質測定計画外

久太夫橋 環境基準点

北ノ内橋 環境基準点

最終処分場出口付近 水質測定計画外



（４）河床構造等

（ア）河床材料（図10-Ｂ）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）によると、河床材料は、概ね河口から約24km）」

までは礫、砂、それより上流では岩、礫、砂となっている。

（イ）流量（表10-6、図10-4）

上流側からの平均流量は、北ノ内橋は2.51m /s、山下谷橋が5.16m /s、久太夫橋が6.77m /3 3 3

s六十枚橋が13.97m /sとなっている。3

。なお、右支夏井川の４地点、蟹内橋、最終処分場出口付近では流量が測定されていない
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最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 5.90 2.95 1.80 11 -
平成13年度 3.80 1.92 0.88 11 -
平成14年度 4.78 2.71 1.68 12 -
平成15年度 3.80 2.22 1.05 12 -
平成16年度 9.11 3.13 1.27 12 -
平成17年度 3.42 2.11 1.31 12 -

平均 5.14 2.51 1.33 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 - - - - -
平成14年度 - - - - -
平成15年度 9.15 4.83 1.63 12 -
平成16年度 10.60 5.54 2.17 12 -
平成17年度 10.11 5.09 2.46 12 -

平均 9.95 5.15 2.09 - -
平成12年度 19.02 8.48 2.80 12 -
平成13年度 37.98 7.03 0.45 12 -
平成14年度 12.64 5.80 2.88 12 -
平成15年度 11.75 6.04 1.58 12 -
平成16年度 11.50 7.28 1.70 12 -
平成17年度 12.31 5.97 2.20 12 -

平均 17.53 6.77 1.94 - -
平成12年度 39.28 16.97 4.41 12 -
平成13年度 64.17 15.53 3.10 12 -
平成14年度 38.91 12.15 4.00 12 -
平成15年度 48.90 13.57 1.96 12 -
平成16年度 27.10 14.26 5.80 12 -
平成17年度 23.12 11.36 1.99 12 -

平均 40.25 13.97 3.54 - -
　注　N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

六十枚橋 環境基準点

山下谷橋 水質測定計画外

久太夫橋 環境基準点

北ノ内橋 環境基準点

水質測定地点名 流量(m3/s) 地点の種類採取年度
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図10-3 水温の縦断分布

表10-6 流量の状況
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（ウ）主な河川構造物

夏井川本川にはダムは設置されていない。

(出典:河川区分検討シート（案）(福島県 ）主な河川横断構造物を図10-5に示す。 ）

（エ）主な流入河川

夏井川への主な流入河川を図10-6に示す。
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出典：「河川調書」（福島県土木部）

図10-4 流量の縦断分布

図10-5 主な河川横断構造物

図10-6 夏井川への主な流入河川
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（オ）河川改修計画

夏井川に関しては、河川改修を実施している。

（表10-6及び図10-Ｃ）（５）魚介類

既存文献によると、夏井川本流で14目28科63種、支川（右支夏井川）で8目11科23種、計14

目29科65種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合にヒアリングした結果では、漁業としては生息魚種を把握していない

とのことであった。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、夏井川に生息する温水性の魚介類（支川を含む）はヤマトシジミ、

マシジミ、テナガエビ、スジエビ、ヌカエビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブ

、ナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、シマヨシノボリ

。オオヨシノボリ、トウヨシノボリ、ヨシノボリ属の一種の17種（～の一種を除く）である

これらの種は№12を除く全地点で数種が確認されている。

なお、これらの温水性の魚介類のうち、コイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流

対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

、既存文献によると、夏井川に生息する冷水性の魚介類（支川を含む）はニジマス、サケ

ヤマメ、ニッコウイワナ、カジカの5種、その他としてはアユ1種である。これらの種のう

ち、ヤマメについては、上流から中流にかけて確認されている。サケは下流、ニジマス、

イワナは上流で確認されている。また、アユについては中流から下流にかけて確認されて

いる。

。なお、これらの種のうちイワナ、ヤマメ、アユについては漁業権及び放流対象種である







（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表10-7～表10-10）

夏井川では、漁業権が設定（表10-7）されており、対象魚種はコイ、フナ、ウグイ、ウ

ナギ、イワナ、ヤマメ、アユの7魚種である。漁場の位置及び漁場の区域は、夏井川本流及

び支流の区域（新川及び南横川を除く）となっている。

過去5年間の漁獲量を表10-8に、放流量を表10-9に示す。なお、これら漁獲量及び放流量

は、支流も含まれる。

また、放流場所（平成17年）を表10-10に示す。

表10-7 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 夏井川漁業協同組合

所在地 福島県いわき市好間町下好間渋井131番地の3

免許番号 内共第九号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 夏井川本流及び支流の区域（新川及び南横川を除く）

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 いわき市、石川郡平田村（鴇子及び九生滝地区に限る 、田村郡）

小野町、田村市滝根町

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」
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表10-8 漁 獲 量



ｂ ヒアリング調査結果の整理

漁業協同組合へのヒアリング結果を整理すると表10-11のとおりである。

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・漁業協同組合としては生息種の把握は行っていない。特別採

捕許可申請の同意の際に調査結果をもらっている （内容は既存。

資料に反映済み）

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユを放流

している。

河川環境に関する情報 ・特になし

過去の情報 ・過去からの増減は不明だが、増えてはいないと思う。
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表10-9 放 流 量

表10-10 放 流 場 所

表10-11 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定は表10-12に示すとおりである。

採捕禁止区域は 「いわき市地内市道新舞子橋の橋脚上流端から下流部全域 、採捕禁止区、 」

域及び採捕禁止期間は 「いわき市地内市道広畑橋の橋脚上流端から夏井川と好間川との合流、

点までの区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。

また、魚種ごとに採捕禁止の措置を実施している。

表10-12 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考

区 採捕禁止 いわき市地内市道新 毎年1月1日から12月31日まで －

域 区域 舞子橋の橋脚上流端

関 から下流

す 採捕禁止 いわき市地内市道広 毎年9月20日から11月30日まで －

る 区域及び 畑橋の橋脚上流端か

規 採捕禁止 ら夏井川と好間川と

制 期間 の合流点までの区域

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日 －

関 ヤマメ まで サクラマスのうち、ふ出後引き続き淡水

す 域で生活する期間におけるものをいう。

る イワナ エゾイワナを含む。

規 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

制 採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」
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水域類型指定について２
（１）検討結果

ア 好間川合流点より上流

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表のとおりとなることか

。ら、好間川合流点より上流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は11.7～14.3℃、最高水温の平均値は20.9～25.

5℃。

、 、 、既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ニジマス ヤマメ ニッコウイワナ

ワカサギの生息情報 カジカ、アユ

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ、モ

クズガニ、コイ、ゲンゴロウブナ、

、 、 、ギンブナ キンブナ フナ属の一種

オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ヨシ

ノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

イ 好間川合流点より下流

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表のとおりとなることか

ら、好間川合流点より下流についても冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適

当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は13.5℃、最高水温の平均値は24.8℃。

実地調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ サケ、アユ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ヤマトシジミ、マシジミ、テナガエ

ビ、スジエビ、ヌカエビ、モクズガ

、 、 、 、ニ ウナギ コイ ゲンゴロウブナ

ギンブナ、オイカワ、ウグイ、ドジ

ョウ、ボラ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定では、採捕禁止区域が 「いわき市地内市道新舞子橋の、

橋脚上流端から下流部全域」は年間を通じて採捕禁止 「いわき市地内市道広畑橋の橋脚上、

流端から夏井川と好間川との合流点までの区域」は、毎年9月20日から11月30日までの期間

に限って採捕禁止となる区域であるが、現時点では、特別域の当てはめに適当な水域の情

報が不足しており、特別域の設定は困難である。



- 143 -

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況 現状水質 水温 魚介類の生息状況等を勘案す、 、 、

ると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

夏井川 生物Ａ イ 北ノ内橋、久太夫橋、六十枚橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１１ 仁井田川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

仁井田川は夏井川水系に属し、福島県いわき市四倉町駒込に水源を発し、いわき市を南に

流下した後、四倉町玉山付近で南東に流下し、横川を経て夏井川に合流して太平洋に注ぐ幹

川流路延長25.5kmの二級河川である。

（２） 水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図11-A）

宇多川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点は、表11－1のとおりである。

表11－1 環境基準類型指定状況（仁井田川）

（イ）水質の汚濁の状況（表11-1及び図11-1）

ＢＯＤは、松葉橋で平成13年度に環境基準を超えているが、それ以外では環境基準を達

成しており1.0～1.8mg/lの範囲にある。経年変化をみると、松葉橋は、基準値を超えた平

成13年度を除きほぼ横ばいで推移しており、霞田橋は、横ばいで推移している。

ＤＯ、ＳＳは松葉橋で環境基準を超える値も検出されているが、ｐＨは両地点ともすべ

て環境基準を達成している。

表11-2 近年の水質の状況(仁井田川)

類型 区間

霞田橋 補助点

松葉橋 環境基準点

水質測定地点名
測定地点
の種類

河川名

仁井田川 全域Ａ

環境類型指定状況

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
補助点 H17 <0.5 ～ 1.1 0.6 0.7 6 7.3 ～ 7.8 6

H16 <0.5 ～ 1.9 0.9 1.3 6 7.4 ～ 8.3 6
H15 0.8 ～ 2.3 1.3 1.3 6 7.5 ～ 8.3 6
H14 0.5 ～ 1.5 0.9 1.3 6 7.5 ～ 8.5 6
H13 <0.5 ～ 1.5 0.9 1.3 6 7.5 ～ 8.5 6
H12 <0.5 ～ 1.2 0.9 1.2 6 7.5 ～ 8.5 6

環境 H17 <0.5 ～ 3.8 1.3 1.2 12 7.4 ～ 8.0 12
基準点 H16 <0.5 ～ 4.4 1.2 1.3 12 7.3 ～ 8.1 12

H15 0.8 ～ 3.9 1.6 1.8 12 7.3 ～ 8.3 12
H14 <0.5 ～ 2.5 1.1 1.1 12 7.2 ～ 7.9 12
H13 0.6 ～ 4.9 2.3 3.1 12 7.2 ～ 8.0 12
H12 0.5 ～ 1.3 0.8 1.0 12 7.4 ～ 7.8 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

BOD(mg/l) pH
種類河川名 類型 測定地点 年度

仁井田川 Ａ 霞田橋

仁井田川 Ａ 松葉橋

2以下

2以下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

- 147 -



図11-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ） 全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表11-3、表11-4及び図11-2）

全亜鉛は、平成16、17年度に環境基準点及び補助点で測定を行っており、各年度の平均

値は霞田橋が0.003、0.003mg/l、松葉橋が0.003、0.005mg/lであった。

なお、水域内の１事業所について排水中の全亜鉛の測定結果は、0.01 mg/l未満であった。

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 9.6 ～ 13 11 6 <1 ～ 7 3 6 4600 ～ 24000 11000 6
H16 8.8 ～ 14 11 6 <1 ～ 7 3 6 490 ～ 22000 10000 6
H15 9.3 ～ 15 11 6 1 ～ 12 6 6 2400 ～ 33000 17000 6
H14 8.9 ～ 15 12 6 <1 ～ 23 8 6 1100 ～ 17000 9400 6
H13 9.4 ～ 13 12 6 1 ～ 17 6 6 1700 ～ 92000 20000 6
H12 8.2 ～ 12 10 6 <1 ～ 7 3 6 700 ～ 2800 1600 6
H17 6.8 ～ 13 10 12 1 ～ 24 6 12 1100 ～ 49000 16000 12
H16 7.6 ～ 13 10 12 <1 ～ 36 9 12 2200 ～ 130000 36000 12
H15 6.8 ～ 14 10 12 <1 ～ 18 7 12 3300 ～ 130000 37000 12
H14 5.9 ～ 11 9.0 12 1 ～ 25 11 12 1700 ～ 110000 27000 12
H13 8.2 ～ 13 11 12 1 ～ 17 8 12 940 ～ 54000 21000 12
H12 7.1 ～ 11 9.4 12 1 ～ 25 6 12 790 ～ 33000 8400 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

1000
以下

1000
以下

大腸菌群数(MPN/100ml)測定地点 ＤＯ(mg/l)年度

霞田橋

松葉橋

7.5
以上

ＳＳ(mg/l)

7.5
以上

25
以下

25
以下

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 <0.05 ～ 0.85 0.51 4 <0.003 ～ 0.058 0.040 4
H16 0.41 ～ 3.7 1.4 4 0.029 ～ 0.17 0.089 4
H15 0.64 ～ 1.7 1.1 4 0.042 ～ 0.14 0.091 4
H14 0.05 ～ 6.4 2.1 4 0.017 ～ 0.14 0.073 4
H13 0.76 ～ 1.4 1.0 4 0.029 ～ 0.30 0.14 4
H12 0.37 ～ 0.81 0.61 4 0.035 ～ 0.085 0.054 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

霞田橋

松葉橋

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
測定地点 年度

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

霞田橋 松葉橋

Ｂ
Ｏ

Ｄ
 ７

５
％
値

　
(m

g/
l
)

H17
H16
H15
H14

H13
H12

Ａ類型

類型：BODの

　　　基準

　AA：～1

　A ：～2

　B ：～3

　C ：～5

　D ：～8

　E ：～10

　　　(mg/L)
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表11-3 全亜鉛の状況

図11-2 全亜鉛の縦断分布図

表11-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表3-11-4及び図3-11-6～3-11-7）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の霞田橋が24.5℃、下流側の松葉橋が26.0℃で下流

側がやや高めであった。平均水温の平均値は、霞田橋が15.1℃、松葉橋が14.4℃、最低水温

の平均値は、霞田橋が5.8℃、松葉橋が4.0℃であり、下流側がやや低めであった。

表11-5 水温の状況

図11-3 水温の縦断分布

最小 ～ 最大 平均 N
H17 <0.001 ～ 0.008 0.003 4
H16 <0.001 ～ 0.007 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.014 0.005 4
H16 <0.001 ～ 0.006 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

仁井田川

仁井田川

全亜鉛(mg/l)
年度測定地点河川名

霞田橋

松葉橋

0.00

0.01

0.02

0.03

霞田橋 松葉橋

全
亜
鉛
　
年
平
均
（
mg
/l
)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03

 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

最高 平均 最低 N
平成12年度 23.2 15.0 5.7 6
平成13年度 28.5 15.5 6.0 6
平成14年度 25.8 15.4 5.2 6
平成15年度 25.5 15.2 7.0 6
平成16年度 23.5 15.5 5.5 6
平成17年度 20.5 13.9 5.3 6

平均 24.5 15.1 5.8 -
平成12年度 28.5 15.2 2.3 12
平成13年度 27.2 14.5 4.6 12
平成14年度 27.5 14.1 4.0 12
平成15年度 25.5 14.3 5.5 12
平成16年度 24.5 14.7 4.0 12
平成17年度 22.8 13.6 3.5 12

平均 26.0 14.4 4.0 -
　注　1)N：測定回数
　　　2)霞田橋の測定月は、６回とも奇数月である。
　出典：「水質年報」（福島県）

水温（℃）

霞田橋

松葉橋

採取年度水質測定地点名

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

霞田橋 松葉橋

水温
　６
年平

均
（℃
）

最高
平均

最低

Ａ類型

排水先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/L)

2281 砕石製造業 仁井田川 78 80 <1 <0.01 

特定施設業種
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（３） 河床構造等

（ア）河床材料（図11-B）

「平成6年度夏井川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （1995：相双建設事務」

所 「平成11年度夏井川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2000：相双建設事務）、 」

所 「平成16年度夏井川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2005：相双建設事務）、 」

所 「レッドデータブック関係調査資料 （2001～2002：福島県）によると、下流部の東舞）、 」

子橋付近が礫、砂、中流部の唐橋付近が礫、砂となっている。

また、現地調査の結果、河床材料は砂を主体とし、それに上流部では上流に向かうにつ

れ、石、礫が加わる状況であった。

（イ）流量（表11-6、図11-4）

上流側の霞田橋の平均流量は0.62m /s、松葉橋が0.67m /sとなっている。3 3

表11-6 流量の状況

図11-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

仁井田川の上流部には、いわき市四倉町八茎地内にアースダムにより農業用水を目的と

した千軒平溜池がある。そのダムの概要を表11-7に示す。

表11-７ 仁井田川のダムの概要

（エ）主な流入河川

仁井田川への主な流入河川を図11-5に示す。

最高 平均 最低 N
平成12年度 1.64 0.86 0.28 6
平成13年度 2.87 0.69 0.09 6
平成14年度 0.44 0.28 0.08 6
平成15年度 0.89 0.33 0.06 6
平成16年度 1.80 0.77 0.50 6
平成17年度 2.84 0.80 0.20 6

平均 1.75 0.62 0.20 -
平成12年度 3.06 0.85 0.00 12
平成13年度 5.29 1.04 0.00 12
平成14年度 1.68 0.58 0.00 12
平成15年度 2.27 0.66 0.11 12
平成16年度 0.80 0.39 0.00 12
平成17年度 1.52 0.48 0.00 12

平均 2.44 0.67 0.02 -

　　　2)霞田橋の測定月は、6回とも奇数月である。
　出典：「水質年報」（福島県）

流量(m3/s)

　注　1)N：測定回数

霞田橋

松葉橋

採取年度
水質測定
地点名

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3 /
s）

最高

平均

最低

Ａ類型

霞田橋 松葉橋
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図11－5 仁井田川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

仁井田川に関しては、河川改修を実施している。

（５）魚介類（表11-8、図11-Ｃ）

既存文献によると、10目20科34種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングによれば、漁業としては生息魚種を把握していないとの

ことであった。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、仁井田川に生息する温水性の魚介類はスジエビ、ヌカエビ、モクズ

ガニ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、

ドジョウ、ナマズ、ボラ、シマヨシノボリ、トウヨシノボリの14種（～の一種を除く）で

ある。これらの種は全地点で数種が確認されている。特にオイカワは全地点で確認されて

いる。

これらの温水性の魚介類コイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、仁井田川に生息する冷水性の魚介類はヤマメ、カジカの2種、その他

としてはアユ1種である。これらの種は比較的上流で確認されており、下流の地点では確認

されていない。

これらの種のうち、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。また、漁業協同組合

によると、放流魚種にイワナも含まれるが、仁井田川には放流していない。

上流 下流

袖
玉
野
川

白
岩
川

右
支
川

高
倉
川

仁井田川

平成14年4月1日現在
出典：「河川調書」（福島県土木部）



表11-8 既存文献確認種一覧

№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ●

2 ｶｻｺﾞ目 ｶｼﾞｶ科 ｶｼﾞｶ ●

その他 3 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ●

生物Ｂ 4 ｴﾋ゙ 目(十脚目) ﾃﾅｶ ｴ゙ﾋﾞ科 ｽｼﾞｴﾋﾞ ●

5 ﾇﾏｴﾋ゙ 科 ﾇｶｴﾋ゙ ● ● ●

6 ｲﾜｶ ﾆ゙科 ﾓｸｽ ｶ゙ﾞﾆ ●

7 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ●

8 ｹﾞﾝｺ゙ ﾛｳﾌﾞﾅ ●

9 ｷﾞﾝﾌ゙ ﾅ ● ● ● ● ●

10 ｷﾝﾌ ﾅ゙ ●

ﾌﾅ属の一種 ○

11 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ● ● ● ●

12 ｳｸﾞｲ ● ● ● ● ●

13 ﾄﾞｼ ｮ゙ｳ科 ﾄﾞｼ ｮ゙ｳ ● ● ● ● ● ●

14 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽﾞ ●

15 ｽｽ゙ ｷ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ ●

16 ﾊｾﾞ科 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

17 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ ● ● ● ●

対象外 18 ﾆﾅ目(中腹足目) ﾀﾆｼ科 ﾏﾙﾀﾆｼ ●

19 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ● ●

20 ﾊﾏｸﾞﾘ目(ﾏﾙｽﾀ ﾚ゙ｶﾞｲ目)ｼｼﾞﾐ科 ﾏｼｼ ﾐ゙ ●

21 ﾖｺｴﾋﾞ目(端脚目) ﾖｺｴﾋ゙ 科 ﾖｺｴﾋ゙ 科の一種 ●

22 ｴﾋ゙ 目(十脚目) ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ● ● ● ● ● ● ●

23 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾀﾓﾛｺ ● ● ● ●

24 ｶﾏﾂｶ ● ● ●

25 ﾄﾞｼ ｮ゙ｳ科 ｶﾗﾄ ｼ゙ﾞｮｳ ●

26 ｼﾏﾄ ｼ゙ﾞｮｳ ● ●

27 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞﾊ ﾁ゙ ●

28 ｽｽ゙ ｷ目 ｼﾏｲｻｷ科 ｺﾄﾋｷ ●

29 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ ● ●

30 ｵｵｸﾁﾊﾞｽ(ﾌ ﾗ゙ｯｸﾊ ｽ゙) ●

31 ﾊｾﾞ科 ｳｷｺ ﾘ゙ ●

32 ﾏﾊｾﾞ ●

33 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ●

34 ｶﾚｲ目 ｶﾚｲ科 ﾇﾏｶ ﾚ゙ｲ ●

20科 34種 4種 8種 5種 1種 0種 2種 2種 9種
　注　1）「～属の一種」については、同地点に同じ属が確認されている場合には集計していない。
　　　　　集計していないものは「○」で示した。

　　　2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」　
　　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　3)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　　「魚類調査報告書」（1999～2004：財団法人ふくしま海洋科学館提供資料）【№1,№2,№3,№5,№6,№7】
　　　　「平成６年度夏井川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書」（1995：いわき建設事務所）【№8】
　　　　「平成11年度夏井川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書」（2000：いわき建設事務所）【№8】
　　　　「レッドデータブック関係調査資料」（2001～2002：福島県）【№4】

分類

10目

確認地点
№ 目　名 科　名 種　名
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（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表11-9、表11-10）

仁井田川は夏井川水系に属することから、夏井川と同様に漁業権が設定(表11-9)されて

おり、対象魚種はコイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユの7魚種である。漁

場の位置及び漁場の区域は、夏井川本流及び支流の区域（新川及び南横川を除く）となっ

ている。

漁獲量、放流量については 「１０ 夏井川」に示したとおりである。、

また、放流場所（平成17年）を表11-10に示す。

表11-9 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 夏井川漁業協同組合

所在地 福島県いわき市好間町下好間渋井131番地の3

内共第九号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 夏井川本流及び支流の区域（新川及び南横川を除く）

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 いわき市、石川郡平田村（鴇子及び九生滝地区に限る 、田村郡）

小野町、田村市

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表11-10 放流場所

放流対象種

仁井田川源流～霞田橋 ヤマメ

松葉橋付近 フナ

支
流

赤沼川(横川) フナ

本
流

放流場所
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ｂ ヒアリング調査結果の整理（表11-11）

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると、表11-11のとおりである。

表11-11 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・漁業協同組合としては生息種の把握は行っていない。特別採

捕許可申請の同意の際に調査結果をもらっている （内容は既存。

資料に反映済み）

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

項 目 内 容

放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユを放流

している。

・仁井田川には主にヤマメを放流している。

河川環境に関する情報 ・特になし

過去の情報 ・過去からの増減は不明だが、増えてはいないと思う。

Ｃ その他

仁井田川では、鮭増殖事業が行われている。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表11-12に示す魚種については採捕禁止の措置を実

施している。

表11-12 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後

す 引き続き淡水域で生活する

る 期間におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」
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２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報整理すると下表のとおりとなることから、

仁井田川は、冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.4～15.1℃、最高水温の平均値は24.5～26.0℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、カジカ、アユ

ワカサギの生息情報

、 、 、 、関連事項 温水性の魚介類の生息情報 スジエビ ヌカエビ モクズガニ コイ

ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、

フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジ

ョウ、ナマズ、ボラ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場（繁殖

場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されていな

、い。このほか、特別域について、現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

仁井田川 生物Ａ イ 松葉橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１２ 好間川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

好間川は夏井川水系に属し、いわき市三和町上市萱字榎下の諏訪橋を起点にいわき市を南東

に流下し、夏井川に合流して太平洋に注ぐ幹川流路延長33.2kmの二級河川である。

（２） 水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図12-A）

好間川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点は、表12-1のとおりである。

（イ）水質の汚濁の状況（表12-2及び図12-1）

ＢＯＤは、夏井川合流前の平成13年度、15年度に環境基準を超えているが、その他は全地

点、全年度で環境基準を達成しており、0.6～2.7mg/lの範囲にある。経年的には、ほぼ横ば

いで推移している。

ｐＨは、夏井川合流前で平成13年度に環境基準を超えているが、その他は、ｐＨ、ＤＯ及

びＳＳともに環境基準を達成している。

表12-1 近年の水質の状況(好間川)

類型 区間

Ａ 町田橋より上流 岩穴つり橋 環境基準点

Ｂ 町田橋より下流 夏井川合流前 環境基準点
好間川

環境類型指定状況
水質測定地点名

測定地点
の種類

河川名

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
環境 H17 <0.5 ～ 0.8 0.6 0.6 12 7.4 ～ 7.8 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.2 0.6 0.6 12 7.2 ～ 8.1 12

H15 <0.5 ～ 2.3 0.8 0.8 12 7.3 ～ 8.4 12
H14 <0.5 ～ 1.4 0.7 0.8 12 7.3 ～ 8.2 12
H13 <0.5 ～ 2.8 0.8 0.9 12 7.3 ～ 8.4 12
H12 <0.5 ～ 1.3 0.7 0.8 12 7.6 ～ 8.1 12

環境 H17 0.7 ～ 4.6 2.1 2.7 12 7.2 ～ 7.6 12
基準点 H16 0.6 ～ 3.9 2.0 2.2 12 7.2 ～ 7.7 12

H15 1.1 ～ 4.7 2.5 3.1 12 7.1 ～ 7.9 12
H14 0.7 ～ 4.5 2.1 2.3 12 7.2 ～ 7.6 12
H13 0.6 ～ 6.2 2.6 3.4 12 7.0 ～ 8.7 12
H12 0.6 ～ 4.2 1.8 2.1 12 7.2 ～ 7.5 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

BOD(mg/l) pH
河川名 類型 測定地点 年度種類

好間川

好間川 Ａ 岩穴つり橋

Ｂ 夏井川合流前

2以下

3以下

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5
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表12-1 環境基準類型指定状況（好間川）



図12-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表12-3、表12-4及び図12-2）

全亜鉛は、平成16、17年度に環境基準点で測定を行っており、各年度の平均値は岩穴つり

橋で0.002、0.002mg/l、夏井川合流前が0.004、0.003mg/lであった。

なお、当水域内の4事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.02 mg/lから0.

06 mg/lまでの範囲であった。

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 8.9 ～ 14 11 12 <1 ～ 5 2 12 790 ～ 33000 7700 12
H16 7.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 6 2 12 700 ～ 13000 4300 12
H15 9.0 ～ 13 11 12 <1 ～ 11 3 12 220 ～ 79000 10000 12
H14 8.7 ～ 13 11 12 <1 ～ 2 1 12 490 ～ 33000 6000 12
H13 10 ～ 14 12 12 <1 ～ 5 1 12 40 ～ 11000 2600 12
H12 8.3 ～ 13 10 12 <1 ～ 2 1 12 170 ～ 4900 1300 12
H17 7.4 ～ 14 11 12 <1 ～ 11 3 12 7000 ～ 94000 35000 12
H16 8.5 ～ 13 10 12 1 ～ 8 4 12 13000 ～ 350000 98000 12
H15 8.5 ～ 15 11 12 <1 ～ 18 4 12 3300 ～ 220000 51000 12
H14 7.5 ～ 13 10 12 1 ～ 7 4 12 4900 ～ 350000 110000 12
H13 8.3 ～ 15 12 12 1 ～ 9 4 12 5400 ～ 170000 44000 12
H12 8.1 ～ 11 9.6 12 <1 ～ 6 3 12 2200 ～ 350000 44000 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

1000
以下

5000
以下

夏井川
合流前

7.5
以上

5
以上

25
以下

25
以下

岩穴つり橋

測定地点 年度
大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/l)ＤＯ(mg/l)

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 <0.05 ～ 1.4 0.90 4 0.023 ～ 0.20 0.088 4
H16 0.77 ～ 1.4 1.0 4 0.070 ～ 0.21 0.15 4
H15 0.89 ～ 2.6 1.8 4 0.048 ～ 0.33 0.16 4
H14 0.39 ～ 1.7 1.1 4 0.080 ～ 0.36 0.17 4
H13 1.1 ～ 2.4 1.6 4 0.14 ～ 0.40 0.26 4
H12 0.84 ～ 1.1 0.99 4 0.032 ～ 0.14 0.085 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

夏井川合流前

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
年度測定地点

岩穴つり橋

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

岩穴つり橋 夏井川合流前

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m
g/

l)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの

　　　基準

　AA：～1

　A ：～2

　B ：～3

　C ：～5
　D ：～8

　E ：～10

　　　(mg/L)

Ｂ類型

- 160 -



- 161 -

表12-3 全亜鉛の状況

図12-2 全亜鉛の縦断分布図

12-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表12-5及び図12-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の岩穴つり橋で23.8℃、下流側の夏井川合流前で26.

2℃である。平均水温の平均値は、岩穴つり橋が13.7℃、夏井川合流前が15.1℃であり、概ね1

2～15℃の範囲である。最低水温はの平均値は、岩穴つり橋が3.1℃、夏井川合流前が5.0℃で

あり、概ね3℃～6℃の範囲である。

最小 ～ 最大 平均 N

H17 <0.001 ～ 0.003 0.002 4
H16 <0.001 ～ 0.003 0.002 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 0.001 ～ 0.005 0.003 4
H16 <0.001 ～ 0.008 0.004 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

好間川

好間川

岩穴つり橋

夏井川合流前

年度
全亜鉛(mg/l)

河川名 測定地点

排水先
届出平均
排水量
(m3/日)

届出最大
排水量
(m3/日)

立入
排水量
(m3/日)

全亜鉛
(mg/L)

1734 環式中間物・合成染料・有機顔料製造業 好間川下流 200 230 200 0.03

2553 粉末や金製品製造業 好間川下流 170 220 182 0.02

2714 配線器具・配線附属品製造業 好間川下流 24 29 420 0.02

7492 検査業 好間川下流 21 37 28 0.06

特定施設業種

0.00

0.01

0.02

0.03

岩穴つり橋 夏井川合流前

全
亜

鉛
　
年

平
均
（
m
g/

l)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03

 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/L)



表12-5水温の状況

図12-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア） 河床材料（図12-B）

現地調査の結果、河床材料は石、礫、砂を主体としている。

（イ）流量（表12-6及び図12-4）

上流側の岩穴つり橋の平均流量は1.41m /s、夏井川合流前が1.84m /sとなっている。3 3

表12-6 流量の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 23.0 13.8 2.3 12 -
平成13年度 25.5 14.4 3.9 12 -
平成14年度 26.5 13.8 2.5 12 -
平成15年度 22.8 13.9 4.9 12 -
平成16年度 24.5 14.1 3.4 12 -
平成17年度 20.5 12.1 1.5 12 -

平均 23.8 13.7 3.1 - -
平成12年度 27.0 15.1 4.0 12 -
平成13年度 28.5 16.7 6.2 12 -
平成14年度 27.2 14.5 5.0 12 -
平成15年度 24.2 15.2 5.9 12 -
平成16年度 27.5 15.7 5.7 12 -
平成17年度 22.5 13.5 3.2 12 -

平均 26.2 15.1 5.0 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

岩穴つり橋 環境基準点

夏井川合流前 環境基準点

地点の種類採取年度水質測定地点名 水温（℃）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

岩穴つり橋 夏井川合流前

水
温
　
６
年
平
均
（
℃
）

最高

平均

最低

Ａ類型 Ｂ類型

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 6.74 1.60 0.53 12 -
平成13年度 7.93 1.55 0.13 12 -
平成14年度 2.49 0.95 0.08 12 -
平成15年度 6.30 1.34 0.39 12 -
平成16年度 4.90 1.65 0.30 12 -
平成17年度 4.03 1.38 0.24 12 -

平均 5.40 1.41 0.28 - -
平成12年度 8.47 2.34 0.41 12 -
平成13年度 12.00 2.70 0.28 12 -
平成14年度 2.89 1.56 0.47 12 -
平成15年度 5.50 1.63 0.74 12 -
平成16年度 3.20 1.58 0.40 12 -
平成17年度 2.83 1.24 0.59 12 -

平均 5.82 1.84 0.48 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

岩穴つり橋 環境基準点

夏井川合流前 環境基準点
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図12-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

好間川にダムは設置されていない。

（エ）主な流入河川

「河川調書 （福島県土木部）によると、好間川に流入する主な河川はない。」

（オ）河川改修計画

好間川に関しては、将来、河川改修を計画している。

（５）魚介類（表12-7及び図12-C）

既存文献によると、好間川本流には、3目3科5種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングでは、組合としては生息魚種を把握していないとのこと

であった。

（ア）温水性の魚介類

。既存文献によると、好間川に生息する温水性の魚介類は、ヌカエビ、ウグイの2種である

ウグイは全地点で確認された。

なお、これらの温水性の魚介類のうち、ウグイは漁業権及び放流対象種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、好間川に生息する冷水性の魚介類は、ヤマメ、イワナ（ニッコウイワ

ナ）の2種である。ヤマメは全地点で確認された。

なお、これらの種は漁業権及び放流対象種である。

表12-7 既存文献確認種一覧

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

岩穴つり橋 夏井川

流
量
　
６
年
平
均
（
m

3
/s
）

最高
平均

最低

Ａ類型 Ｂ類型

№1 №2 №3 №4 №5 №6

生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ● ● ● ● ●

2 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ● ●

生物Ｂ 3 ｴﾋﾞ目 (十脚目) ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾇｶｴﾋﾞ ●

4 ｺｲ目 ｺｲ科 ｳｸﾞｲ ● ● ● ● ● ●

対象外 5 ｺｲ目 ｺｲ科 ｱﾌﾞﾗﾊﾔ ● ●

3科 5種 3種 3種 3種 4種 3種 2種
　注　1）種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」
　　　　　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　2)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　3)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　「魚類調査報告書」（1999～2004：財団法人ふくしま海洋科学館提供資料）
             【№1,№2,№3,№4,№5,№6】

№ 目　名 科　名 種　名分類

3目

確認地点
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（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表12-8、表12-9）

好間川は夏井川水系に属することから、夏井川と同様に漁業権が設定(表12-8）されてお

り、対象魚種はコイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユの7魚種である。漁場

の位置及び漁場の区域は、夏井川本流及び支流の区域（新川及び南横川を除く）となってい

る。

漁獲量、放流量については 「１０ 夏井川」に示したとおりである。、

また、放流場所（平成17年）を表12-9に示す。

表12-8 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 夏井川漁業協同組合

所在地 福島県いわき市好間町下好間渋井131番地の3

免許番号 内共第九号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 夏井川本流及び支流の区域（新川及び南横川を除く）

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 いわき市、石川郡平田村（鴇子及び九生滝地区に限る 、田村郡）

小野町、田村市滝根町

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表12-9 放流場所

ｂ ヒアリング調査結果の整理（表12-10 ））

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると、表12-10のとおりである。

放流対象種

根古屋付近 ヤマメ

好間町付近 アユ、ヤマメ

本
流

放流場所
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表12-10 漁業協同組合へのヒアリング調査結果のまとめ

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・漁業協同組合としては生息種の把握は行っていない。特別採

捕許可申請の同意の際に調査結果をもらっている （内容は既存。

資料に反映済み）

再生産に関する情報 ・本川に産卵等の保護水面は設けていない。整備もなし。

放流に関する情報 ・コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユを放流

している。

・好間川には主にヤマメを放流している。

河川環境に関する情報 ・特になし

過去の情報 ・過去からの増減は不明だが、増えてはいないと思う。

Ｃ その他

好間川では、鮭増殖事業が行われている。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表12-11に示す魚種については採捕禁止の措置を実

施している。

表12-11 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

（ア） 町田橋より上流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 町田橋、 、

より上流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。
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項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は13.7℃、最高水温の平均値は23.8℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、ニッコウイワナ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ヌカエビ、ウグイ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（イ）町田橋より下流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 町田橋、 、

より下流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は15.1℃、最高水温の平均値は26.2℃。

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ウグイ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場（繁殖

場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されていない。

このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており、現段階

では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案す

ると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

好間川 生物Ａ イ 岩穴つり橋、夏井川合流前

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。





１３ 藤原川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

、藤原川は、福島県いわき市常磐藤原町に発し、いわき市を南東に流下しながら途中湯本川

矢田川、釜戸川を併合し太平洋に注ぐ幹川流路延長約23.8kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図13-A）

藤原川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表13-1のとおりであ

る。

（イ）水質の汚濁の状況（表13-2及び図13-1）

ＢＯＤは、島橋の全年度で基準値を超えている以外は環境基準を達成しており、1.7～

4.4mg/lの範囲にある。経年的には、若干の変動はあるものの、ほぼ横ばいで推移している。

ＤＯは、みなと大橋で、ＳＳは島橋で環境基準を超えている年度もあるが、その他は、

ｐＨ、ＤＯ、ＳＳともに全ての地点、年度で環境基準を達成している。

表13-2 近年の水質の状況(藤原川)

類型 区間

愛谷川橋 環境基準点

島橋 補助点

みなと大橋 環境基準点

藤原川 全域Ｃ

測定地点
の種類

河川名
環境類型指定状況

水質測定地点名

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
環境 H17 1.1 ～ 3.2 1.8 2.2 12 7.5 ～ 8.0 12
基準点 H16 <0.5 ～ 7.8 2.1 1.9 12 7.4 ～ 7.8 12

H15 1.2 ～ 3.8 1.9 1.8 12 7.3 ～ 8.3 12
H14 0.6 ～ 3.0 1.6 1.8 12 7.4 ～ 8.1 12
H13 0.9 ～ 3.5 2.0 2.4 12 7.3 ～ 7.9 12
H12 0.5 ～ 2.3 1.4 1.7 12 7.4 ～ 8.1 12

補助点 H17 3.8 ～ 13 7.0 8.7 6 7.5 ～ 7.8 6
H16 2.7 ～ 7.3 5.4 6.9 6 7.4 ～ 7.7 6
H15 3.7 ～ 10 5.6 6.5 6 7.4 ～ 7.7 6
H14 4.8 ～ 24 9.7 7.9 6 7.4 ～ 7.8 6
H13 3.0 ～ 12 6.4 9.5 6 7.4 ～ 7.9 6
H12 2.3 ～ 8.9 4.5 6.1 6 7.3 ～ 7.6 6

環境 H17 1.4 ～ 8.6 3.7 3.7 12 6.9 ～ 7.8 12
基準点 H16 <0.5 ～ 8.6 2.9 3.2 12 7.2 ～ 7.7 12

H15 1.8 ～ 6.3 3.1 3.3 12 7.3 ～ 7.7 12
H14 1.3 ～ 5.1 3.1 3.4 12 7.3 ～ 7.6 12
H13 1.2 ～ 4.8 3.0 4.0 12 6.6 ～ 7.5 12
H12 1.5 ～ 4.6 3.2 4.4 12 6.8 ～ 7.5 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

藤原川

藤原川

Ｃ

Ｃ

島橋

みなと
大橋

5以下

5以下

藤原川 Ｃ 愛谷川橋

6.5
～
8.5

5以下

pHBOD(mg/l)種類河川名 類型 測定地点 年度
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表13-1 環境基準類型指定状況（藤原川）



図13-1 ＢＯＤの縦断分布図

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 6.9 ～ 13 10 12 <1 ～ 17 4 12 － － －
H16 6.9 ～ 12 9.6 12 <1 ～ 5 2 12 － － －
H15 8.0 ～ 13 11 12 <1 ～ 13 4 12 － － －
H14 7.6 ～ 12 10 12 1 ～ 12 4 12 － － －
H13 8.5 ～ 13 11 12 1 ～ 15 5 12 － － －
H12 7.6 ～ 13 10 12 1 ～ 23 6 12 － － －
H17 6.8 ～ 10 8.6 6 4 ～ 10 7 6 － － －
H16 6.3 ～ 10 8.4 6 <1 ～ 12 6 6 － － －
H15 6.7 ～ 10 8.5 6 2 ～ 16 7 6 － － －
H14 4.2 ～ 10 7.9 6 5 ～ 10 7 6 － － －
H13 7.5 ～ 11 9.6 6 5 ～ 56 24 6 － － －
H12 6.6 ～ 10 8.0 6 3 ～ 14 6 6 － － －
H17 3.6 ～ 9.6 6.2 12 2 ～ 15 7 12 － － －
H16 3.8 ～ 8.4 6.2 12 2 ～ 9 6 12 － － －
H15 5.0 ～ 8.0 6.2 12 <1 ～ 20 8 12 － － －
H14 3.8 ～ 8.3 6.0 12 4 ～ 13 9 12 － － －
H13 4.6 ～ 8.5 6.4 12 5 ～ 15 9 12 － － －
H12 3.5 ～ 7.1 5.3 12 5 ～ 13 9 12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

50
以下

－

－

－

50
以下

50
以下

みなと
大橋

島橋

愛谷川橋

5
以上

5
以上

5
以上

年度
大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/l)

測定地点
ＤＯ(mg/l)

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.99 ～ 1.5 1.3 4 0.037 ～ 0.18 0.11 4
H16 0.82 ～ 2.2 1.7 4 0.12 ～ 0.39 0.21 4
H15 <0.05 ～ 4.0 1.8 4 0.016 ～ 0.80 0.29 4
H14 0.68 ～ 2.4 1.6 4 0.047 ～ 0.19 0.11 4
H13 0.92 ～ 1.9 1.6 4 0.10 ～ 0.22 0.17 4
H12 0.56 ～ 2.1 1.2 4 0.022 ～ 0.11 0.079 4
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 1.4 ～ 6.8 4.2 4 0.035 ～ 0.19 0.12 4
H16 1.1 ～ 4.8 2.9 4 0.23 ～ 0.27 0.25 4
H15 0.92 ～ 6.9 4.0 4 0.050 ～ 2.1 0.67 4
H14 2.3 ～ 6.6 4.4 4 0.070 ～ 0.25 0.15 4
H13 1.8 ～ 6.4 4.3 4 0.046 ～ 0.30 0.17 4
H12 1.9 ～ 5.2 3.1 4 0.076 ～ 0.21 0.11 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）
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（表13-3、表13-4及び図13-2）（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況

全亜鉛は、平成16､17年度に環境基準点及び補助点で測定を行っており、各年度の平均値

は愛谷川橋0.003、0.002mg/l、島橋が0.006、0.004mg/l、みなと大橋が0.010、0.005mg/l

であった。

なお、当水域内の１３事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.01mg/l未

満から0.46mg/lまでの範囲であった。

表13-3全亜鉛の状況

図13-2 全亜鉛の縦断分布図

最小 ～ 最大 平均 N
H17 <0.001 ～ 0.002 0.002 4
H16 <0.001 ～ 0.006 0.003 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.007 0.004 4
H16 0.002 ～ 0.010 0.006 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.011 0.005 4
H16 0.007 ～ 0.012 0.010 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注） N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）
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 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03
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表13-4事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表13-5及び図13-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の愛谷川橋が28.8℃、下流側のみなと大橋が26.0℃

である。平均水温の平均値は、愛谷川橋が17.8℃、みなと大橋が16.7℃であり、概ね16～1

8℃の範囲である。最低水温の平均値は、愛谷川橋が6.0℃、みなと大橋が7.1℃であり、概ね

3℃～7℃の範囲である。

表13-5 水温の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 27.0 17.9 3.0 12 -
平成13年度 30.0 18.3 5.5 12 -
平成14年度 30.5 17.8 6.5 12 -
平成15年度 28.0 17.4 8.0 12 -
平成16年度 29.4 18.8 6.9 12 -
平成17年度 28.0 17.1 6.2 12 -

平均 28.8 17.8 6.0 - -
平成12年度 28.0 18.3 8.0 6 1,3,5,7,9,11
平成13年度 29.8 17.7 5.5 6 1,3,5,7,9,11
平成14年度 30.5 18.8 7.0 6 1,3,5,7,9,11
平成15年度 29.1 17.3 9.5 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 26.0 16.7 2.5 6 1,3,5,7,9,11
平成17年度 24.0 16.9 6.5 6 1,3,5,7,9,11

平均 27.9 17.6 6.5 - -
平成12年度 26.0 17.0 6.5 12 -
平成13年度 25.2 17.1 7.5 12 -
平成14年度 29.0 16.9 8.0 12 -
平成15年度 27.0 16.6 7.5 12 -
平成16年度 26.2 16.9 6.0 12 -
平成17年度 22.5 15.9 7.2 12 -

平均 26.0 16.7 7.1 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

みなと大橋 環境基準点

愛谷川橋 環境基準点

島橋 補助点

特定施設業種 放流先
届出平均
排水量

(m3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

その他の無機化学工業製品製造業 藤原川下流 392 571 11 <0.01 

写真感光材料製造業 藤原川下流 500 602 600 0.02

金属製品塗装業 藤原川下流 24 43 80 0.04

金属製品製造 藤原川下流 5 7 20 0.16

蓄電池製造業 藤原川下流 650 750 700 0.15

武器製造業 藤原川下流 40 40 25 0.01

下水道処理施設維持管理業 藤原川下流 25,000 25,000 21,750 <0.01 

一般病院 藤原川下流 225 - 300 <0.01 

検査業 藤原川下流 2 2 2 <0.01 

普通洗濯業 藤原川上流 6 10 30 0.01

産業廃棄物処分業 藤原川上流 60 200 30 0.46

産業廃棄物処分業 藤原川下流 381 798 200 <0.01 

都道府県機関 藤原川下流 2 - 3 <0.01 
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図13-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図13-B）

「河川区分の検討シート（案 （福島県）及び現地調査結果によると、河床材料は、概））」

ね河口から約7kmまでは砂、泥であり、それより上流では礫、砂となっている。

また、現地調査の結果、河床材料は概ね下流部は砂、泥、中流部では礫、砂、上流部で

は石、礫であった。

（イ）流量（表13-6及び図3-14）

上流側の愛谷川橋の平均流量は0.33m /s、みなと大橋が11.22m /sとなっている。3 3

表13-6 流量の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 1.12 0.43 0.11 12 -
平成13年度 1.05 0.33 0.10 12 -
平成14年度 0.97 0.34 0.08 12 -
平成15年度 1.22 0.33 0.04 12 -
平成16年度 0.60 0.21 0.00 12 -
平成17年度 1.20 0.34 0.10 12 -

平均 1.03 0.33 0.07 - -
平成12年度 2.60 1.03 0.00 6 1,3,5,7,9,11
平成13年度 1.20 0.90 0.60 6 1,3,5,7,9,11
平成14年度 6.71 2.32 0.64 6 1,3,5,7,9,11
平成15年度 1.97 1.08 0.06 6 1,3,5,7,9,11
平成16年度 2.90 1.25 0.20 6 1,3,5,7,9,11
平成17年度 3.19 1.20 0.00 6 1,3,5,7,9,11

平均 3.10 1.30 0.25 - -
平成12年度 44.79 11.64 0.00 12 -
平成13年度 42.54 18.48 2.53 12 -
平成14年度 28.82 11.43 0.00 12 -
平成15年度 13.57 8.97 3.77 12 -
平成16年度 5.60 5.60 5.60 1 3
平成17年度 - - - - -

平均 27.06 11.22 2.38 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

みなと大橋 環境基準点

愛谷川橋 環境基準点

島橋 補助点
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図13-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河床構造物

藤原川にダムは設置されていない。

主な河川横断構造物を図13-5に示す。

出典： 河川区分検討シート（案 （福島県）図13-5 主な河川横断構造物 「 ）」

（エ）主な流入河川

藤原川への主な流入河川を図13-6に示す。

図13-6 藤原川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

藤原川に関しては、河川改修を実施している。
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出典：「河川調書」（福島県土木部）
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（５）魚介類（表13-7及び図13-C）

既存文献によると、8目16科29種の魚介類が記録されている。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、藤原川に生息する温水性の魚介類はテナガエビ、スジエビ、ヌカエ

ビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、オイカワ、ウグ

イ、ドジョウ、ボラ、トウヨシノボリの14種である。これらの種は全地点で数種が確認さ

れている。

なお、藤原川には漁業権の設定がないため、これらの温水性の魚介類の放流は行われて

いない。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、藤原川に生息する冷水性の魚介類はヤマメ1種である。ヤマメは上流

部の№9、№5、№10で確認されている。

なお、藤原川には漁業権の設定がないため、冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギの放流

は行われていない。

表13-7 既存文献確認種一覧

№1 №5 №7 №8
生物Ａ 1 ｻｹ目 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ● ●

生物Ｂ 2 ｴﾋﾞ目(十脚目) ﾃﾅｶ゙ ｴﾋﾞ科 ﾃﾅｶ゙ ｴﾋﾞ ● ● ●

3 ｽｼ ｴ゙ﾋﾞ ● ●

4 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾇｶｴﾋﾞ ● ● ● ●

5 ｲﾜｶ゙ ﾆ科 ﾓｸｽ゙ ｶﾞﾆ ● ●

6 ｳﾅｷﾞ目 ｳﾅｷ゙ 科 ｳﾅｷ゙ ● ● ● ●

7 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ● ● ●

8 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ ● ● ●

9 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ● ● ● ● ●

10 ｷﾝﾌ゙ ﾅ ● ●

11 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ● ● ●

12 ｳｸ ｲ゙ ● ● ● ● ●

13 ﾄﾞｼ゙ ｮｳ科 ﾄﾞｼ゙ ｮｳ ● ● ●

14 ｽｽﾞｷ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ ● ● ●

15 ﾊｾﾞ科 ﾄｳﾖｼﾉﾎ ﾘ゙
対象外 16 ﾆﾅ目(中腹足目) ﾀﾆｼ科 ﾏﾙﾀﾆｼ

17 ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ●

18 ｴﾋﾞ目(十脚目) ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ科 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ● ● ● ● ●

19 ｺｲ目 ｺｲ科 ﾓﾂｺ゙ ● ● ●

20 ﾀﾓﾛｺ ● ●

21 ﾄﾞｼ゙ ｮｳ科 ｼﾏﾄ゙ ｼﾞｮｳ ● ●

22 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷ゙ 科 ｷﾞﾊ゙ ﾁ ● ● ●

23 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀ ｶ゙科 ﾒﾀ ｶ゙ ● ●

24 ｽｽﾞｷ目 ｽｽ ｷ゙科 ｽｽ ｷ゙ ● ● ●

25 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ ●

26 ﾊｾﾞ科 ﾏﾊｾ゙ ●

27 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ ●

28 ｱﾍ ﾊ゙ｾﾞ ●

29 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ● ●

ﾊｾﾞ科の一種 ●

16科 29種 2種 2種 5種 4種 8種 11種 3種 5種 13種 15種 4種 5種
　注　1）「～科の一種」については、同地点に同じ科が確認されている場合には集計していない。
　　　　　集計していないものは「○」で示した。

　　　2)種の順序は分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」（2000：財団法人ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　3)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　　「河川区分の検討シート（案）」（福島県）【№9,№10,№11,№12】
　　　　　「魚類調査報告書」（1999～2004：財団法人ふくしま海洋科学館提供資料）【№1,№2,№3,№4,№5,№6,№7,№8】
　　　　なお、№9,№10,№11,№12は地点ではなく範囲である。

確認地点
№ 目　名 科　名 種　名 №12№11№6№4 №10№3№2

8目

分類 №9
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（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況

藤原川については、漁業権設定されていない。

ｂ ヒアリング調査結果の整理

藤原川には漁業協同組合が存在していないため、ヒアリング調査は実施しなかった。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表13-8に示す魚種については採捕禁止の措置を実

施している。

表13-8 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後

す 引き続き淡水域で生活する

る 期間におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、藤原

川は温水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は16.7～17.8℃、最高水温の平均値は26.0～28.

8℃。

実地調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 テナガエビ、スジエビ、ヌカエビ、

モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴ
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ロウブナ、ギンブナ、キンブナ、オ

イカワ、ウグイ、ドジョウ、ボラ、

ヨシノボリ

（２）特別域の設定の必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場（繁殖

場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されていな

、い。このほか、特別域についても現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

藤原川 生物Ｂ イ 愛谷川橋、みなと大橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１４ 鮫川

１ 基礎情報
（１）水域の概況

鮫川は、阿武隈山系朝日山（標高797.0ｍ）に源を発し、鮫川村、古殿町を通っていわき市

勿来の市街地を流下し、太平洋に注ぐ流路延長65.0kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図14-A）

。鮫川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点等は、表14-1のとおりである

（イ）水質の汚濁の状況（表14-2、図14-1）

ＢＯＤは、鮫川橋の平成13年度、源流部の平成15年度に環境基準を超えているが、それ

以外は環境基準を達成しており0.6～2.4mg/Lの範囲にある。経年的には、鮫川橋は平成14

年以降は改善し、ほぼ横ばいに推移している。それ以外の地点についてはほぼ横ばいで推

移している。

ｐＨ、ＤＯ及びＳＳは、全ての地点、年度で環境基準を達成している。

類型 区間

Ａ 山田川合流点より
上流

源流部 水質測定計画外

－ － 高柴ダム(ダム流入前) 水質測定計画外

－ － 高柴ダム(貯水池内基準点) 水質測定計画外

Ａ
山田川合流点より
上流

井戸沢橋 環境基準点

鬼越橋 水質測定計画外

鮫川橋 環境基準点

鮫川

環境類型指定状況
水質測定地点名 測定地点

の種類
河川名

山田川合流点より
下流Ｂ
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表14-1 環境基準類型指定状況（鮫川）



表14-2 近年の水質の状況(鮫川)

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
水質測定 H17 0.7 ～ 0.7 0.7 0.7 1 7.2 ～ 7.2 1
計画外 H16 1.0 ～ 1.0 1.0 1.0 1 7.2 ～ 7.2 1

H15 2.6 ～ 2.6 2.6 2.6 1 7.2 ～ 7.2 1
H14 1.0 ～ 1.0 1.0 1.0 1 6.5 ～ 6.5 1
H13 0.6 ～ 0.6 0.6 0.6 1 6.7 ～ 6.7 1
H12 0.7 ～ 0.7 0.7 0.7 1 6.9 ～ 6.9 1

水質測定 H17 0.8 ～ 2.2 1.3 1.4 12 7.5 ～ 7.9 12
計画外 H16 1.1 ～ 1.9 1.4 1.4 12 7.1 ～ 8.1 12

H15 0.7 ～ 1.9 1.2 1.4 11 7.0 ～ 8.0 11
H14 0.6 ～ 2.8 1.4 1.4 12 6.9 ～ 7.6 12
H13 0.7 ～ 1.8 1.3 1.4 12 6.6 ～ 8.5 12
H12 0.6 ～ 2.9 1.1 1.1 12 7.2 ～ 8.0 12

水質測定 H17 1.0 ～ 2.7 1.7 1.8 12 7.3 ～ 9.7 12
計画外 H16 1.2 ～ 2.3 1.6 1.7 12 7.1 ～ 9.7 12

H15 1.2 ～ 1.8 1.4 1.8 11 7.5 ～ 8.9 11
H14 0.6 ～ 4.4 1.7 1.9 12 6.9 ～ 9.2 12
H13 0.8 ～ 1.7 1.1 1.7 12 7.1 ～ 7.6 12
H12 0.6 ～ 1.4 1.1 1.8 12 7.2 ～ 7.5 12

水質測定 H17 0.6 ～ 2.7 1.3 1.4 12 7.3 ～ 7.6 12
計画外 H16 0.9 ～ 1.8 1.3 1.5 12 7.1 ～ 7.9 12

H15 0.9 ～ 1.6 1.1 1.2 11 7.5 ～ 7.7 11
H14 <0.5 ～ 2.3 1.1 1.1 12 6.9 ～ 7.7 12
H13 0.6 ～ 1.6 1.1 1.2 12 7.1 ～ 7.6 12
H12 0.5 ～ 1.6 0.9 1.1 12 6.9 ～ 7.5 12

水質測定 H17 0.6 ～ 2.2 1.2 1.3 12 6.9 ～ 7.4 12
計画外 H16 0.8 ～ 1.6 1.3 1.5 12 6.9 ～ 7.6 12

H15 1.3 ～ 2.4 1.7 1.7 11 7.0 ～ 7.5 11
H14 0.8 ～ 3.1 1.6 1.5 12 6.9 ～ 7.4 12
H13 0.7 ～ 1.8 1.1 1.3 12 7.0 ～ 7.6 12
H12 0.7 ～ 1.2 0.9 1.1 12 6.7 ～ 7.5 12

環境 H17 <0.5 ～ 1.2 0.8 1.1 12 7.3 ～ 8.0 12
基準点 H16 <0.5 ～ 1.9 0.9 1.1 12 7.3 ～ 8.0 12

H15 <0.5 ～ 2.0 1.0 1.1 12 6.8 ～ 7.8 12
H14 <0.5 ～ 2.3 1.0 1.4 12 7.4 ～ 7.9 12
H13 <0.5 ～ 2.5 1.0 1.0 12 6.7 ～ 7.9 12
H12 <0.5 ～ 2.3 0.9 1.1 12 7.4 ～ 7.8 12

水質測定 H17 － － － － － －
計画外 H16 － － － － － －

H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 0.9 ～ 0.9 0.9 0.9 1 7.9 ～ 7.9 1
H12 － － － － － －

環境 H17 <0.5 ～ 3.2 1.5 1.7 12 7.2 ～ 7.6 12
基準点 H16 <0.5 ～ 2.7 1.1 1.2 12 7.2 ～ 7.8 12

H15 <0.5 ～ 5.3 1.8 2.4 12 7.1 ～ 7.6 12
H14 0.6 ～ 3.3 1.6 1.6 12 7.2 ～ 7.5 12
H13 0.5 ～ 7.0 2.3 3.4 12 6.7 ～ 7.7 12
H12 <0.5 ～ 2.5 1.0 1.3 12 7.2 ～ 7.4 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

BOD(mg/l) pH河川名 類型 測定地点 年度種類

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

－

－

－

Ａ

源流部

高柴ダム
(ダム
流入前)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の上層)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の中層)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の下層)

井戸沢橋

鬼越橋

鮫川橋

2以下

－

－

　－

－

2以下

3以下

3以下
6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

－

－

－

－

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5
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最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 9.8 ～ 9.8 9.8 1 3 ～ 3 3 1 4900 ～ 4900 4900 1
H16 9.1 ～ 9.1 9.1 1 2 ～ 2 2 1 4900 ～ 4900 4900 1
H15 10 ～ 10 10 1 2 ～ 2 2 1 2300 ～ 2300 2300 1
H14 ～ － 2 ～ 2 2 1 3300 ～ 3300 3300 1
H13 ～ － 2 ～ 2 2 1 ～ － －
H12 7.9 ～ 7.9 7.9 1 <1 ～ 4 3 2 45 ～ 7000 3523 2
H17 8.9 ～ 13 11 12 <1 ～ 12 4 12 1100 ～ 79000 11000 12
H16 9.3 ～ 14 11 12 <1 ～ 4 2 12 1100 ～ 9400 4000 12
H15 8.6 ～ 13 10 11 <1 ～ 8 3 11 790 ～ 11000 4908 11
H14 9.1 ～ 13 11 12 <1 ～ 11 3 12 790 ～ 35000 7008 12
H13 8.5 ～ 13 11 12 <1 ～ 9 3 12 780 ～ 4900 2688 12
H12 8.8 ～ 15 12 12 <1 ～ 91 10 12 270 ～ 17000 2415 12
H17 8.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 15 4 12 45 ～ 3500 800 12
H16 7.7 ～ 14 11 12 <1 ～ 9 4 12 0 ～ 3500 1100 12
H15 8.8 ～ 12 11 11 1 ～ 10 4 11 78 ～ 790 621 11
H14 9.1 ～ 13 11 12 <1 ～ 13 5 12 0 ～ 24000 6050 12
H13 9.2 ～ 13 11 12 <1 ～ 3 1 12 20 ～ 7000 1255 12
H12 9.4 ～ 14 11 12 <1 ～ 4 1 12 20 ～ 680 182 12
H17 8.4 ～ 13 10 12 1 ～ 11 4 12 78 ～ 1100 450 12
H16 7.7 ～ 13 10 12 <1 ～ 5 2 12 170 ～ 4900 1500 12
H15 8.3 ～ 12 10 11 1 ～ 10 3 11 110 ～ 1100 447 11
H14 7.0 ～ 12 10 12 <1 ～ 11 4 12 68 ～ 16000 4997 12
H13 9.3 ～ 12 11 12 <1 ～ 3 2 12 45 ～ 7000 1612 12
H12 6.3 ～ 15 11 12 <1 ～ 4 2 12 20 ～ 490 146 12
H17 4.3 ～ 12 8.9 12 1 ～ 16 4 12 20 ～ 1600 420 12
H16 2.9 ～ 12 8.1 12 <1 ～ 5 2 12 0 ～ 5400 1300 12
H15 1.6 ～ 12 7 11 1 ～ 7 4 11 78 ～ 490 228 11
H14 2.7 ～ 12 10 12 <1 ～ 10 5 12 170 ～ 9200 1974 12
H13 8.2 ～ 12 10 12 <1 ～ 4 2 12 45 ～ 1300 517 12
H12 7.3 ～ 13 11 12 <1 ～ 6 3 12 0 ～ 1700 284 12
H17 7.9 ～ 13 10 12 <1 ～ 6 3 12 220 ～ 24000 4700 12
H16 8.2 ～ 12 10 12 <1 ～ 6 2 12 490 ～ 33000 9400 12
H15 8.7 ～ 13 11 12 <1 ～ 15 3 12 170 ～ 17000 5500 12
H14 7.1 ～ 13 9.8 12 <1 ～ 16 4 12 330 ～ 22000 4700 12
H13 8.6 ～ 15 11 12 <1 ～ 20 4 12 45 ～ 17000 3300 12
H12 8.5 ～ 12 10 12 <1 ～ 11 2 12 110 ～ 4600 1400 12
H17 － － － － － － － － －
H16 － － － － － － － － －
H15 － － － － － － － － －
H14 － － － － － － － － －
H13 － － － 4 ～ 4 4 1 － － －
H12 － － － － － － － － －
H17 7.4 ～ 12 10 12 <1 ～ 7 3 12 7900 ～ 49000 24000 12
H16 6.9 ～ 12 9.7 12 <1 ～ 8 3 12 2800 ～ 130000 34000 12
H15 7.4 ～ 12 9.7 12 <1 ～ 12 4 12 4900 ～ 79000 24000 12
H14 7.0 ～ 11 9.3 12 <1 ～ 12 4 12 2400 ～ 54000 24000 12
H13 6.3 ～ 12 9.7 12 <1 ～ 11 6 12 230 ～ 1600000 170000 12
H12 7.8 ～ 12 9.6 12 <1 ～ 6 2 12 790 ～ 13000 4000 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

1000
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5000
以下

5000
以下

5
以上

5
以上

25
以下

25
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ー
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ー

ー

25
以下
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鮫川橋

鬼越橋

井戸沢橋

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の下層)

7.5
以上

年度測定地点
ＤＯ(mg/l)

ー

ー

高柴ダム
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流入前)

源流部
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以上

ー
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ー
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ー

ー

ー

ー



- 184 -

0

1

2

3

4

源流部 高柴ダム

(ダム流入前)

高柴ダム

(貯水池内

基準点の上層)

高柴ダム

(貯水池内

基準点の中層)

高柴ダム

(貯水池内

基準点の下層)

井戸沢橋 鬼越橋 鮫川橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m
g
/l
)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ａ類型

類型：BODの

　　　基準

　AA：～1

　A ：～2

　B ：～3

　C ：～5

　D ：～8

　E ：～10

　　　(mg/L)

Ｂ類型

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.59 ～ 0.59 0.59 1 0.038 ～ 0.038 0.038 1
H16 2.8 ～ 2.8 2.8 1 0.054 ～ 0.054 0.054 1
H15 3.2 ～ 3.2 3.2 1 0.086 ～ 0.086 0.086 1
H14 0.59 ～ 0.59 0.59 1 0.020 ～ 0.020 0.020 1
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.54 ～ 0.94 0.73 12 0.011 ～ 0.062 0.031 12
H16 0.62 ～ 0.89 0.73 12 0.009 ～ 0.037 0.021 12
H15 0.48 ～ 0.64 0.57 11 0.011 ～ 0.043 0.023 11
H14 0.42 ～ 0.90 0.58 12 0.007 ～ 0.050 0.021 12
H13 0.32 ～ 0.86 0.65 12 0.006 ～ 0.044 0.023 12
H12 0.54 ～ 1.4 0.73 12 0.014 ～ 0.14 0.039 12
H17 0.25 ～ 1.2 0.73 12 0.014 ～ 0.064 0.030 12
H16 0.47 ～ 1.0 0.73 12 0.009 ～ 0.038 0.022 12
H15 0.50 ～ 0.9 0.66 11 0.007 ～ 0.035 0.019 11
H14 0.40 ～ 1.1 0.68 12 0.012 ～ 0.11 0.039 12
H13 0.52 ～ 0.9 0.67 12 0.006 ～ 0.040 0.018 12
H12 0.59 ～ 0.8 0.68 12 0.011 ～ 0.037 0.023 12
H17 0.55 ～ 1.2 0.82 12 0.016 ～ 0.067 0.034 12
H16 0.67 ～ 0.97 0.83 12 0.009 ～ 0.038 0.024 12
H15 0.49 ～ 0.93 0.65 11 0.008 ～ 0.035 0.021 11
H14 0.41 ～ 1.1 0.71 12 0.015 ～ 0.11 0.038 12
H13 0.55 ～ 0.82 0.66 12 0.006 ～ 0.020 0.014 12
H12 0.58 ～ 0.77 0.69 12 0.009 ～ 0.043 0.024 12
H17 0.52 ～ 1.2 0.78 12 0.015 ～ 0.065 0.027 12
H16 0.61 ～ 0.99 0.84 12 0.007 ～ 0.038 0.022 12
H15 0.51 ～ 1.0 0.76 11 0.010 ～ 0.037 0.026 11
H14 0.45 ～ 1.1 0.73 12 0.014 ～ 0.11 0.038 12
H13 0.55 ～ 1.1 0.71 12 0.006 ～ 0.032 0.017 12
H12 0.57 ～ 1.1 0.74 12 0.009 ～ 0.045 0.025 12
H17 0.06 ～ 1.2 0.76 4 <0.003 ～ 0.15 0.068 4
H16 0.96 ～ 4.9 2.8 4 0.019 ～ 0.22 0.080 4
H15 <0.05 ～ 1.7 1.1 4 0.045 ～ 0.80 0.27 4
H14 <0.05 ～ 1.9 0.88 4 0.010 ～ 0.061 0.028 4
H13 0.78 ～ 1.7 1.2 4 0.009 ～ 0.42 0.18 4
H12 0.55 ～ 2.9 1.2 4 0.014 ～ 0.055 0.031 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
年度測定地点

源流部

高柴ダム
(ダム
流入前)

鮫川橋

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の上層)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の中層)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の下層)

図14-1 ＢＯＤの縦断分布図
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（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）水質の状況（表14-3、表14-4及び図14-2）

全亜鉛は、平成16､17年度に高柴ダム（ダム流入前 、高柴ダム、井戸沢橋、鮫川橋で測）

定を行っており、各年度の平均値は井戸沢橋が0.002、0.002mg/l、鮫川橋が0.008、0.001mg

/lであり、高柴ダム（ダム流入前 、高柴ダムは0.003～0.011 mg/lの範囲であった。）

なお、当水域内の８事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.01 mg/l未満か

ら0.06 mg/lまでの範囲であった。

表14-3 全亜鉛の状況

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － H17 <0.001 ～ 0.020 0.006 12
H16 － － － H16 <0.005 ～ 0.024 0.011 12
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.007 0.003 12 H17 <0.001 ～ 0.004 0.002 4
H16 <0.005 ～ 0.022 0.009 12 H16 <0.001 ～ 0.004 0.002 4
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.010 0.004 12 H17 － － －
H16 <0.005 ～ 0.022 0.010 12 H16 － － －
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.012 0.005 12 H17 <0.001 ～ 0.001 0.001 4
H16 <0.005 ～ 0.025 0.011 12 H16 <0.001 ～ 0.014 0.008 4
H15 － － － H15 － － －
H14 － － － H14 － － －
H13 － － － H13 － － －
H12 － － － H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

鬼越橋

鮫川橋

鮫川

鮫川

鮫川

鮫川

源流部

高柴ダム
(ダム
流入前)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の上層)

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の中層)

測定地点

鮫川鮫川

鮫川

年度
全亜鉛(mg/l)

河川名

鮫川

高柴ダム
(貯水池
内基準点
の下層)

井戸沢橋

測定地点 河川名年度
全亜鉛(mg/l)

0.00

0.01

0.02

0.03

源流部 高柴ダム

ダム流入前

高柴ダム

貯水池内

基準点の上層

高柴ダム

貯水池内

基準点の中層

高柴ダム

貯水池内

基準点の下層

井戸沢橋 鬼越橋 鮫川橋

全
亜
鉛
　
年
平
均

（
mg
/l

)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03
 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/L)

図14-2 全亜鉛の縦断分布図
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表14-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表14-5及び図14-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の源流部が高柴ダム（ダム流入前）が24.4℃、下流

側の鮭川橋が25.0℃である。平均水温の平均値は、高柴ダム（ダム流入前）が13.1℃、鮭川

橋が14.6℃であり、概ね13～15℃の範囲である。最低水温の平均値はは、高柴ダム（ダム流

入前）が2.5℃、鮭川橋が4.3℃であり、概ね1℃～5℃の範囲である。また、高柴ダム（貯水

池内基準点）は上層、中層、下層とも最高水温、平均水温、最低水温の平均値が他の地点と

比較し低くなっている。

表14-5 水温の状況

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量
(m3/日)

届出最大
排水量
(m3/日)

立入
排水量
(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

製薪炭業 鮫川下流 250 306 340 0.02

製薪炭業 鮫川下流 17 19 17 <0.01 

砂・砂利・玉石採取業 鮫川下流 <1 <1 240 0.06

発電所 鮫川下流 1,145 3,696 1,016 <0.01 

高等学校 鮫川下流 - - 55 <0.01 

高等学校 鮫川下流 67 - 60 <0.01 

ごみ処分業 鮫川下流 50 200 62 <0.01 

産業廃棄物処分業 鮫川下流 240 740 280 <0.01 

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 19.0 19.0 19.0 1 8
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 19.0 19.0 19.0 - -
平成12年度 24.5 13.1 2.6 12 -
平成13年度 28.4 14.0 3.2 12 -
平成14年度 23.2 12.6 1.2 12 -
平成15年度 23.8 12.7 2.6 11 -
平成16年度 23.2 13.6 3.2 12 -
平成17年度 23.2 12.4 2.1 12 -

平均 24.4 13.1 2.5 - -
平成12年度 20.9 8.0 0.9 12 -
平成13年度 19.6 9.8 2.9 12 -
平成14年度 26.2 10.3 2.2 12 -
平成15年度 22.0 10.8 3.0 11 -
平成16年度 28.6 15.3 3.1 12 -
平成17年度 28.2 15.0 1.9 12 -

平均 24.3 11.5 2.3 - -
平成12年度 18.9 7.5 1.3 12 -
平成13年度 17.8 9.0 3.0 12 -
平成14年度 21.7 9.6 3.0 12 -
平成15年度 19.0 9.9 3.5 11 -
平成16年度 25.4 13.3 3.6 12 -
平成17年度 24.7 12.8 2.9 12 -

平均 21.3 10.3 2.9 - -

地点の種類採取年度水質測定地点名
水温（℃）

高柴ダム
(貯水池内基準点
の上層)

水質測定計画外

高柴ダム
(貯水池内基準点
の中層)

水質測定計画外

源流部 水質測定計画外

高柴ダム
(ダム流入前)

水質測定計画外
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図14-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図14-B）

「平成6年度鮫川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （1995：いわき建設事務」

所 「平成11年度鮫川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2000：いわき建設事務）、 」

所 「平成16年度鮫川河川水辺の国勢調査（魚介類調査）報告書 （2005：いわき建設事務）、 」

所 「レッドデータブック関係調査資料 （2001～2002：福島県）によると、鮫川の河床は）、 」

概ね礫、砂が主体となっており、部分的に岩、石、泥がみられる。
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貯水池内

基準点の中層

高柴ダム

貯水池内

基準点の下層

井戸沢橋 鬼越橋 鮫川橋

水
温
　
６
年
平
均
（
℃
）

最高
平均
最低

Ａ類型 Ｂ類型

注）源流部、
鬼越橋に関し
ては調査が１
回のみである
ため最高、平
均、最低が同
じ値であるた
め除いてグラ
フを作成し
た。

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 13.9 6.8 1.5 12 -
平成13年度 16.9 8.5 3.2 12 -
平成14年度 16.2 8.6 3.5 12 -
平成15年度 11.7 7.6 3.6 11 -
平成16年度 16.8 8.9 3.6 12 -
平成17年度 17.4 9.6 3.7 12 -

平均 15.5 8.3 3.2 - -
平成12年度 25.0 14.0 1.5 12 -
平成13年度 24.6 14.3 4.5 12 -
平成14年度 29.0 14.0 4.0 12 -
平成15年度 22.0 13.2 3.4 12 -
平成16年度 23.6 14.1 4.0 12 -
平成17年度 23.3 13.0 2.5 12 -

平均 24.6 13.8 3.3 - -
平成12年度 - - - - -
平成13年度 20.0 20.0 20.0 1 8
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 20.0 20.0 20.0 - -
平成12年度 24.5 14.1 3.0 12 -
平成13年度 27.5 15.0 4.5 12 -
平成14年度 27.4 14.5 4.2 12 -
平成15年度 24.0 14.9 5.0 12 -
平成16年度 23.5 14.9 4.5 12 -
平成17年度 23.0 14.3 4.8 12 -

平均 25.0 14.6 4.3 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

水質測定地点名 採取年度
水温（℃）

地点の種類

鮫川橋 環境基準点

高柴ダム
(貯水池内基準点
の下層)

水質測定計画外

井戸沢橋 環境基準点

鬼越橋 水質測定計画外
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（イ）流量（表3-14-5及び図3-14-9）

上流側の平均流量は高柴ダム（流入前）が6.93m /s、井戸沢橋が6.40m /s、鮭川橋が12.43 3

4m /sとなっている。3

図14-4 流量の縦断分布

表14-6流量の状況
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量
　
６
年
平
均
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m
3 /
s
）

最高

平均
最低

Ａ類型 Ｂ類型

注）源流部、鬼越橋

に関しては調査が１

回のみであるため最

高、平均、最低が同

じ値であるため除い

てグラフを作成し

た。

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 0.00 0.00 0.00 1 8
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 0.00 0.00 0.00 - -
平成12年度 25.22 9.45 3.66 12 -
平成13年度 15.04 6.36 1.27 12 -
平成14年度 17.98 6.57 2.77 12 -
平成15年度 8.90 5.58 2.88 11 -
平成16年度 9.79 5.82 2.84 12 -
平成17年度 27.66 7.79 2.93 12 -

平均 17.43 6.93 2.73 - -
平成12年度 19.43 9.36 2.25 12 -
平成13年度 38.30 7.05 0.30 12 -
平成14年度 6.66 4.08 0.48 12 -
平成15年度 40.16 7.55 0.95 12 -
平成16年度 11.90 6.05 1.70 12 -
平成17年度 10.64 4.28 0.52 12 -

平均 21.18 6.40 1.03 - -

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

源流部 水質測定計画外

高柴ダム
(ダム流入前) 水質測定計画外

井戸沢橋 環境基準点



（ウ）主な河川構造物

鮫川には高柴ダムが設置されている。ダムの概要を表14-7に示す。

高柴ダムは、福島県いわき市山田町寺作に位置する洪水調節、工業用水を目的とした重

力式コンクリートダムである。

また、主な河川横断構造物を図14-5に示す。

表14-7 鮫川のダムの概要

出典： 河川区分検討シート（案 （福島県）図14-5 主な河川横断構造物 「 ）」
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最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 - - - - -
平成13年度 0.89 0.89 0.89 1 8
平成14年度 - - - - -
平成15年度 - - - - -
平成16年度 - - - - -
平成17年度 - - - - -

平均 0.89 0.89 0.89 - -
平成12年度 38.53 13.81 2.77 12 -
平成13年度 50.63 14.89 0.00 12 -
平成14年度 20.82 10.15 2.13 12 -
平成15年度 53.14 14.96 1.48 12 -
平成16年度 20.90 10.85 2.20 12 -
平成17年度 21.98 9.96 0.00 12 -

平均 34.33 12.44 1.43 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)水質測定計画外については、測定していない年度があるため平均は測定年度数の平均とした。
　　　3)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

鮫川橋 環境基準点

鬼越橋 水質測定計画外

水質測定地点名 採取年度 流量(m3/s) 地点の種類
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（エ）主な流入河川

鮫川への主な流入河川を図14-6に示す。

図14-6 鮫川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

鮫川に関しては、河川改修を実施している。

（５）魚介類（表14-7、14-8及び図14-C,14-D）

既存文献によると、20目52科104種の魚介類が記録されている。

また、漁業協同組合へのヒアリングの結果、7目11科19種の魚介類の生息が確認された。

鮫川には高柴ダムが存在し（№21と№11の間 、魚介類の生息域が分断されている。）

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、鮫川に生息する温水性の魚介類はヤマトシジミ、マシジミ、スジエ

ビ、ヌカエビ、モクズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ

属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、シラウオ、ボラ、シマヨシノボリ、オ

オヨシノボリ、トウヨシノボリ、ヨシノボリ属の一種の19種（～の一種を除く）である。

これらの種はほぼ全地点に数種が確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、温水性の魚介類はモクズガニ、ウナギ、コイ、

フナ属の一種、オイカワ、ウグイの6種（～の一種を含む）である。これらの種は全地点に

数種が確認されている。

なお、これら温水性の魚介類のうちコイ、フナ、ウグイ、ウナギは漁業権及び放流対象

種である。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存資料によると、鮫川に生息する冷水性の魚介類等はニジマス、サケ、ヤマメ、ニッ

コウイワナの4種、その他としてはアユ、ワカサギの2種である。ヤマメ、アユについては

比較的広範囲で確認されている。

、また、鮫川には前述のとおり高柴ダムにより生息域が分断されている。このため、サケ

ワカサギについては高柴ダムより下流で、ニジマス、イワナについては高柴ダムより上流

で確認されている。

漁業協同組合へのヒアリングによると、冷水性の魚介類はサケ、ヤマメ、ニッコウイワ

ナ、カジカの4種、その他としてはアユ、ワカサギの2種である。高柴ダムより上流ではカ
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ジカが、ダム内でワカサギの生息が確認されている。

なお、これらの種のうちイワナ、ヤマメ、アユは漁業権及び放流対象種である。

表14-8 漁業協同組合へのヒアリングによる確認種一覧

№1 № 2 №3 № 4

生物 Ａ 1 ｻｹ目 ｻ ｹ科 ｻ ｹ ●

2 ﾔﾏﾒ ● ●

3 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ●

4 ｶ ｻ ｺﾞ目 ｶ ｼﾞｶ科 ｶ ｼﾞｶ ● ●

その 他 5 ｻｹ目 ｷｭｳﾘｳｵ科 ﾜｶｻｷﾞ ●

6 ｱ ﾕ科 ｱ ﾕ ●

生物 Ｂ 7 ｴﾋ ﾞ目 (十脚目) ｲﾜｶﾞﾆ科 ﾓｸｽﾞｶﾞ ﾆ ● ●

8 ｳ ﾅ ｷﾞ目 ｳﾅｷﾞ科 ｳﾅｷﾞ ● ● ●

9 ｺｲ目 ｺ ｲ科 ｺ ｲ ● ●

1 0 ﾌ ﾅ属の 一種 ● ● ● ●

1 1 ｵｲｶﾜ ● ●

1 2 ｳ ｸﾞｲ ● ● ●

対 象 外 1 3 ﾊ ﾏ ｸﾞﾘ目 (ﾏﾙｽﾀ ﾞﾚｶ ﾞｲ目 ) ｼ ｼﾞﾐ科 ｼ ｼﾞﾐ科 の一 種 ● ●

1 4 ｴﾋ ﾞ目 (十脚目) - そ の他 のｴﾋ ﾞ類 ● ● ●

1 5 ｺｲ目 ｺ ｲ科 ｶﾜﾑﾂB型 ●

1 6 ｱ ﾌﾞﾗﾊﾔ ● ● ●

1 7 ﾆ ｺﾞｲ ● ●

1 8 ﾄ ﾞｼﾞｮｳ科 ﾄ ﾞｼﾞｮｳ科の 一種 ● ●

1 9 ｽｽ ﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ｵｵｸﾁﾊﾞ ｽ(ﾌﾞ ﾗｯｸﾊ ﾞｽ) ● ●

11科 1 9種 1 0種 5種 13種 1 2種
　注　1）種名については、アンケートの回答を以下のように変更した。

　　　・ｼｼﾞﾐ科の一種：ｼｼﾞﾐ類

　　　・その他のｴﾋﾞ類： ﾃﾅｶ ﾞｴﾋ ﾞ以外の ｴﾋ ﾞ類
　　　・ﾌﾅ属の一種：ﾌﾅ類

　　　・ﾄﾞｼﾞ ｮｳ科の一種：ﾄﾞｼﾞｮ ｳ類
　　　2)種の順序は各分類 ごとに 「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成 11年度河川版-」

（2000：財団法人 ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

     3)本 表の 確認地点 №は 、既 存 文 献 悪 人 種 一 覧の の確 認 地 点№ と一 致しない 。

7目

分 類
確認地点

№ 目　 名 科 　名 種 　名









（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況（表14-9、14-12）

福島県内の鮫川では、漁業権が設定（表14-9）されており、対象魚種はコイ、フナ、ウ

グイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユの7魚種である。漁場の位置及び漁場の区域は、いわ

き市地内いわき工業用水道事業所沼部ポンプ場堰堤から上流の鮫川本流及び、支流のうち

福島県の区域並びに鮫川本流と山田川との合流点から上流山田川の区域となっている。

過去5年間の漁獲量を表14-10に、放流量を表14-11に示す。なお、これら漁獲量及び放流

量は、支流も含まれる。

また、放流場所（平成17年）を表14-12に示す。

表14-9 漁業権設定状況

項 目 内 容

漁業権者の名称 鮫川漁業協同組合

所在地 福島県いわき市川部町前の内48番地の1

免許番号 内共第十号

漁業権の種類 共同漁業権

漁業の種類 第5種共同漁業

対象魚種 コイ 1月1日から12月31日まで

フナ 1月1日から12月31日まで

ウグイ 1月1日から12月31日まで

ウナギ 1月1日から12月31日まで

イワナ 4月1日から9月30日まで

ヤマメ 4月1日から9月30日まで

アユ 6月1日から12月31日まで

放流魚種 コイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

漁場の位置及び漁場の区域 いわき市地内いわき工業用水道事業所沼部ポンプ場堰堤から上

流の鮫川本流及び、支流のうち福島県の区域並びに鮫川本流と

山田川との合流点から上流山田川の区域

漁業権の制限または条件 なし

関係地区 いわき市、東白川郡塙町（那倉及び片貝地区に限る 、東白川郡）

鮫川村（青生野及び渡瀬地区を除く 、東白川郡古殿町）

漁業権の存続期間 平成15年9月1日から平成25年8月31日まで

出典： 福島県報 号外第60号 （2003：福島）「 」

表14-10 漁獲量
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表14-11 放流量

表14-12 放流場所

ｂ ヒアリング調査結果の整理（表14-13）

漁業協同組合へのヒアリング調査結果を整理すると表14-13のとおりである。

表14-13 漁業協同組合へのヒアリング結果のまとめ

項 目 内 容

魚介類の生息に関する情報 ・上流にはヤマメ、イワナ、カジカ、ウグイ、ドジョウ等が生息。

・高柴ダムにはコイ、ワカサギ、ニゴイ、オオクチバスが生息。

・下流にはアユ、サケ、コイ、フナ、オイカワ等が生息。

再生産に関する情報 ・沼部ポンプ場の下流で河床をアユの産卵場として整備している。

また、密漁防止の監視を行っている。

放流に関する情報 ・基本的にはコイ、フナ、ウグイ、ウナギ、イワナ、ヤマメ、アユ

が放流対象である。

・アユについては鮫川で捕獲したものを放流している。

・高柴ダムがあるので上流にはアユが遡上できない。このため、ダ

ムより上流には放流し、下流側では天然アユとなるよう住み分け放

流を行っている。ただし、昨年は300kg放流した （遡上が少ない）。
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・四時川については天然アユだけにしたいため放流はしない。

・コイに関しては、コイヘルペスのため放流していない。

・フナについては、自然繁殖が確認されたため放流をやめた。その

代わり、ヤマメの量を増やした。

河川環境に関する情報 ・特になし

過去の情報 ・サケの組合が3年前まであったが解散した。

・魚の量には大きな変化はない。

（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定は表14-13に示すとおりである。

採捕禁止区域は 「いわき市地内常磐共同火力発電株式会社勿来発電所高圧送電線北茨城線、

第四号鉄塔中心点から同第五号鉄塔中心点を見通した線の下流部全域 、採捕禁止区域及び」

採捕禁止期間は 「いわき市地内福島県いわき工業用水道事務所沼部ポンプ場取水堰上流端、

から同市地内常磐線鮫川鉄橋の橋脚上流端までの区域」が「毎年9月20日から11月30日ま

で」である。

また、魚種ごとに採捕禁止の措置を実施している。

なお、鮫川漁業協同組合では、沼部ポンプ場の下流で河床をアユの産卵場として整備し

ている。

表14-13 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 河川の区域 採捕禁止期間 備考

区 採捕禁止 いわき市地内常磐共同火力 毎年1月1日から12月31日まで －

域 区域 発電株式会社勿来発電所高

に 圧送電線北茨城線第四号鉄

関 塔中心点から同第五号鉄塔

す 中心点を見通した線の下流

る 部全域

規 採捕禁止 いわき市地内福島県いわき 毎年9月20日から11月30日まで －

制 区域及び 工業用水道事務所沼部ポン

採捕禁止 プ場取水堰上流端から同市

期間 地内常磐線鮫川鉄橋の橋脚

上流端までの区域

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後

す 引き続き淡水域で生活する
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る 期間におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１） 検討事項

（ア）山田川合流点より上流

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、山田

川合流点より上流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は11.5～13.8℃、最高水温の平均値は24.3～2

。（ 、 ）4.6℃ 測定回数が少なく 四季に測定していない地点は除く

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ ニジマス、サケ、ヤマメ、ニッコウ

、 、 、ワカサギの生息情報 イワナ イワナ属の一種 ワカサギ

アユ

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ ヤマメ、ニッコウイワナ、カジカ、

ワカサギの生息情報 ワカサギ

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 マシジミ、スジエビ、ヌカエビ、モ

クズガニ、ウナギ、コイ、ゲンゴロ

ウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ

属の一種、オイカワ、ウグイ、ドジ

ョウ、ナマズ、ヨシノボリ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（イ） 山田川合流点より下流

水生生物の生息状況の適応性は 上記１の情報を整理すると下表となることから 山田川、 、

合流点より下流は冷水性の魚介類が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 平均水温の平均値は14.6℃、最高水温の平均値は25.0℃ （測定。

回数が少なく、四季に測定していない地点は除く）

既存文献調査結果 冷水性の魚介類及びアユ・ サケ、ワカサギ、アユ



- 199 -

ワカサギの生息情報

漁業協同組合の情報 冷水性の魚介類及びアユ・ サケ、アユ

ワカサギの生息情報

関連事項 温水性の魚介類の生息情報 ヤマトシジミ、スジエビ、モクズガ

ニ、ウナギ、コイ、ギンブナ、フナ

属の一種、オイカワ、ウグイ、シラ

ウオ、ボラ

注）魚介類のアンダーラインは放流魚種を示す。

（２）特別域の設定の必要性にについて

水産資源保護法に基づく保護水面は設定されていない。

福島県内水面漁業調整規則の規定では、採捕禁止区域が「いわき市地内常磐共同火力発

電株式会社勿来発電所高圧送電線北茨城線第四号鉄塔中心点から同第五号鉄塔中心点を見

通した線の下流部全域 、採捕禁止区域及び採捕禁止期間が「いわき市地内福島県いわき工」

業用水道事務所沼部ポンプ場取水堰上流端から同市地内常磐線鮫川鉄橋の橋脚上流端まで

の区域」が「毎年9月20日から11月30日まで」である。

このほか、特別域について現時点で当てはめに適当な水域の情報が不足しており、現段

階では設定困難である。

なお、ヒアリングによると、鮫川漁業協同組合では沼部ポンプ場の下流で河床をアユの

産卵場として整備している。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

なお 高柴ダムは 環境基準の類型指定にあたり湖沼として取り扱うため 今回の類型指、 、 、

定の水域から除く。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

鮫川（高柴ダムの区域 生物Ａ イ 井戸沢橋、鮫川橋

を除く ）。

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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１５ 蛭田川
１ 基礎情報
（１）水域の概況

蛭田川は、福島県いわき市山玉町に発し、いわき市を東に流下しながら太平洋に注ぐ幹川

流路延長16.7kmの二級河川である。

（２）水質

（ア）水質汚濁に係る環境基準類型指定状況（図１５－Ａ）

。蛭田川における環境基準類型指定状況及び水質の環境基準点は、表15-1のとおりである

（イ）水質の汚濁の状況（表15-2及び図15-1）

ＢＯＤは、蛭田橋の平成12、13年度で環境基準を超えているが、その他は環境基準を達

成しており2.1～5.0mg/lの範囲にある。経年的には、蛭田橋は平成14年以降は改善し、ほ

ぼ横ばいで推移している。小塙橋はほぼ横ばいで推移している。

ＤＯは、蛭田橋で平成13年度に環境基準を超えたが、それ以降は、ｐＨ，ＤＯ及びＳＳ

とも両地点で環境基準を達成している。

表15-2 近年の水質の状況(蛭田川)

類型 区間

小塙橋 環境基準点

蛭田橋 環境基準点

水質測定地点名 測定地点
の種類

河川名

Ｃ 全域蛭田川

環境類型指定状況

最小 ～ 最大 平均 75%値 N 基準値 最小 ～ 最大 N 基準値
環境 H17 <0.5 ～ 5.4 2.3 2.4 12 7.3 ～ 7.8 12
基準点 H16 0.5 ～ 25 4.4 2.1 12 7.4 ～ 7.8 12

 H15 0.7 ～ 14 3.9 3.0 12 7.3 ～ 7.7 12
H14 1.3 ～ 12 2.9 2.4 12 7.3 ～ 7.8 12
H13 0.7 ～ 5.5 2.3 3.0 12 7.4 ～ 7.9 12
H12 0.5 ～ 3.0 1.9 2.5 12 7.3 ～ 7.8 12

環境 H17 1.3 ～ 6.6 4.2 4.8 12 7.1 ～ 7.6 12
基準点 H16 0.7 ～ 6.4 3.4 5.0 12 7.2 ～ 7.4 12

H15 2.1 ～ 4.9 3.5 4.4 12 7.1 ～ 7.4 12
H14 2.5 ～ 9.3 4.3 4.1 12 7.1 ～ 7.4 12
H13 2.1 ～ 11 4.4 5.6 12 6.9 ～ 7.4 12
H12 1.8 ～ 17 7.3 11 12 7.0 ～ 7.4 12

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

6.5
～
8.5

6.5
～
8.5

小塙橋

蛭田橋

5以下

5以下

蛭田川

蛭田川

Ｃ

Ｃ

BOD(mg/l) pH
河川名 類型 測定地点 年度種類
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表15-1 環境基準類型指定状況（蛭田川）



図15-1 ＢＯＤの縦断分布図

（ウ）全亜鉛（水生生物保全環境基準項目）の水質の状況（表15-3、表15-4及び図15-2）

平成16､17年度に環境基準点で測定を行った。各年度の平均値は小塙橋が0.006、0.006mg

/l、蛭田橋が0.026、0.010mg/lであった。

なお、当水域内の４事業所について、排水中の全亜鉛を測定した結果は、0.02 mg/lから

0.75 mg/lまでの範囲であった。

最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値 最小 ～ 最大 平均 N 基準値
H17 7.9 ～ 12 10 12 <1 ～ 10 4 12 － － －
H16 7.5 ～ 12 9.9 12 1 ～ 8 3 12 － － －
H15 8.3 ～ 12 10 12 2 ～ 14 5 12 － － －
H14 8.1 ～ 13 9.8 12 1 ～ 10 4 12 － － －
H13 8.6 ～ 13 11 12 <1 ～ 15 6 12 － － －
H12 7.7 ～ 12 9.9 12 <1 ～ 16 6 12 － － －
H17 7.0 ～ 10 8.6 12 2 ～ 6 4 12 － － －
H16 5.8 ～ 9.9 8.1 12 3 ～ 8 5 12 － － －
H15 6.3 ～ 11 8.5 12 2 ～ 13 5 12 － － －
H14 5.0 ～ 10 8.1 12 1 ～ 6 4 12 － － －
H13 4.5 ～ 12 8.7 12 3 ～ 13 6 12 － － －
H12 5.4 ～ 16 7.8 12 3 ～ 10 6 12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

大腸菌群数(MPN/100ml)ＳＳ(mg/l)

－

－

50

50

ＤＯ(mg/l)
測定地点 年度

蛭田橋

小塙橋

5
以上

5
以上

最小 ～ 最大 平均 N 最小 ～ 最大 平均 N
H17 － － － － － －
H16 － － － － － －
H15 － － － － － －
H14 － － － － － －
H13 － － － － － －
H12 － － － － － －
H17 0.60 ～ 3.5 2.2 4 0.035 ～ 0.17 0.12 4
H16 0.56 ～ 3.1 1.6 4 0.13 ～ 0.24 0.18 4
H15 0.34 ～ 3.9 2.2 4 0.057 ～ 1.10 0.38 4
H14 1.6 ～ 5.5 2.7 4 0.074 ～ 0.14 0.11 4
H13 1.4 ～ 3.3 2.3 4 0.11 ～ 0.34 0.18 4
H12 1.8 ～ 2.4 2.1 4 0.10 ～ 0.24 0.19 4

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

小塙橋

蛭田橋

全窒素(mg/l) 全燐(mg/l)
測定地点 年度

0

2

4

6
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12

小塙橋 蛭田橋

Ｂ
Ｏ
Ｄ
 ７

５
％
値
　
(m
g/
l)

H17
H16
H15
H14
H13
H12

Ｃ類型

類型：BODの

　　　基準

　AA：～1

　A ：～2

　B ：～3

　C ：～5

　D ：～8

　E ：～10

　　　(mg/l)
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表15-3 全亜鉛の状況

図15-2 全亜鉛の縦断分布図

表15-4 事業所排水中の全亜鉛の状況

（３）水温（表15-5及び図15-3）

各年度の最高水温の平均値は、上流側の小塙橋が25.2℃、下流側の蛭田橋が26.6℃であっ

た。平均水温の平均値は、小塙橋が14.3℃、蛭田橋が16.7℃であり、概ね14～17℃の範囲で

ある。最低水温の平均値は、小塙橋が3.9℃、蛭田橋が7.2℃であり、概ね2℃～11℃の範囲で

ある。

最小 ～ 最大 平均 N
H17 0.001 ～ 0.012 0.006 4
H16 <0.001 ～ 0.013 0.006 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －
H17 <0.001 ～ 0.029 0.010 4
H16 0.004 ～ 0.068 0.026 4
H15 － － －
H14 － － －
H13 － － －
H12 － － －

　注）N：測定回数
　出典：「水質年報」（福島県）

年度河川名 測定地点
全亜鉛(mg/l)

蛭田川

蛭田川 小塙橋

蛭田橋

0.00

0.01

0.02

0.03

小塙橋 蛭田橋

全
亜
鉛
　

年
平
均
（

mg
/l

)

H16年度

H17年度

類型：全亜鉛の基準

 生物A　：～0.03

 生物特A：～0.03

 生物B　：～0.03

 生物特B：～0.03

　　　(mg/l)

特定施設業種 排水先
届出平均
排水量

(m 3/日)

届出最大
排水量

(m3/日)

立入
排水量

(m3/日)

全亜鉛
(mg/l)

ソーダ工業 蛭田川下流 69,300 82,800 52,800 0.02

脂肪族系中間物製造業（脂肪族系溶剤を含む） 蛭田川上流 300 310 255 0.03

他に分類されない輸送用機械器具製造業 蛭田川上流 60 65 80 0.14

武器製造業 蛭田川下流 90 90 59 0.75
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表15-5 水温の状況

図15-3 水温の縦断分布

（４）河床構造等

（ア）河床材料（図15-B）

現地調査の結果、河床材料は概ね上流部で岩、石、中流部、下流部で礫、砂、泥であっ

た。

（イ）流量（表15-6及び図15-4）

上流側の小塙橋の平均流量は0.41m /s、蛭田橋が1.34m /sとなっている。3 3

表15-6 流量の状況

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 26.0 15.1 3.0 12 -
平成13年度 28.0 14.3 4.0 12 -
平成14年度 25.0 14.0 2.5 12 -
平成15年度 23.5 13.7 5.0 12 -
平成16年度 24.0 15.0 4.5 12 -
平成17年度 24.5 13.6 4.2 12 -

平均 25.2 14.3 3.9 - -
平成12年度 27.5 16.4 2.0 12 -
平成13年度 29.5 16.7 7.0 12 -
平成14年度 25.5 17.2 10.5 12 -
平成15年度 25.5 16.1 6.4 12 -
平成16年度 25.2 17.3 8.5 12 -
平成17年度 26.4 16.7 9.0 12 -

平均 26.6 16.7 7.2 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

小塙橋 環境基準点

蛭田橋 環境基準点

地点の種類採取年度水質測定地点名 水温（℃）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

小塙橋 蛭田橋

水
温
　
６
年
平
均
（
℃
）

最高

平均
最低

Ｃ類型

最高 平均 最低 N 測定月
平成12年度 1.67 0.64 0.19 12 -
平成13年度 1.38 0.41 0.08 12 -
平成14年度 0.84 0.38 0.18 12 -
平成15年度 0.66 0.30 0.07 12 -
平成16年度 0.80 0.38 0.10 12 -
平成17年度 0.78 0.36 0.14 12 -

平均 1.02 0.41 0.13 - -
平成12年度 3.07 1.88 0.85 12 -
平成13年度 3.52 1.48 0.00 12 -
平成14年度 5.01 1.70 0.24 12 -
平成15年度 2.23 0.98 0.00 12 -
平成16年度 2.40 0.96 0.10 12 -
平成17年度 2.41 1.05 0.00 12 -

平均 3.11 1.34 0.20 - -
　注　1)N：測定回数
　　　2)測定月：測定回数が少ないものに関しては測定月を記載した。
　出典：「水質年報」（福島県）

地点の種類採取年度水質測定地点名 流量(m3/s)

小塙橋 環境基準点

蛭田橋 環境基準点



図15-4 流量の縦断分布

（ウ）主な河川構造物

蛭田川にダムは設置されていない。

（エ）主な流入河川

蛭田川への主な流入河川を図15-5に示す

図15-5蛭田川への主な流入河川

（オ）河川改修計画

蛭田川に関しては、河川改修計画はない。

（表15-7及び図15-C）（５）魚介類

既存文献によると、蛭田川本流には、7目16科32種の魚介類が記録されている。

（ア）温水性の魚介類

既存文献によると、蛭田川に生息する温水性の魚介類はスジエビ、ヌカエビ、モクズガ

ニ、コイ、ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の一種、オイカワ、ウグイ、ド

ジョウ、ナマズ、ボラ、シマヨシノボリ、オオヨシノボリ、トウヨシノボリの15種（～の

一種を除く）である。これらの種は№1を除く全域で数種が確認されている。

なお、蛭田川には漁業権の設定がないため、これらの温水性の魚介類の放流は行われて

いない。

（イ）冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギ

既存文献によると、蛭田川に生息する冷水性の魚介類はヤマメ、ニッコウイワナの2種、

その他としてはアユ1種である。ヤマメ、イワナは上流部で、アユは下流部で確認されてい

る。

なお、蛭田川には漁業権の設定がないため、冷水性の魚介類及びアユ・ワカサギの放流

は行われていない。
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表15-7 既存文献確認種一覧

（ウ）その他の関連情報

ａ 漁業権及び漁業の状況

蛭田川については、漁業権設定されていない。

ｂ ヒアリング調査結果の整理

蛭田川には漁業協同組合が存在していないため、ヒアリング調査は実施しなかった。

№1 №2 №3 №4 №5 №6 №7 №8 №9 №10 №11

生物Ａ 1 ｻｹ科 ﾔﾏﾒ ● ●

2 ﾆｯｺｳｲﾜﾅ ● ●

その他 3 ｻｹ目 ｱﾕ科 ｱﾕ ● ●

生物Ｂ 4 ｴﾋﾞ目(十脚目) ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ科 ｽｼ ｴ゙ﾋﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 ﾇﾏｴﾋﾞ科 ﾇｶｴﾋﾞ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 ｲﾜｶﾞﾆ科 ﾓｸｽ゙ ｶﾞﾆ ● ● ● ● ●

7 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ ●

8 ｹﾞﾝｺﾞﾛｳﾌﾞﾅ ● ● ●

9 ｷﾞﾝﾌﾞﾅ ● ● ● ● ● ● ●

10 ｷﾝﾌ゙ ﾅ ● ● ●

ﾌﾅ属の一種 ●

11 ｵｲｶﾜ ● ● ● ● ● ● ● ●

12 ｳｸ ｲ゙ ● ● ● ● ● ● ●

13 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ﾄﾞｼ゙ ｮｳ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 ﾅﾏｽﾞ目 ﾅﾏｽﾞ科 ﾅﾏｽ゙ ●

15 ｽｽﾞｷ目 ﾎﾞﾗ科 ﾎﾞﾗ ●

16 ﾊｾﾞ科 ｼﾏﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

17 ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

18 ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ ●

対象外 19 ﾆﾅ目(中腹足目)ｶﾜﾆﾅ科 ｶﾜﾆﾅ ● ● ● ●

20 ｴﾋﾞ目(十脚目) ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶ ﾆ゙科 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

21 ｻﾜｶﾞﾆ科 ｻﾜｶ゙ ﾆ ●

22 ｺｲ目 ｺｲ科 ｺｲ(ﾆｼｷｺﾞｲ) ●

23 ﾓﾂｺ゙ ● ● ● ●

24 ｶﾏﾂｶ ● ● ● ●

25 ﾄﾞｼﾞｮｳ科 ｼﾏﾄ゙ ｼﾞｮｳ ● ● ● ●

26 ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ ● ●

27 ﾅﾏｽﾞ目 ｷﾞｷﾞ科 ｷﾞﾊ゙ ﾁ ● ● ● ● ●

28 ﾀﾞﾂ目 ﾒﾀﾞｶ科 ﾒﾀ ｶ゙ ● ●

29 ｽｽﾞｷ目 ｻﾝﾌｨｯｼｭ科 ﾌﾞﾙー ｷ゙ ﾙ ●

30 ﾊｾﾞ科 ｽﾐｳｷｺﾞﾘ ● ●

31 ｳｷｺ゙ ﾘ ● ● ● ●

32 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ ●

16科 32種 3種 5種 11種 10種 10種 7種 8種 13種 19種 17種 16種
　注　1）「～属の一種」については、同地点に同じ属が確認されている場合には集計していない。

　　　　　集計していないものは「○」で示した。

　　　2)種の順序は各分類ごとに「河川水辺の国勢調査のための生物リスト-平成11年度河川版-」
　　　　　　　（2000：財団法人ﾘﾊ゙ ﾌーﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ）に準じた。

　　　3)確認地点は左側（№1)が上流、右側が下流の順になっている。

　　　4)データの出典は以下のとおりである。なお、【　】内は地点番号を示す。
　　　　「魚類調査報告書」（1999～2004：財団法人ふくしま海洋科学館提供資料）【№1,№2,№3,№4,№5,№6,№7,№8,№9,№10,№11】

7目

分類
確認地点

№ 目　名 科　名 種　名
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（６）産卵場及び幼稚子の生息の場

水産資源保護法に基づく保護水面の設定はない。

なお、福島県内水面漁業調整規則では、表3-15-7に示す魚種については採捕禁止の措置を

実施している。

表15-8 福島県内水面漁業調整規則による採捕禁止魚種

禁止の区分 種名 全長 採捕禁止期間 備考

種 採捕禁止 サケ － 毎年1月1日から12月31日まで －

に ヒメマス 毎年10月1日から翌年3月31日まで －

関 ヤマメ サクラマスのうち、ふ出後引

す き続き淡水域で生活する期間

る におけるものをいう。

規 イワナ エゾイワナを含む。

制 アユ 毎年3月1日から5月31日まで －

採捕禁止 ヒメマス 15cm以下 全期間 －

サイズ ヤマメ

イワナ

ウナギ 21cm以下

ウグイ 6cm以下

出典： 福島県内水面漁業調整規則 福島県規則第三十四号 （昭和41年：福島県）「 」

２ 水域類型指定について
（１）検討結果

水生生物の生息状況の適応性は、上記１の情報を整理すると下表となることから、蛭田川

のうち小塙橋より上流は冷水性の魚介類が生息する水域、小塙橋より下流は温水性の魚介類

が生息する水域に区分することが適当である。

項 目 内 容

水温分布 小塙橋より上流 平均水温の平均値は14.3℃、最高水温の平均値は25.2℃。

小塙橋より下流 平均水温の平均値は16.7℃、最高水温は平均値は26.6℃。

既存文献調査 小塙橋より上流 冷水性の魚介類 ヤマメ、ニッコウイワナ、アユ

結果 及びアユ・ワカ

サギの生息情報

小塙橋より下流 冷水性の魚介類 アユ

及びアユ・ワカ

サギの生息情報

関連事項 小塙橋より上流 温水性の魚介類 スジエビ、ヌカエビ、モクズガニ、ゲンゴ

の生息情報 ロウブナ、ギンブナ、キンブナ、フナ属の

一種、オイカワ、ウグイ、ドジョウ、ボ

ラ、ヨシノボリ

小塙橋より下流 温水性の魚介類 スジエビ、ヌカエビ、モクズガニ、コイ、
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の生息情報 ゲンゴロウブナ、ギンブナ、キンブナ、オ

イカワ、ウグイ、ドジョウ、ナマズ、ヨシ

ノボリ

（２）特別域の設定に必要性

水産資源保護法に基づき指定された保護水面等の各種法令により水生生物の産卵場（繁

殖場）または幼稚仔の生育の場としての保全の必要性が示されている水域は設定されてい

、ない。このほか、特別域について現時点では当てはめに適当な水域の情報が不足しており

現段階では設定が困難である。

（３）水域類型指定について

水質汚濁に係る環境基準類型指定の状況、現状水質、水温、魚介類の生息状況等を勘案

すると、次表のとおりとすることが適当である。

水域の名称 水域類型 達成期間 環境基準点の名称

蛭田川（小塙橋より上流） 生物Ａ イ 小塙橋

蛭田川（小塙橋より下流） 生物Ｂ イ 蛭田橋

（注）１ 水域類型の欄は、昭和４６年環境庁告示第５９号（水質汚濁に関する環境基準について）

別表２の１（１）イに掲げる類型を示す。

２ 達成期間の欄の「イ」は「直ちに達成」を示す。
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参考資料２

環境基本法に基づく水質環境基準の類型指定及び水質汚濁防止法に基づく常時監視

等の処理基準（抜粋）

平成13年５月31日 環 水 企 第 ９ ２ 号

改正 平成17年６月29日 環水企発第 050629002号

環水土発第 050629002号

改正 平成18年６月30日 環水大水発第060630001号

環水大土発第060630001号

第１ 環境基本法関係

水質汚濁に係る環境基準が類型を当てはめる水域を指定すべきものとして定められる場

合の水域の指定（以下「類型指定」という ）に関する事務は、環境基本法第16条第２項。

に基づき、環境基準に係る水域及び地域の指定の事務に関する政令（平成５年政令第371

号）別表に定める水域以外は、都道府県が法定受託事務として行うこととされた。都道府

県が事務を行う際には 「水質汚濁に係る環境基準について （昭和46年12月環境庁告示、 」

第59号。以下「告示」という ）に定めるほか、以下によることとする。。

１．類型指定の必要性の判断

類型指定は 「水質汚濁防止を図る必要のある公共用水域のすべて」を対象に行う必要、

があるが、湖沼及び海域における全窒素及び全燐に関する環境基準並びに水生生物の保全
りん

に係る水質環境基準（以下「水生生物保全環境基準」という ）の類型指定についての判。

断は以下のとおりとする。

（略）

（３）水生生物保全環境基準について

１）水生生物保全環境基準の類型指定は、水生生物の保全を図る必要がある水域のす

べてについて行うこと。

２）水生生物が全く生息しないことが確認される水域及び水生生物の生息に必要な流

量、水深等が確保されない水域については、その要因を検討し、要因の解決により

水生生物の生息が可能となった場合に類型指定を行うこと。

３）類型指定に当たっては、水生生物保全環境基準項目による水質汚濁が著しく進行

しているか、又は進行するおそれがある水域を優先すること。

４）類型指定を効果的・効率的に進める上で、告示別表２の１の(1)のア、(2)のア及
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び２のアの項目の欄に掲げる項目（以下「一般項目」という ）に係る環境基準及。

び告示別表２の１の(2)のイ及び２のイの項目の欄に掲げる項目に係る環境基準の

類型指定における水域区分を最大限活用すること。その場合にあって、利用目的の

適応性に水産を含まない類型が当てはめられている水域において、溶存酸素量が常

に低いレベルで推移するなど、水生生物の生息の確保が難しい水質汚濁の状況にな

っている場合は、原則として他の水域に優先して類型指定を行う必要はないが、水

生生物の生息状況、水質汚濁の状況、将来の利用目的等から、水生生物の保全を図

ることが重要であると判断される場合には、優先して類型指定を行うこと。

５）人為的な原因だけでなく自然的原因（鉱床地帯における岩石等からの溶出、海水

の混入等をいう。以下同じ ）により検出される可能性のある物質が、当該水域に。

おいて自然的原因により基準値を超えて検出される可能性があると判断される場合

には、類型指定に当たって当該水域の実情を十分に把握すること。また、この場合

にあって、自然的原因が明らかに環境基準超過の原因と判断される場合は、水域ご

とに超過する項目の環境基準としての適用を除外することもできること。

６）類型指定を行う水域の区分については、以下の点に留意すること。

①類型指定を行うべき海域は、内湾及び沿岸の地先海域の範囲とすること。

②河川の汽水域については、河川の類型を当てはめること。

③汽水湖（汽水域のうち、告示別表２の１の(2)のア又はイが当てはめられる区間

をいう。以下同じ ）については、②によらず、当該水域における水生生物の生。

息状況から、湖沼又は海域のいずれか適切な類型を当てはめること。

④水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場として特に保全が必要な水域に
よ う ち し

ついては、その水域を厳密に細分して指定することは、実際の水環境管理に当た

って混乱が生じるおそれがあることから、これらが連続するような場合にはそれ

らの水域を一括して指定すること。

２．類型指定を行うために必要な情報の把握について

（１）類型指定を行うための水質調査の方法について

類型指定を行うための水質調査は 「水質調査方法 （昭和46年９月30日環水管第30、 」

号）によること｡

（２）水生生物保全環境基準の類型指定に必要な情報の把握について

類型指定に際して、水生生物の生息状況の適応性を判断するため、以下に掲げる事項

に係る情報を把握して整理すること。検討に当たっては最近の情報のみならず、過去か

らの水域の状況の変化についても可能な限り把握すること。

１）水質の状況

水質の状況については、一般項目、水生生物保全環境基準項目並びに湖沼、海域

にあっては全窒素及び全燐について最近の水質の状況に関する情報を把握するとと
りん

もに、水域の特性を踏まえ、必要に応じて、塩分濃度、透明度等を把握すること。
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また、水生生物保全環境基準項目による著しい水質汚濁が進行している水域につい

ては、水域の特性に応じて、自然的原因を含め、当該水質汚濁の発生源の状況を把

握すること。

２）水温の状況

水温の情報は、類型指定における水生生物の生息状況の適応性を判断するため、

河川及び湖沼において可能な限り詳細に把握すること。海域においても基礎的な情

報として把握すること。

３）水域の構造等の状況

水底の底質を構成する材料、主な人工構造物、流れの状況等の情報を、水域の特

性を踏まえ、必要に応じて、水生生物の生息環境に関する基礎的な情報として把握

すること。

４）魚介類の生息の状況

魚介類の生息状況に関する情報は、類型指定における水生生物の生息状況の適応

性を判断するため、可能な限り詳細に把握すること。その場合にあって、河川及び

湖沼は、生物Ａ類型に該当するイワナ、サケマス等比較的低温域を好む水生生物、

生物Ｂ類型に該当するコイ、フナ等比較的高温域を好む水生生物の生息状況につい

てそれぞれ把握すること。生息状況の把握に当たっては、魚介類の採取等による調

査結果、水産漁獲状況や水生生物の生息状況に関する調査結果を把握すること。ま

た、必要に応じて、漁獲対象の魚介類を規定している漁業権の設定状況を把握する

こと。

５）産卵場（繁殖場）及び幼稚仔の生育場に関する情報
よ う ち し

産卵場（繁殖場）及び幼稚仔の生育場に関する情報は、類型指定における水生生
よ う ち し

物の生息状況の適応性を判断するため、できるだけ詳細に把握すること。この情報

の把握に当たっては、産卵場（繁殖場 、幼稚仔の生育場に関する調査結果、水産）
よ う ち し

資源保護法（昭和26年法律第313号）に基づき指定された保護水面等、各種法令に

より水生生物の産卵場（繁殖場）又は幼稚仔の生育場としての保全の必要性が示さ
よ う ち し

れている水域の設定状況を把握すること。また、必要に応じて、一般に幼稚仔の生
よ う ち し

育にとって重要な場所と考えられる、よどみ、後背水域、水際植生、藻場、干潟、

さんご礁等の状況を把握すること。

６）汽水域に関する情報

河川に区分される汽水域において、海域に主に生息する水生生物（以下「海生生

物」という ）が優占して生息する情報がある場合には、当該水域の水質や水生生。

物の生息状況等の当該水域の特性に関する情報について、１）～５）により把握す

ること。
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３．類型指定を行う際の水域境界の判断

類型指定を行う際の海域又は湖沼とそれ以外の公共用水域との境界については、以下に

より判断することとする。

（１）海域と海域以外の公共用水域との境界

１）海域と接続する海域以外の公共用水域が河川法（昭和39年法律第167号）第４条

第１項の一級河川である場合には、同法施行令（昭和40年政令第14号）第５条第２

項の河川現況台帳の図面に記載されているところをもって、海域との境界とする。

ただし、１．の（３）の６）の③により、海域の類型を汽水湖に当てはめた場合

を除く。

２）当該公共用水域が１）の河川以外の河川である場合にあっては、次によること。

①河口において突堤又は防波堤が突出している場合には、両岸の突堤又は防波堤の

先端を結んだ線をもって、海域との境界とする。

②河口において河川護岸又は河川堤防とが明らかに区別できる場合は、両岸の河川

護岸、又は河川堤防の先端を結んだ線をもって、海域との境界とする。

③①及び②に該当しない河川等にあっては、左右岸の河川堤防法線又は河川部分の

水際線を海域に延長した線と海岸部における通常の干潮時の汀線との交点を結ん
て い せ ん

だ線をもって、海域との境界とする。

３）河口部が河川区域であると同時に港湾法（昭和25年法律第218号）第２条第３項

（ ） 、の港湾区域又は漁港法 昭和25年法律第137号 第２条の漁港である場合であって

港湾又は漁港以外の河川区域に対し港湾区域又は漁港である部分の幅が大幅に拡大

し、流水が停滞性を示しているときは、前記１）及び２）にかかわらず当該河口部

は海域として取り扱う。

（２）湖沼と湖沼以外の公共用水域との境界

１ （１）の２）の③に準じて判断することとする。）

２）この場合において、湖沼の汀線は渇水時の汀線とする。なお、人造湖の場合にあ
ていせん ていせん

っては、その上流端は、渇水時のバックウォーターの終端とする。

４．類型指定の見直し

上記１．～３．に準ずることとする。

なお、水生生物保全環境基準の類型指定については、水生生物の生息状況の変化等事情

の変更があれば、適宜見直しの検討が必要となるため、水質汚濁防止法第15条に基づく常

時監視における環境基準項目等の水質の状況の把握のほか、水生生物の生息状況等、類型

指定を行うために必要な情報を把握、整備しておくこと。

（略）


